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第1章

博士前期課程



保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域
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生命倫理概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to Biological Ethics 片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218234
【連絡先】

⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒北村 (口腔顎顔面形態学分野教授室, 088-633-7319, kitamura@dent.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 前後期:金曜日 12時 ∼ 13時)
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中條 (088-633-7366, nakajo@dentclin.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7212, minakuti@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
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臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，山本真由美 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
境泉洋 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，福森崇貴 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部

三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 (1) / パーソナリティの査定法 (福森)
3.心理療法・カウンセリングとは (福森)
4.心理療法の基礎 (1) / 精神分析 (福森)
5.臨床心理学の測定方法 (2) / 知能，発達の査定法 (山本)
6.心理療法の基礎 (2) / 分析心理学，クライエント中心療法 (山本)
7.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
8.行動理論と行動療法 (境)
9.認知療法 / うつ病 (境)

10.認知行動療法 / 不安障害 (境)
11.臨床心理的地域援助の基礎と実際 / ひきこもりに焦点を当てて (境)
12.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
13.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
14.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】対面講義，e-learningとも受講とレポート提出を以て出席扱い．対面
講義の場合，授業内の 15分間で書く「出席・質問票・ミニレポート」の提出
を以て，e-learningの場合，視聴記録 (受講)とMLSオンラインのレポート提
出を以て出席とみなす．どちらのレポート課題とも「講義内容をA4一枚でま
とめる」．出席が三分の二以上の受講生が評価対象者

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218235
【連絡先】

⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218231
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

英語論文作成法 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター

長篠博文 ·教授 /保健学専攻，福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，カルビブカサ ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

7.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
8.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

9.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
10.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
11.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

12.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

13.研究の区切りとしての論文作成 I (担当者: 福井裕行)
14. II

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218236
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

心身健康と環境ストレス 2単位
Psychosomatic health and environmental stress 武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，大森哲郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

高浜洋介 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，勢井宏義 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
親泊政一 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，宮本賢一 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山西倫太郎 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，阪上浩 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
保坂利男 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】心身の健康におよぼす社会や家庭をはじめとする日常生活で生ずる
ストレスの影響について学習させる．心身の発育・発達を制御する栄養や睡
眠，ストレスによる遺伝子発現調節をはじめとするシステム生物学的解析，健
常者のストレス応答および病的ストレス応答と子どもの成長，等に関する知
識，活用法，評価技術，等を学習し理解する．

【授業概要】種々の環境ストレスが子どもの身体および精神の発育・発達に影響
をおよぼすことが明らかになっている．これらに関して，システム生物学，臨
床神経学，栄養科学，ストレスゲノミクス，遺伝学，精神医学等の専門分野で
得られている最新情報や評価方法を教授する．それぞれの専門に基づいた講
義をオムニバス方式で行い健康増進法および疾患治療法を考えさせることに
よって学生の潜在能力を活性化する．

【キーワード】心身健康，環境，ストレス
【到達目標】ストレス評価法を修得する．
【授業計画】

1.不安とうつ病 (大森 哲郎) (担当者: 岡崎紀明)
2.環境からからだをまもる免疫システムの形成 (高浜 洋介) (担当者: 岡崎
紀明)

3.睡眠の調節機構 (勢井 宏義) (担当者: 梶 龍兒)
4.健康と疾患での小胞ストレス (親泊 政一) (担当者: 六反 一仁)
5.ストレスゲノミクス (六反 一仁) (担当者: 六反 一仁)
6.日本での機能性食品の概念と開発 (寺尾 純二) (担当者: 勢井 宏義)
7.食品や食事スタイルを通したストレス制御はなぜ必要か． (寺尾 純二)

(担当者: 勢井 宏義)
8.加齢とミネラル栄養 (宮本 賢一) (担当者: 後藤 恵)
9.カロリー制限と骨代謝 (宮本 賢一) (担当者: 後藤 恵)

10.ストレスに対応するための朝食と噛むこと (武田 英二) (担当者: 中馬 寛)
11.食物とストレス関連ホルモン (武田 英二) (担当者: 坂口 末廣)
12.ストレスによる生理的影響 (中屋 豊) (担当者: 武田 英二)
13.腸管免疫とストレス (中屋 豊) (担当者: 大森 哲郎)
14.酸化ストレスと免疫 (山西 倫太郎) (担当者: 田宮 元)

15.肥満および肥満関連疾患での代謝ストレスに対するアディポカイン (阪
上 浩) (担当者: 田宮 元)

16.糖尿病とストレス (保坂 利男) (担当者: 武田 英二)
【成績評価】受験資格 (三分の二以上の出席など)を満たした者のみを対象とした
レポート．

【再試験】再試験無し
【教科書】なし
【参考書】授業時に適宜，紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218232
【連絡先】
⇒武田 (088-633-7093, takeda@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒大森 (臨床研究棟 8F教授室, 088-633-7130, tohmori@clin.med.tokushima-

u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 8:30-17:30)
⇒高浜 (ゲノム機能研究センター 208, 088-633-9452, takahama@genome.to

kushima-u.ac.jp) Mail
⇒勢井 (088-633-7056, sei@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒親泊 (4階 408室, 088-633-9450, oyadomar@genome.tokushima-u.ac.jp)

Mail
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒宮本 (分子栄養学分野, 088-633-7081, miyamoto@nutr.med.tokushima-u.a

c.jp) Mail
⇒中屋 (栄養学科棟 302, 088-633-7090, yutaka-nakaya@nutr.med.tokushima

-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 火曜日 11時から 14時の間)
⇒山西 (088-633-9366, rintaro@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒阪上 (303, 088-633-7091, hsakaue@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒保坂 .
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

生命科学の研究手法 2単位
Basic methods in life sciences 福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，水口博之 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，羽地達次 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，瀬田和子 ·非常勤講師
伊藤孝司 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，松本高広 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片岡佳子 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

山﨑哲男 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，二川健 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
山本浩範 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，永田俊彦 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】大学院に進学した直後の院生に生命科学に関する基礎的な実験方法
を理解させる．

【授業概要】実験動物の取り扱い方，細胞と器官の培養方法とその応用，蛋白質
の取り扱い方とその解析方法，遺伝子解析の方法とその応用，抗体を用いた
研究方法とその蛋白質，免疫組織細胞化学に対する応用，数理モデルによる
生体機能発現機構の解明等生命科学の基礎的な研究技法を講義する．

【キーワード】生命科学，実験手法
【履修上の注意】受講生は必ず出席すること．
【到達目標】現在行われている生命科学研究方法の基礎を大学院進学直後に理解
し，研究生活にスムーズに入れるようにする．

【授業計画】
1.大学院に入学直後に現在用いられている研究手法を集中的に講義する．
第 1回目は授業ガイダンスと生命科学の研究手法総論 (羽地，研究部長)

2.実験動物を利用した研究 (松本)
3.細胞と器官の培養 (羽地)
4.細胞培養の応用 (宮本)
5.蛋白研究 1(福井清)
6.蛋白研究 2(藤原)
7.抗体を用いた生化学的研究方法 (二川，山本)
8.抗体を用いた研究の臨床応用 (中屋)
9.免疫学研究の基礎 (安友)

10.免疫学研究の最近の進歩 (安友)
11.遺伝子解析 1(福井裕)
12.遺伝子解析 2(伊藤)
13.遺伝子解析 3(高濱)
14.遺伝子解析 4(高濱)
15.数理モデルによる生命機能の解析 (吉永)

【成績評価】Webによるレポート，出席状況，受講態度等により総合的に判定
する．

【再試験】しない

【教科書】指定しないが，講義の都度プリント等資料を配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218233
【連絡先】
⇒福井 (hfukui@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7264, guchi003@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中屋 (栄養学科棟 302, 088-633-7090, yutaka-nakaya@nutr.med.tokushima

-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 火曜日 11時から 14時の間)
⇒羽地 (088-633-7321, tat-hane@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒福井 (401号室, 088-633-7429, kiyo@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 午前 8時 30分から午後 5時 30分)

⇒瀬田 .
⇒伊藤 (薬科学教育部附属医薬創製教育研究センター 2階・創薬生命工学分
野教授室, 088-633-7290, kitoh@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週月曜 午後 5時 ∼ 7時)

⇒松本 .
⇒片岡 (kataoka@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒山﨑 (医学臨床 B棟 5階 医薬品病態生化学研究室, 088-633-7886, yamaza

kt@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 特に定めない)
⇒岡崎 (414号室, 088-633-9158, tokazaki@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒山本 (088-633-7235, yamamoto@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒永田 (088-633-7343, nagata@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok

ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

ヒューマンサイエンス (形態と機能) 2単位 (選択) 1年 (前期)

Human Science (Basic human science from structure to function) 六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，河合智子 ·講師
増田清士 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】生体を構成する組織や器官の構造と働きを理解するため，基本的な
生体物質と細胞についての講義をし，細胞レベルから見たからだの働きにつ
いて理解させる．

【授業概要】細胞の基本構造と機能，遺伝子からタンパク質を合成する仕組み，
細胞の情報伝達，細胞の増殖 ·分化 ·死の分子機構，受精，発生について講義
を行い，メデイカルサイエンス研究を行うための基礎細胞生物学についての
講義を行う．

【授業計画】
1.授業ガイダンス
2. DNAと染色体
3. DNAの複製，修復，組み替え
4. DNAからタンパク質へ
5.遺伝子発現の調節
6.膜の構造
7.膜輸送
8.ミトコンドリア
9.細胞内輸送

10.細胞の情報伝達
11.細胞骨格
12.細胞周期と細胞死
13.細胞分裂
14.遺伝学
15.細胞のストレス応答
16.総括授業

【成績評価】出席状況，筆記試験，又はレポート等により評価する．
【教科書】エッセンシャル細胞生物学
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217008
【連絡先】
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこない
ます))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

微生物 ·免疫学実習 2単位 (選択) 1年 (後期)

A Training of Microbiology and Immunology 三宅洋一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，足立昭夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
安友康二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，桑原知巳 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

内山恒夫 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，前川洋一 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，弘田克彦 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】微生物の取り扱いの基本，及び免疫学的実験法の基本を学ぶ
【授業概要】細菌 ·ウイルス ·寄生虫などを対象に，病原微生物の基本的な取り扱
い方法，同定法，培養法について実験を行う．また，宿主に誘導される免疫
反応を測定する．これらの実習を通じて，各実験法並びに実験科学の基本を
教育する．

【履修上の注意】1．病原微生物実習室で行うので，それ専用の自分の白衣とスリッ
パ (上履き)を持参のこと (桑原知巳)． 2．白衣と筆記用具を持参のこと (三宅
洋一郎 ·弘田克彦)．

【授業計画】
1. (1˜4)細菌学実験の基本操作と常在菌や病原菌の分離 (桑原知巳) / 培地の
作製と培養，滅菌 ·消毒法，無菌操作などの基本的手技を学び，常在菌や
病原菌の分離 ·同定を行い，身近な細菌の性状を理解する．

2. (5, 6)分子ウイルス学的解析法 1(足立昭夫)バイオハザードや分子遺伝学
等，現代ウイルス学の基礎知識を習得するとともに基本的技能について
学ぶ．

3. (7, 8)分子ウイルス学的解析法 2(内山恒夫)ウイルスの同定法やウイルス
感染の解析法に関する知識を習得し，その基本的手技について学習する．

4. (9,10)リンパ球活性化機構 (安友康二)リンパ球の分離方法の基本的手技
と，その活性化測定方法を学ぶ．

5. (11)マラリア原虫の診断 (前川洋一)マラリア原虫の分類とその鑑別方法
を学ぶ．

6. (12˜14)口腔常在菌とバイオフィルム (三宅洋一郎 ·弘田克彦)口腔常在菌
の分離培養 ·同定などに関する基本的手技と，細菌バイオフィルムの作成
法及びそれを用いた各種の実験法を学ぶ．

7. (15)細菌感染症の分子遺伝学的検出法 (小野恒子)菌種特異的遺伝子マー
カーを用いた細菌の検出と定量法について学ぶ．

【成績評価】出席率と実習レポートによる．
【再試験】(再試験)実習なので再試験はしない． 出席率が 60%に満たない学生
は，受講しなかった実習を，次学年後期に追加して受けること．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217022
【連絡先】
⇒三宅 (088-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 8:00∼ 8:45(e-mailでも対応します))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

臨床医科学概論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217052
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

チーム医療特論 2単位 (選択) 1年
Multidisciplinary approaches 上野淳二 ·教授 /保健学専攻，谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，西田敏信 ·准教授 /保健学専攻，森恵子 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】保健，医療，福祉を含めた統合的サービスを提供するために，患者
の持つ問題に対してどのようにアプローチする必要があるかを検討するため
の基礎となる知識を習得させる．

【授業概要】疾患を有する患者に対して多職種が専門的立場からアプローチし，
問題解決の方法を模索する必要がある．そこで患者を含めた医療チーム形成，
コミュニケーションの重要性につき講述する．

【キーワード】チームアプローチ，学際的協力，学際的チーム
【履修上の注意】講義の一部を集中講義でまもめて行うことがある．
【到達目標】他の専門職種への理解を深める．コミュニケーションの重要性を理
解する．自らの職種の役割，責任を自覚する．

【授業計画】
1.学際的連携によるチームケア研究の動向 (谷岡)
2.学際的連携によるチームケア研究の効果測定 (谷岡)
3.学際的連携モデル (谷岡)
4.学際的連携を成功させるために必要な教育 (谷岡)
5.学際的連携を成功させるための臨床教育とその方向性 (谷岡)
6.学際的連携モデルの実践例 (谷岡)
7.学際的連携の課題 (谷岡)
8.チーム医療と臨床検査-1(西田)
9.チーム医療と臨床検査-2(西田)

10.チーム医療における画像検査の関わり (選考中)
11.脳卒中におけるチーム医療と画像診断 (選考中)
12.画像診断および IVRにおけるアプローチ-1(上野)
13.画像診断および IVRにおけるアプローチ-2(上野)
14.ガン看護とチーム医療 (森)
15.ガン看護とチーム医療 (森)

【成績評価】授業態度，レポート
【教科書】眞野元四郎ほか編著:『続:精神障害者のためのヘルスケアシステム;学
際的なチームケアモデルと実践のガイドライン』，ふくろう出版，2003

【参考書】鷹野和美:『チーム医療論』，医歯薬出版株式会社，2004
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217007
【連絡先】

⇒上野 (088-633-9020, ueno@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週金曜日 16:30-17:30)

⇒原田 (masafumi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
午後 5時から 7時)

⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 金曜18:00-19:00)

⇒西田 (088-633-9060, nishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒森 (0886337613, keimori@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

保健学特論 2単位 (選択) 1年
Health Sciences 前澤博 ·教授 /保健学専攻，香川典子 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，久保均 ·准教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】高度医療専門職者として必要な保健についての考え方および医療
サービスの提供について理解する．

【授業概要】今日，健康に対する人々の価値観やニーズの多様化を考慮した保健
の考え方やサービス提供のあり方を探求することが求められている．本講義
ではこれらの問題を各分野の専門家が多角的に講義を行う．

【キーワード】保健科学
【到達目標】保健科学の理念や研究課題について理解する．
【授業計画】

1.保健学の理念を解説する (多田)
2.ヘルスプロモーションについて解説する (多田)
3.地域で生活する高齢者を例に健康問題や課題を解説する (多田)
4.医療における画像診断技術について解説する (久保)
5.医療における放射線治療技術について解説する (久保)
6.分子イメージングについて解説する (久保)
7.放射線生物作用のメカニズムおよび遺伝子との関わりについて解説する

(前澤)
8.放射線の生物影響について解説する (前澤)
9.医療放射線と健康との関わりについて解説する (前澤)

10.医療と臨床検査について解説する (細井)
11.輸血検査の基礎的知識と輸血医療について解説する (細井)
12.免疫学および血液学検査の基礎知識および遺伝子診断法とその臨床意義
について解説する (細井)

13.病的状態における組織や細胞の形態学的変化について解説する (香川)
14.病理検査 (組織診，細胞診)の果たす役割，意義について解説する (香川)
15.分子生物学的手法を用いた新しい病理検査について解説する (香川)
16.試験

【成績評価】試験，レポート，出席状況
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217009
【連絡先】
⇒前澤 (088-633-9052, hmaezawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 月曜日18:00∼ 19:00)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒香川 (088-633-9065, kagawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒久保 (088-633-9059, kubo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒細井 (633-9062, hosoi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
火曜日(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

臨床腫瘍学概論 2単位
近藤和也 ·教授 /保健学専攻，生島仁史 ·，中村雅己 ·，中屋豊 ·，西岡安彦 ·

【授業目的】がん看護専門看護師に必要ながんの病態生理，がん治療について理
解を深めると共に，がん医療に関する社会的・倫理的課題について考察を深
める．

【授業概要】がん看護専門看護師の活動の基盤となるがんの病態生理と治療につ
いて学習を深めるために，がんの発生メカニズムから診断，治療，抗がん剤
の薬理，治療に関連したインフォームド・コンセント等について系統的に教
授する．

【授業計画】
1. 1回 / がんの疫学・がん医療の動向と最新情報 (近藤)
2. 2回 / がんの発生メカニズムと病態生理学的特徴 (近藤)
3. 3回 / がんの臨床的特徴と社会的・倫理的課題 (近藤)
4. 4回 / がんの予防と検診 (近藤)
5. 5回 / がん診断 (画像診断，腫瘍マーカー，遺伝子診断など)(生島)
6. 6回 / がん治療総論 (近藤)
7. 7回 / がん治療各論:外科治療 (近藤)
8. 8回 / がん治療各論:化学療法 (西岡)
9. 9回 / がん治療各論:放射線治療 (生島)

10. 10回 / がん治療各論:免疫療法 (西岡)
11. 11回 / がん治療各論:代替療法など (近藤)
12. 12回 / 抗がん剤の種類と薬理，効果と毒性 (中村)
13. 13回 / Oncologic Emergencies(高 Ca血症，DIC等) (近藤)
14. 14回 / がん治療と栄養管理 (中屋)
15. 15回 / がん治療・臨床試験とインフォームド・コンセント (近藤)

【成績評価】出席・授業への参加状況 (ディスカションなど)80%，レホ ート 20%
【教科書】指定無し
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216996
【備考】生島先生は大学病院 (放射線治療部)で実施
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護研究方法論 2単位
Methdology of nursing research 多田敏子 ·教授 /保健学専攻，川西千恵美 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，田村綾子 ·教授 /保健学専攻

雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻，岸田佐智 ·教授 /保健学専攻，葉久真理 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】看護の専門的知識・技術の向上や開発に繋がる信頼性・妥当性の高
い知見を導き出すために必要な看護研究の知識基盤や様々な研究方法論の理
解を深め，実践の場における研究活動を自立して行えることを目指す．

【授業概要】看護の新しい知見を導き出すために必要な看護研究の方法論につい
て探求する．また，研究に重要な科学的かつ論理的な思考方法や研究者とし
ての倫理について理解を深める．研究論文のクリティークを組みいれながら，
様々な研究方法論を中心に教授する．

【キーワード】質的研究，量的研究，研究計画，文献，倫理的課題
【履修上の注意】看護学分野の指定科目であるため必修科目である．
【到達目標】

1. 1.看護研究の必要性と意義を理解する
2. 2.質的研究に関する研究方法について理解できる
3. 3．事例研究に関する研究方法について理解できる
4. 4.実験研究に関する研究方法について理解できる
5. 5.看護研究において文献を活用することができる
6. 6.調査研究の方法論について理解できる
7. 7.研究計画書の書き方について理解できる
8. 8.研究論文のクリティークを行うことができる
9. 9.研究における倫理的配慮について理解することができる

【授業計画】
1. 1回 / 看護における研究とは (多田)
2. 2回 / 看護における知識基盤としての看護研究 (葉久)
3. 3回 / 臨床看護研究の必要性と進め方 (川西)
4. 4回 / 研究における文献の必要性と文献レビュー (多田)
5. 5回 / 看護研究における倫理 (岸田)
6. 6回 / 実験研究の課題レベルと方法 (川西)
7. 7回 / 実験研究の進め方 (川西)
8. 8回 / 事例研究の課題レベルと方法 (田村)
9. 9回 / 事例研究の進め方 (田村)

10. 10回 / 質的研究の課題レベルと方法 (雄西)
11. 11回 / 質的研究論文の進め方 (雄西)
12. 12回 / 調査研究の課題レベルと方法・進め方 (葉久)
13. 13回 / 研究計画書について (關戸)
14. 14回 / 研究論文クリティーク (關戸)
15. 15回 / 研究成果の公表と効果的なプレゼンテーション方法 (岸田)

【成績評価】講義への参加度などから各教員の評価を総合
【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217048
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)

⇒田村 (088-633-9036, tamura@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: メールで連絡をして下さい．調整します．)
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日の18:00-19:00)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒葉久 (088-633-9080, haku@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
【備考】看護学分野の指定科目であるため必修科目である．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護教育学 2単位
Nursing Education 關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，グレッグ美鈴 ·非常勤講師

【授業目的】専門看護師に求められる看護教育力を探求すると共に，看護ケアの
質を高めるために必要な看護職への教育的働きかけや教育環境作り，継続教
育を効果的に遂行するための知識と技術について探求する．

【授業概要】看護教育制度および看護継続教育の現状と課題について理解を深め
るとともに，看護職への教育のあり方についてプレゼンテーションや討論を
通して考察する．また，高度実践看護職として，看護の質向上に必要な継続
教育の企画・推進のための知識・技法について学ぶ．

【キーワード】継続教育，専門看護師教育制度，キャリア発達
【関連科目】『看護教育学特論』(0.5)，『看護教育学演習』(0.5)

【履修上の注意】講義のみでなく，学生がプレゼンテーションする場や討論する場
も設けるので，積極的に参加し発言して欲しい．

【到達目標】
1.看護教育・継続教育の歴史的変遷を理解する
2.専門看護師としての看護現場の質を高めるための継続教育の在り方を考察
する

3.専門看護師に期待される看護教育力を養う
【授業計画】

1.看護教育・継続教育の歴史的変遷と概観 (關戸)
2.看護教育と看護政策 (關戸)
3.看護専門職の生涯教育・継続教育 (關戸)
4.専門看護師教育制度について (關戸)
5. CNSとして看護現場の質を高めるための継続教育のあり方 (グレッグ)
6.成人教育とは (グレッグ)
7.看護専門職とは (グレッグ)
8.看護専門職者のキャリア発達とは (グレッグ)
9.よい人材育成のための継続教育のあり方 (グレッグ)

10.課題発表 / 「看護現場の質を上げるための看護職への教育的働きかけ」
に関連した個々の関心と課題について，事前に決定したグループ毎にプ
レゼン (グレッグ)

11.看護における継続教育に関する研究成果と実践への活用 (グレッグ)
12.専門看護師に期待される看護教育力 (關戸)
13.看護専門職に対する看護教育の実践と教育計画 (關戸)
14.ケア改善のための教育的取り組みの実際 (關戸)
15.看護職者に対する教育的働きかけ，動機付け，教育環境つくり (図書館，
研修ルーム，e-learning 等 (關戸)

16.課題レポート作成

【成績評価】授業への参加度，プレゼンテーション，レポートを総合して評価する.
【教科書】教科書は使用しない．
【参考書】必要時，適宜資料を配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217047
【連絡先】
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)

【備考】講義のみでなく，学生がプレゼンテーションする場や討論する場も設け
るので，積極的に参加し発言して欲しい．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護倫理 2単位
Scholarship of Nursing ethics 岸田佐智 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，田村綾子 ·教授 /保健学専攻，市原多香子 ·准教授 /保健学専攻

谷洋江 ·准教授 /保健学専攻，松下恭子 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】1．倫理学に関する原則的概念や理論を理解し，専門看護師としての
倫理的責任と役割を探求する． 2．専門看護師がそれぞれの専門分野におい
て，倫理的な問題・葛藤を認識し，解決・調整するための能力を養う．

【授業概要】授業の概要倫理学の発展や歴史的ながれ，倫理原則や理論に対して
概観し，さまざまな看護現場における倫理的問題・倫理的ジレンマについて
話題提供し，その事象の分析や対応についてディスカッションを深める．ま
た，専門看護師に必要な倫理的問題・倫理的ジレンマに対する解決・調整の
ための方法論を学習する．

【到達目標】看護倫理に関する重要な用語や概念に関して理解する．看護実践で
展開されている倫理的問題について理解し，看護者としての対応について学
ぶ．看護者として医療現場における倫理的問題に関する感受性を高める．

【授業計画】
1. 1．I．看護倫理の考え方と看護専門職にとっての意味 1．生命倫理，医療
倫理，及び看護倫理の基本的考え方 (岸田)

2. 2． 2．患者の権利とインフォームドコンセント (岸田)
3. 3． 3．高度実践看護者の倫理的責任と役割 (岸田)
4. 4． 4．倫理的意思決定のプロセス (岸田)
5. 5．II．看護現場における倫理的問題・倫理的ジレンマ 1．高齢者をめぐ
る倫理的問題・倫理的ジレンマ (多田)

6. 6． 2．脳神経障害患者をめぐる倫理的問題・倫理的ジレンマ (田村)
7. 7． 3．在宅患者をめぐる倫理的問題・倫理的ジレンマ (松下)
8. 8． 4．患児をめぐる倫理的問題・倫理的ジレンマ (谷)
9. 9． 5．侵襲的治療を受ける患者をめぐる倫理的問題・倫理的シ レンマ

(市原)
10. 10．III．専門看護師に必要な倫理調整技法 1．専門看護師に期待される
倫理調整 (岸田)

11. 11． 2．看護実践に活用できる倫理的意志決定モデル (岸田)
12. 12． 3．意思決定モデルを用いた事例分析 (模擬事例)(岸田)
13. 13． 4．インフォームドコンセントをめぐる倫理的ジレンマと調整 (岸田)
14. 14． 5．生命の始期/終期をめぐる倫理的ジレンマと調整 (岸田)
15. 15． 6．苦痛緩和をめぐる倫理的ジレンマと調整 (岸田)7．倫理的感性と
自己の課題・まとめ (岸田)

【成績評価】クラス参加度，プレゼンテーション，レポートを合わせて，総合的
に評価

【教科書】参考書や参考文献は適宜紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216971
【連絡先】
⇒ TEL&FAX:088-633-9032 Email: skishida@medsci.tokushima.ac.jp
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護管理学 2単位
谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，川西千恵美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】専門看護師として医療・福祉に携わる人々の調整を行い，看護管理
者と協力して看護の組織的質向上を図るために必要な，ヘルスケアシステム
における看護管理の専門的知識・技術について理解を深める．

【授業概要】看護組織を管理し，ヘルスケアシステムのなかで他職種と協同しシ
ステム全体を活性化していくための専門的知識・技術について教授する．ま
た，専門看護師として，より良い看護を提供するための組織への働きかけや
組織運営，調整のあり方について探求する．

【授業計画】
1. 1回 / 看護管理の歴史的変遷 (谷岡)
2. 2回 / 保健医療・福祉の動向と社会の看護サービスへの期待 (谷岡)
3. 3回 / 医療・福祉構造の変化と看護管理 (谷岡)
4. 4回 / 病院における看護サービスの質向上と専門看護師の必要性 (谷岡)
5. 5回 / 看護管理者と専門看護師の役割と協働 (谷岡)
6. 6回 / 高度看護実践力と経済的評価 (谷岡)
7. 7回 / 看護職のキャリア形成のプロセスと組織的支援 (川西)
8. 8回 / 専門看護師の雇用と組織的位置づけ (川西)
9. 9回 / チーム医療における看護の専門性 (谷岡)

10. 10回 / リーダシップとマネジメント力 ，交渉力 (谷岡)
11. 11回 / 専門看護師の役割機能としての調整 (谷岡)
12. 12回 / 病院看護管理の実際 1◯* (谷岡)
13. 13回 / 病院看護管理の実際 2◯* (谷岡)
14. 14回 / 病院看護管理の実際 3◯**質の高い看護を提供するための組織管
理・運営方法について検討するために，看護職員のキャリア管理，継続
的な看護の質管理活動，看護情報管理などについて見学演習を行う

15. 15回 / 12∼ 14回の見学演習を元に，各自の関心テーマについてプレゼン
テーション・ディスカッション (谷岡・川西)

【成績評価】授業への参加度とレポートを総合評価
【教科書】指定無し
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216965
【連絡先】
⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

コンサルテーション論 2単位
多田敏子 ·教授 /保健学専攻，安藤幸子 ·，渡辺眞理 ·，濱田米紀 ·非常勤講師，北村愛子 ·

【授業目的】高度実践看護者に必要なコンサルテーションの基本的な考え方や理
論，コンサルテーション技術・方略・評価方法について理解を深める．また，
専門看護師が行うコンサルテーションの具体的な展開方法を学び，自らの実
践能力を養う．

【授業概要】コンサルテーションの基本を踏まえ，看護におけるコンサルテーショ
ンの理論と実際について理解を深める．また，専門看護師が行うコンサルテー
ションの事例をもとに，問題解決のプロセスを共有し実際的に学習を深める．

【履修上の注意】非常勤の授業が多いため，掲示に注意
【授業計画】

1. 1回 / 高度実践看護者が行うコンサルテーションの目的と意義 (安藤)
2. 2回 / コンサルテーションの概念・理論 (安藤)
3. 3回 / コンサルテーションのタイプ，コンサルテーションの展開方法

(安藤)
4. 4回 / コンサルタントの役割，コンサルタントとコンサルティの関係

(安藤)
5. 5回 / コンサルテーションの評価 (安藤)
6. 6回 / カウンセリング技法の理解 (安藤)
7. 7回 / コンサルテーションの実際 1◯:相談支援センター (多田)
8. 8回 / コンサルテーションの実際 1◯:事例検討 (多田)
9. 9回 / コンサルテーションの実際 2◯:小児看護 CNSの場合 (濱田)

10. 10回 / コンサルテーションの実際 2◯:事例検討 (濱田)
11. 11回 / コンサルテーションの実際 3◯:がん看護 CNSの場合 (渡邉)
12. 12回 / コンサルテーションの実際 3◯:事例検討 (渡邉)
13. 13回 / コンサルテーションの実際 4◯:急性・重症患者看護 CNSの場合

(北村)
14. 14回 / コンサルテーションの実際 4◯:事例検討 (北村)
15. 15回 / まとめ (多田)

【成績評価】授業への参加度，レポートを総合して評価
【教科書】指定無し
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216975
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

基盤形成看護学特論 2単位
關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，川西千恵美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】關戸:看護教育に関連する諸理論や看護学生の学習者としての特徴を
理解し，看護教育の現状と課題について学ぶ．谷岡:研究に必要な国内外の文
献検討の方法，研究成果のプレゼンテーション方法，さらに共同研究のあり
方について理解する．川西:Evidence based nursing (EBN) の基本概念を理解
する．

【授業概要】關戸:看護教育に関連する諸理論や看護学生の学習者としての特徴を
ふまえながら，看護教育の現状と課題について解説する．谷岡:研究に必要な
国内外の文献検討の方法，研究成果のプレゼンテーション方法，さらに共同
研究のあり方について解説する．川西:Evidence based nursing (EBN) の基本
概念を概説する．

【キーワード】看護教育
【履修上の注意】授業における積極的な参加・発言を期待します．
【到達目標】

1.看護教育に関連する理論が理解できる．
2.看護学生の学習者としての特徴が理解できる．
3.文献をとおして看護教育の現状と課題が理解できる．
4.文献検討の基本について理解できる．
5.効果的プレゼンテーションの方法について理解できる．
6.共同研究のあり方について理解できる．
7. EBNの基本概念が理解できる．
8. EBNの実施方法が理解できる．
9.疑問から，解決策の探索の仕方がわかる．

【授業計画】
1.看護教育に関連する諸理論について解説する．(關戸)
2.看護学生の学習者としての特徴について解説する．(關戸)
3.看護教育の現状について文献を用いて解説する．(關戸)
4.看護教育の課題について文献を用いて解説する．(關戸)
5.看護教育の現状と課題について検討する．(關戸)
6.文献検討の基本について解説する (1)(谷岡)
7.文献検討の基本について解説する (2)(谷岡)
8.効果的プレゼンテーションの方法について解説する (1)(谷岡)
9.効果的プレゼンテーションの方法について解説する (2)((谷岡)

10.共同研究のあり方について検討する (谷岡)
11. EBNとは (川西)
12.日本における EBN(川西)

13. EBNの取り組み方を関心領域により関連が深いエビデンスについて解説
する．(川西)

14.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(川西)
15.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(川西)
16.レポート作成

【成績評価】出席，授業への参加態度，レポートによって総合的に評価する．
【教科書】使用しない
【参考書】適宜紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216972
【連絡先】
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日，18:00-19:00)

⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 調整しますのでメールで連絡してください)

⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護技術学特論 2単位
Advanced Course of Nursing Skills 川西千恵美 ·教授 /保健学専攻，岩佐幸恵 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】EBNについて理解できる． 看護実践での EBNの必要性が理解で
きる

【授業概要】Evidence based nursing (EBN) の基本概念から臨床応用までを概説
する．

【到達目標】
1. EBNについて理解できる
2.文献が批判的に読める

【授業計画】
1. EBNとは
2.日本における EBN
3.海外の EBN
4. EBNと文献検索の仕方
5.看護の EBN
6.気管内吸引に関するエビデンスについて解説する．
7.静脈注射のエビデンスについて解説する (1)
8.静脈注射のエビデンスについて解説する (2)
9.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(1)

10.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(2)
11.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(3)
12.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(4)
13.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(5)
14.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(6)
15.それぞれの関心領域に関するエビデンスについて解説する．(7)

【成績評価】講義への参加態度，積極的発言を期待します．
【教科書】特になし
【参考書】適宜紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216968
【連絡先】
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: メールで連絡下さい，時間調整します．)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護技術学演習 4単位
Seminar/Practice in Advanced Course of Nursing Skills 川西千恵美 ·教授 /保健学専攻，岩佐幸恵 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】EBNが実践できる．
【授業概要】特定の看護技術に関して，既存の経験的知識を評価し，Evidence based

nursing (EBN) となるように科学的根拠をあきらかにするための演習を行う．
【キーワード】クリティーク，実験研究，根拠
【先行科目】『看護技術学特論』(1.0)

【関連科目】『看護技術学特論』(0.5)

【履修上の注意】それぞれの指導教員の指導のもと関心領域のテーマを掘り下げる
【到達目標】

1.日常の看護実践の疑問を抽出できる
2.その疑問を解決できる方法を導き出せる

【授業計画】
1.それぞれの関心領域について話し合う
2.それぞれに関心領域に関する看護技術のエビデンスを証明できるような
計画を立てる

3.看護技術特論 IIでおこなった内容をふまえて施設内で実験 ·演習を行う
4.看護技術特論 IIでおこなった内容をふまえて施設内で実験 ·演習を行う
5.看護技術特論 IIでおこなった内容をふまえて施設内で実験 ·演習を行う
6.看護技術特論 IIでおこなった内容をふまえて施設内で実験 ·演習を行う
7.看護技術特論 IIでおこなった内容をふまえて施設内で実験 ·演習を行う
8.看護技術特論 IIでおこなった内容をふまえて施設内で実験 ·演習を行う
9.以上の結果をレポートとして作成

10.以上の結果をレポートとして作成
11.以上の結果をレポートとして作成
12.発表 ·討論
13.発表 ·討論
14.発表 ·討論
15.まとめ

【成績評価】レポート (50)，プレゼンテーション (20)，参加態度 (30)による
【教科書】特になし
【参考書】適宜紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217046
【連絡先】
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護教育学特論 2単位
Advanced Course of Nursing Education 關戸啓子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】看護教育の状況と課題を理解し，生涯学習の理論に基づいて効果的
な看護基礎教育および卒後教育の方法について探究する．

【授業概要】生涯学習の理論に基づいて生涯学習における学習者の特徴と，看護
における生涯学習の意義について講義する．国内外の生涯学習に関する文献
を取り上げながら，看護における生涯学習の状況と課題について解説する．さ
らに，生涯学習の理論をふまえて，看護基礎教育および卒後教育の効果的な
方法について，国内外の文献を紹介しながら検討を加える．

【キーワード】生涯学習，看護専門職者，卒後教育
【関連科目】『看護教育学』(0.5)，『看護教育学演習』(0.5)，『基盤形成看護学特
論』(0.5)

【履修上の注意】講義のみでなく，学生がプレゼンテーションする場や討論する場
も設けるので，積極的に参加し発言して欲しい．

【到達目標】
1.生涯学習に関連する理論を知る．
2.生涯学習における学習者の特徴を理解する．
3.看護における生涯学習の意義について理解する．
4.看護における生涯学習の状況と課題を理解する．
5.効果的な看護基礎教育の方法を検討する．
6.効果的な看護の卒後教育の方法を検討する．

【授業計画】
1.ガイダンス
2.生涯学習とは何か
3.生涯学習に関連する理論について
4.生涯学習における学習者の特徴について
5.看護における生涯学習の意義について
6.看護における生涯学習の状況
7.看護における生涯学習の課題
8.看護基礎教育における効果的な教育方法について (文献検討 1) / 講義の
場合

9.看護基礎教育における効果的な教育方法について (文献検討 2) / 実習の
場合

10.看護の卒後教育における効果的な教育方法について (文献検討 1) / 職場
内教育の場合

11.看護の卒後教育における効果的な教育方法について (文献検討 2) / 集合
教育の場合

12.効果的だと思われる看護の教育方法についてプレゼンテーションを行う
(1) / 看護基礎教育の講義の場合

13.効果的だと思われる看護の教育方法についてプレゼンテーションを行う
(2) / 看護基礎教育の実習の場合

14.効果的だと思われる看護の教育方法についてプレゼンテーションを行う
(3) / 卒後教育の場合

15.プレゼンテーション内容に対する総合討論と評価
16.レポート作成

【成績評価】出席，授業への参加態度，レポートによって総合的に評価する．
【教科書】教科書は使用しない．必要時，適宜プリント等資料を配布する．
【参考書】授業の進度にあわせて，適宜紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216970
【連絡先】
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護管理学特論 2単位
谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】変化する医療・福祉・経済と看護管理の動向について，また看護実
践を行う上で，組織的かつ創造的な看護管理を探究することによって，利用
者に提供されるサービスの質の向上に貢献できるマネジメントについて概説
する． 病院や施設で提供される医療サービスの高度化・複雑化の中で，有効
で安全な看護サービスを効率的に提供できるように，柔軟で創造的に管理能
力を発揮するための看護管理手法について検討を加える．

【キーワード】看護管理，アウトカムマネジメント，総合的品質管理
【到達目標】

1.看護管理の本質と特徴を理解する．
2.看護管理の視点からみた保健医療福祉の動向を理解する．
3.地域・在宅・助産所・施設など看護実践の場における看護管理の実際およ
び課題を理解する．

4.看護に関連する管理諸理論や管理技法を実践に即して理解し探求する．
5.看護の質向上に寄与する看護管理に関する研究技法を探求する．

【授業計画】
1.変化する医療・福祉・経済と看護管理の動向
2.看護におけるマネジメントと組織
3.看護管理のスキル (人間関係を構築する技術)
4.看護管理のスキル (組織の効率性を高める技術)
5.質評価から見た医療組織 (看護サービスの組織化)
6.質評価から見た医療組織 (サービスの質の評価と業務改善)
7.リスクマネジメントと医療事故
8.看護実践基盤としての法律
9.医療経済の仕組みと動向-診療報酬制度

10.人材育成とキャリアディベロップメント (目標管理制度)
11.人材育成とキャリアディベロップメント (継続教育)
12.情報管理
13.物的資源のマネジメント
14.看護管理のプロセス
15.看護マネジメントの課題と今後の方向
16.まとめ

【成績評価】出席状況，討論への参加程度，プレゼンテーションの内容およびレ
ポート等を総合的に評価する．

【教科書】講義の中で適宜紹介する．
【参考書】講義の中で適宜紹介する．必要時，適宜プリントを配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216967
【連絡先】

⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護教育学演習 4単位
Seminar/Practice in Advanced Course of Nursing Education 關戸啓子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】基盤形成看護学特論・看護教育学特論で学習した知識をもとに，看
護教育実施時における問題点や課題について検討する．

【授業概要】演習は基盤形成看護学特論・看護教育学特論で学習した，看護教育
学に関する知識を基盤として展開する．前半は，看護基礎教育課程における
看護教育に関する知識を基盤として，国内外の看護教育に関連した文献を精
読する．その後，看護教育における問題点や課題を抽出しアプローチ方法に
ついて討論を行う．後半は，看護専門職者の生涯学習に関する知識を基盤と
して，国内外の生涯学習に関連した文献を精読する．その後，看護専門職者
の生涯学習における問題点や課題について討論する．

【キーワード】生涯学習，教育方法
【先行科目】『看護教育学特論』(1.0)，『基盤形成看護学特論』(1.0)
【関連科目】『看護教育学』(0.5)
【履修上の注意】ゼミナール形式で行うので，活発に討論に参加して欲しい．
【到達目標】

1.看護学生に対する教育方法に関連する文献を批判的に検討し，問題点や課
題を理解する．

2.看護専門職者の生涯学習に関連する文献を批判的に検討し，問題点や課題
を理解する．

【授業計画】
1. 1回目 / 前半の演習に関するガイダンス
2. 2-14回目 / 看護学生に対する教育方法に関連する文献を講読し，批判的
に内容を検討する

3. 15回目 / 前半の演習に関するまとめ
4. 16回目 / レポート作成
5. 17回目 / 前半の演習に関するガイダンス
6. 18-30回目 / 看護専門職者の生涯学習に関連する文献を講読し，批判的
に内容を検討する

7. 31回目 / 後半の演習に関するまとめ
8. 32回目 / レポート作成

【成績評価】出席状況，討論への参加度，プレゼンテーションした内容および方
法により総合的に評価する．

【教科書】教科書は使用しない．必要時，適宜プリント等資料を配布する．
【参考書】授業の進度にあわせて，適宜紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216969
【連絡先】

⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護管理学演習 4単位
谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】1. 大学院生の関心領域を中心に，看護管理学におけるさまざまな課
題に焦点をあて文献検討を行なう． 2. 看護の質を高めるための看護管理実践
の諸要素を研究を通して理解する．

【授業概要】看護管理における様々な課題に焦点を当て，看護専門職者の知識を
基盤とした医療・福祉・経済と看護マネジメントの動向について，国内外の
文献を精読する．その後，問題点や課題を抽出し討論する．後半は学習した
知識を基盤として，医療サービスの高度化・複雑化の中で，有効で安全な看
護サービスを効率的に提供できる管理について討論する．

【キーワード】看護管理，文献レビュー
【関連科目】『看護管理学特論』(0.5)

【到達目標】
1.大学院生の関心領域を中心に，看護管理学におけるさまざまな課題に焦点
をあて文献検討ができる．

2.看護の質を高めるための看護管理実践の諸要素を研究を通して理解できる．
【授業計画】

1. 1回目 / 前半の演習に関するガイダンス
2. 2∼ 14回目 / 文献を講読し，批判的に内容を検討する
3. 15回目 / 前半の演習に関するまとめ
4. 16回目 / レポート作成
5. 17回目 / 前半の演習に関するガイダンス
6. 18∼ 30回目 / 文献を講読し，批判的に内容を検討する
7. 31回目 / 後半の演習に関するまとめ
8. 32回目 / レポート作成

【成績評価】出席状況，討論への参加程度，プレゼンテーションの内容およびレ
ポート等を総合的に評価する．

【教科書】講義の中で適宜紹介する．
【参考書】講義の中で適宜紹介する．必要時，適宜プリントを配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216966
【連絡先】
⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

健康生活支援看護学特論 2単位
Theory of orthobiosis support nursing 多田敏子 ·教授 /保健学専攻，田村綾子 ·教授 /保健学専攻，岸田佐智 ·教授 /保健学専攻，葉久真理 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】地域で生活するあらゆる健康レベルにある母子・成人期および高齢
者等のQOL向上を支援するための第一次予防から第三次予防までの看護およ
びケアシステムに関する理論について理解できる．

【授業概要】地域で生活するあらゆる健康レベルにある母子・成人期および高齢
者等のQOL向上を支援するための第一次予防から第三次予防までの看護およ
びケアシステムに関する理論について教授する．

【キーワード】生活の質，健康増進，生活，看護介入
【先行科目】『保健学特論』(1.0)

【関連科目】『地域生活支援看護学特論』(0.5)，『回復支援看護学特論』(0.5)，『女
性支援看護学特論』(0.5)

【履修上の注意】事前学習をして主体的に参加すること
【到達目標】人々が健康な生活を維持するために看護職の果たす役割を見出だす
【授業計画】

1.プライマリヘルスケアの理念 (多田)
2.ヘルスプロモーションの理念 (多田)
3. QOL評価 (多田)
4. (親になること)の移行 (transition)に関する概念 (岸田)
5.リプロダクティブヘルス・ライツに関する理念 (岸田)
6.女性のライフサイクル上の危機的状況 (岸田)
7.女性とエンパワーメント (岸田)
8.女性の健康とケアモデル (葉久)
9.妊娠・出産における効果的ケア (effective care)(葉久)

10.助産実践の費用対効果分析 (葉久)
11.助産における意思決定 (葉久)
12.生活の再構築のためのリハビリテーションの理念 (田村)
13.回復感覚に関する概念 (田村)
14.生活支援と ADL評価 (田村)
15.急性期・回復期・維持期を貫く二次障害予防のためのケア方法 (田村)
16.試験

【成績評価】課題レポート，筆記試験などにより行う
【再試験】再試は 1回のみ行う
【教科書】適宜資料を準備する．あるいは指示する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216973
【連絡先】

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒岸田 (088-633-9032, skishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月 17:00-19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

回復支援看護学特論 2単位
Advanced lihabilitation nursing 田村綾子 ·教授 /保健学専攻，市原多香子 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】在院日数が短縮化される動きのなかで，病気や障害により健康生活
の破綻をきたし医療的治療が必要な患者の重篤化を回避するためのモニタリ
ングや評価方法を理解するとともに，退院後の生活を見据えたトータルなか
かわりや回復支援のためのケア方法が理解できる．

【授業概要】病気や障害により健康生活の破綻をきたし医療的治療が必要な患者
の重篤化を回避するためのモニタリングや評価方法を理解するとともに，在
院日数が短縮化されるなかで退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや
回復支援のためのケア方法 ·関連する理論について，解説するとともに，資料
を基に討議する．

【キーワード】重篤化回避技術，回復促進・支援方法，超急性期/急性期，モニタ
リング技術，生活の再構築

【履修上の注意】授業には主体的に参加する
【到達目標】在院日数が短縮化される動きのなかで，病気や障害により健康生活
の破綻をきたし医療的治療が必要な患者の重篤化を回避するためのモニタリ
ングや評価方法を理解するとともに，退院後の生活を見据えたトータルなか
かわりや回復支援のためのケア方法が理解できる．

【授業計画】
1.オリエンテーション
2.現代の保健・医療・福祉システムの中での入院するということ
3.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングについて討議する (その 1)

4.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングについて討議する (その 2)

5.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングと看護師の役割について討議する (その 1)

6.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングと看護師の役割について討議する (その 2)

7.医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価
8. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 1)

9. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 2)

10. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 3)

11. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 4)

12.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 1)

13.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 2)

14.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 3)

15.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 4)

16.レポート作成 ·まとめ
【成績評価】授業への主体的参加の程度とレポートから評価する
【教科書】特になし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216957
【連絡先】
⇒田村 (088-633-9036, tamura@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒市原 (088-633-9038, ichihara@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

回復支援看護学演習 4単位
Exercise in advanced lihabilitation nursing 田村綾子 ·教授 /保健学専攻，市原多香子 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】在院日数が短縮化される動きのなかで，療養回復支援が必要な患者
への支援技術および評価方法看護介入に関する文献を精読し，確信方略を探
求する．

【キーワード】回復支援看護，文献精読，研究適応の討議
【到達目標】在院日数が短縮化される動きのなかで，療養回復支援が必要な対象
者の健康上の問題や課題と，それに対する看護介入に関する文献を精読し，研
究への適応について討議する．

【授業計画】
1.オリエンテーション
2.回復支援の必要な人の様々な時期とそれに対応した支援技術と評価方法

(文献検討その 1)
3.回復支援の必要な人の様々な時期とそれに対応した支援技術と評価方法

(文献検討その 2)
4.回復支援の必要な人の様々な時期とそれに対応した支援技術と評価方法

(文献検討その 3)
5.回復支援の必要な人の様々な時期とそれに対応した支援技術と評価方法

(文献検討その 4)
6.回復支援の必要な人の様々な時期とそれに対応した支援技術と評価方法

(文献検討その 5)
7.回復支援の必要な人の様々な時期とそれに対応した支援技術と評価方法

(文献検討その 6)
8.回復支援の必要な人の様々な時期とそれに対応した支援技術と評価方法

(文献検討その 7)
9.回復支援の必要な人の支援技術と評価方法の研究計画立案 (演習 1)

10.回復支援の必要な人の支援技術と評価方法の研究計画立案 (演習 2)
11.回復支援の必要な人の支援技術と評価方法の研究計画立案 (演習 3)
12.回復支援の必要な人の支援技術と評価方法の研究計画立案 (演習 4)
13.回復支援の必要な人の支援技術と評価方法の研究計画立案 (演習 5)
14.回復支援の必要な人の支援技術と評価方法の研究計画立案 (演習 6)
15.回復支援の必要な人の支援技術と評価方法の研究計画立案 (演習 7)
16.まとめ

【成績評価】授業への主体的参加の程度とレポートから評価する
【教科書】特に使用しない
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216956
【連絡先】
⇒田村 (088-633-9036, tamura@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒市原 (088-633-9038, ichihara@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

女性支援看護学特論 2単位
岸田佐智 ·教授 /保健学専攻，葉久真理 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】女性の健康問題を考える上での重要概念について理解する．国内外
におけるライフステージを通じての女性の健康問題について，文献を通して
分析し，いくつかのテーマを選択し，その問題についての討議を通して，解
決策を考える．また，選択したテーマについて，看護理論を活用して，その
理論をどのように臨床上で活用できるのか，応用を考える．

【授業概要】女性の健康問題を考える上での重要概念について理解する．また，
についての文献検討を行い，授業での討議をすることで，国内外での女性の
健康問題を分析する．検討を行った女性の健康問題に関して，看護理論を活
用しながら，その応用に関して討議をする．

【キーワード】女性の健康，看護理論
【関連科目】『女性支援看護学演習』(0.5)

【到達目標】
1.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (transition:移行)について理解する．
2.国内外に関する女性の健康問題に関する文献検討から現状を分析する力を
養う．

3.女性の健康問題を考えることで 看護学が発展できるための論理的思考を
養う．

4.既存の看護理論を活用し，応用することで理論の検証や開発を行うための
基礎的能力を養う．

【授業計画】
1.ライフステージを通して生じている女性の健康問題についてテーマを抽
出する．(岸田・葉久)

2.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (women’s health)について理解
する．(岸田・葉久)

3.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (transition / 移行)について理解
する．(岸田・葉久)

4.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (親役割)について理解する．(岸
田・葉久)

5.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
6.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
7.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
8.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田・葉久)
9.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田・葉久)

10.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田)
11.抽出された健康問題に関して，看護理論 (セルフケア理論)での応用を考
える．(葉久)

12.抽出された健康問題に関して，看護理論 (セルフケア理論)での応用を考
える．(葉久)

13.抽出された健康問題に関して，看護理論 (適応理論)での応用を考える．
(岸田)

14.抽出された健康問題に関して，看護理論 (適応理論)での応用を考える．
(岸田)

15.抽出された健康問題に関して，他の看護理論の応用を検討する．(岸田・
葉久)

【成績評価】講義への参加態度，積極的発言・プレゼンテーション内容によって
評価する．

【教科書】授業の中で適宜紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216979
【連絡先】
⇒岸田 (088-633-9032, skishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月 17:00-19:00)

⇒葉久 (088-633-9080, haku@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

女性支援看護学演習 4単位
岸田佐智 ·教授 /保健学専攻，葉久真理 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】女性の健康問題について特論で選択・抽出し，文献検討を重ね，そ
の問題・解決策を考えた内容を，ひとつの看護理論を選んで，その理論に基
づいて，現象あるいは概念を，臨床現場で検証を行う．

【授業概要】女性の健康問題について，臨床現場 (家庭，地域，病院等を含む)で
の実習を経験することで，検討した問題や課題への対策を実践し，その内容
に関してスーハ ーハ イス を受けながら，実践の意味を深め，看護理論での
応用を考えていく．

【キーワード】女性の健康，看護理論
【関連科目】『女性支援看護学特論』(0.5)

【到達目標】
1.女性の健康問題に関しての看護上の分析を行うことができる．
2.その問題に関しての解決策を計画できる能力を養う．
3.解決策に関しての計画を実施できる能力を養う．
4.計画立案，実施の過程における演習を通じて評価を行い，それの理論への
応用力を養う．

【授業計画】
1.女性の健康問題について，実践現場で理論検証するための計画を考える．

(岸田・葉久)
2.女性の健康問題について，実践現場で理論検証するための計画を考える．

(岸田・葉久)
3.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．(岸田・葉久)
4.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．(岸田・葉久)
5.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．(岸田・葉久)
6.実践での理論活用に関するスパーバイスを行う．(岸田・葉久)
7.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．(岸田・葉久)
8.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．(岸田・葉久)
9.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．(岸田・葉久)

10.実践での理論活用に関するスパーバイスを行う．(岸田・葉久)
11.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．
12.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．
13.計画の実行を，臨床現場で行なう (演習の実施)．
14.実践での理論活用に関するスパーバイスを行う．(岸田・葉久)
15.まとめ ・女性の健康問題に関して，理論を用いて検証することについて
の討議を行う．(岸田・葉久)

【成績評価】演習への参加度，プレゼンテーショ，レポートの提出にて総合的に
評価する．

【教科書】演習の中で適宜紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216978
【連絡先】
⇒岸田 (088-633-9032, skishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月 17:00-19:00)

⇒葉久 (088-633-9080, haku@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

ストレス緩和ケア看護学特論 I 2単位
Stress Coping and Palliatived Care Nursing 1 雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】がん患者とその家族に対して卓越した看護を実践する上で基盤とな
る主要理論・概念とその活用について探求する．

【授業概要】がん看護専門看護師として，がん患者とその家族に卓越した看護を
提供するために活用できる理論や概念について理解を深める． また論文抄読
をもとに実践への適用についてプレゼンテーションを行い，その有用性につ
いて考察を深める．具体的には，危機理論，ストレス・コーピング，セルフケ
アなどを取り上げる．

【キーワード】ストレス-コーピング，危機理論，セルフケア，ボディ・イメージ，
悲嘆，ソーシャルサポート，がん看護

【関連科目】『ストレス緩和ケア看護学演習』(0.5)，『ストレス緩和ケア看護学
特論 II』(0.5)

【授業計画】
1. 1回 / がん患者・家族のケアの改善と理論の活用
2. 2回 / ストレス-コーピング
3. 3回 / 喪失/危機の概念・理論
4. 4回 / 危機介入モデル
5. 5回 / 悲嘆
6. 6回 / ボディ・イメージ
7. 7回 / セルフケア
8. 8回 / ソーシャル・サポート
9. 9回 / がんサバイバー/がんサバイバーシップ

10. 10回 / 課題プレゼンテーション 1:ストレス・コーピング
11. 11回 / 課題プレゼンテーション 2:セルフケア
12. 12回 / 課題プレゼンテーション 3:危機理論
13. 13回 / 課題プレゼンテーション 4:ボディ・イメージ
14. 14回 / 課題プレゼンテーション 5:ソーシャル・サポート
15. 15回 / 課題プレゼンテーション 6:悲嘆

【成績評価】評価 授業への参加度・プレゼンテーション (80%)，レポート (20%)
【教科書】指定無し，各時間で文献等提示
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217005
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)

— 33 —

http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/73031/profile-ja.html
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217005
mailto:conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp


保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

ストレス緩和ケア看護学特論 II 2単位
Stress Coping and Palliatived Care Nursing 2 雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻，森恵子 ·准教授 /保健学専攻，小澤桂子 · /NTT東日本関東病院

【授業目的】がんの診断と治療過程で患者・家族が遭遇する病名告知・予後告知，
診断，治療に伴う複雑な問題に対するアセスメントと援助方法の開発につい
て探求する．また，がんチーム医療における看護の専門性と援助方法につい
て理解を深める．

【授業概要】がん患者とその家族が，がんの診断・治療過程で抱える複雑で対応
が難しい様々な問題に関して，適切にアセスメントしエビデンスに基づく援
助方法の開発につながるよう講義と事例分析と通して学習を深める． また，
がんチーム医療におけるがん患者・家族に対する看護の専門性と援助につい
て，MDアンダーソンのプログラムを通して教授する．

【キーワード】意思決定，告知，アセスメント，がん治療過程，援助開発，エビ
デンス

【関連科目】『ストレス緩和ケア看護学演習』(0.5)，『ストレス緩和ケア看護学
特論 I』(0.5)

【授業計画】
1. 1回 / がん看護専門看護師に期待される看護援助力 (雄西)
2. 2回 / がんの診断過程における複雑な問題と援助方法の開発 (雄西)
3. 3回 / 告知・予後告知に関する複雑な問題とアセスメント (雄西)
4. 4回 / 告知・予後告知に伴う患者・家族への援助方法の開発 (雄西)
5. 5回 / 治療の意思決定に関する複雑な問題とアセスメント (雄西)
6. 6回 / 治療の意思決定に伴う患者・家族への援助方法の開発 (雄西)
7. 7回 / 手術療法に関する複雑な問題とアセスメント (森)
8. 8回 / 手術療法に伴う患者・家族への援助方法の開発 (森)
9. 9回 / 化学療法に関する複雑な問題とアセスメント (小澤)

10. 10回 / 化学療法に伴う患者・家族への援助方法の開発 (小澤)
11. 11回 / 放射線療法に関する複雑な問題とアセスメント (森)
12. 12回 / 放射線療法に伴う患者・家族への援助方法の開発 (森)
13. 13回 / がんチーム医療における看護の専門性と援助力 (森)
14. 14回 / がんチーム医療における看護の援助方法の探求 (森)
15. 15回 / 課題発表 (がん CNSとしての看護援助力と課題)(雄西・森)
16.まとめ 試験

【成績評価】授業への参加度・プレゼンテーション (70%)，レポート (30%)で評価
【教科書】指定無し
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216980
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

ストレス緩和ケア看護学演習 4単位
Seminar and Practice in Stress Coping and Palliatived Care Nursing 雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】1◯ストレス緩和ケアに関する看護の課題について，論理的，科学的
な方法により追求する方法を学習する．特に，文献を批判的に読み活用する
力を養う． 2◯ 1◯を通して，自己の研究課題と方法論の明確化に繋げる．

【授業概要】がん看護や周手術期看護，クリティカルケア看護領域において，関
心のあるテーマを選択し，それに関連した研究成果や課題を考察すると共に，
研究方法や論文評価方法について学習を深める．授業は，文献クリティーク
を中心に進めるが，選択したテーマによっては，臨床現場での演習 (事例演習
など)を含める．本演習は，自ら演習計画を作成して主体的に進める．

【キーワード】根拠に基づく看護，信頼性，妥当性，客観性，信憑性
【先行科目】『ストレス緩和ケア看護学特論 II』(1.0)，『ストレス緩和ケア看護
学特論 I』(1.0)

【関連科目】『ストレス緩和ケア看護学特論 I』(0.5)，『ストレス緩和ケア看護学
特論 II』(0.5)

【授業計画】
1. 1．ガイダンス
2. 2．論文クリティークの意義と方法について
3. 3．∼ 6．論文クリティーク 1◯∼ 4◯
4. 7．自己の関心テーマに関するプレゼンテーション 1◯
5. 8．自己の関心テーマに関するプレゼンテーション 2◯
6. 9．演習計画作成と検討
7. 10．∼ 12．論文クリティーク 5◯∼ 7◯
8. 13．自己の研究課題・方法論のプレゼンテーション 3◯
9. 14．自己の研究課題・方法論のプレゼンテーション 4◯

10. 15．∼ 20．自己の課題学習
11. 21．自己の研究課題・方法論のプレゼンテーション 5◯
12. 22．自己の研究課題・方法論のプレゼンテーション 6◯
13. 23．∼ 28．自己の課題学習
14. 29．自己の研究課題・方法論のプレゼンテーション 7◯
15. 30．自己の研究課題・方法論のプレゼンテーション 8◯ まとめ

【成績評価】演習計画，計画の遂行状況，プレゼンテーションなど総合的に評価
【教科書】指定無し
【参考書】随時
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217003
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

緩和ケア特論 2単位
雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻，鈴木志津枝 ·非常勤講師，本田彰子 ·，菊内由貴 · /四国がんセンター

【授業目的】がんと診断された時から重要となる緩和ケアの理念について理解を
深め，特にがんの治療に伴う症状緩和のための，患者と家族のアセスメント
と援助方法について探求する．

【授業概要】緩和ケアの理念とケア方法について体系的に教授するとともに，特
にがん治療に伴う症候緩和のためのアセスメントと援助方法を中心に教授す
る． 治療に関連した症状緩和について論文を抄録し，プレゼンテーションす
ることで，学習を更に深める．

【キーワード】緩和ケア，がん治療過程，症状緩和
【授業計画】

1. 1回 / がん患者の病気体験の軌跡 (鈴木)
2. 2回 / 緩和ケアの理念と実際 (鈴木)
3. 3回 / がん患者の痛み (total pain)と援助方法 (鈴木)
4. 4回 / がん患者に対する全人的ケア (鈴木)
5. 5回 / がん患者の家族のニードと苦悩 (鈴木)
6. 6回 / がん患者の家族への支援 (鈴木)
7. 7回 / がん治療に伴う症状緩和に対する看護援助力，症状緩和:消化器症
状のアセスメントとセルフケア支援 (雄西)

8. 8回 / 症状緩和:皮膚・粘膜障害のアセスメントとセルフケア支援 (雄西)
9. 9回 / 症状緩和:精神症状 (不安・抑うつ)のアセスメントと援助 (雄西)

10. 10回 / 症状緩和:倦怠感のアセスメントとセルフケア支援 (雄西)
11. 11回 / 在宅がん患者の緩和とアセスメント (本田)
12. 12回 / 在宅における症状緩和:事例検討 (本田)
13. 13回 / 緩和ケアを巡る CNSが行う調整・相談支援 (菊内)
14. 14回 / 調整・相談支援の事例検討 (菊内)
15. 15回 / 課題発表:がん治療に伴う症状緩和の検討 (雄西)

【成績評価】授業への参加度・プレゼンテーション (80%)，レポート (20%)
【教科書】指定無し
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217051
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

がん看護学演習 4単位
雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻，森恵子 ·准教授 /保健学専攻，藤田佐和 ·教授 /高知女子大学，秋元典子 ·，井沢知子 · /京都大学医学部附属病院，田中登美 ·

田墨惠子 ·

【授業目的】<がんリハビリテーション看護 > 1．がん治療によってもたらされ
た身体の器質的・機能的変化に対して，身体・心理・社会的な働きかけ，自
ら QOLを高めるよう一貫した援助のあり方と方法について探求する． <が
ん化学療法看護 > がん化学療法の有害事象の予防・早期発見・早期対処を行
い，治療の継続および治療中のQOLを高めるような看護について理解を深め
る．また，化学療法受ける患者・家族に対して既習の概念あるいはモデルを
活用したケア演習を行い，がん化学療法看護におけるがん看護専門看護師と
しての役割・機能について考察する．

【授業概要】<がんリハビリテーション看護 > がん患者が体験している器質的・
機能的な変化が患者・家族にもたらす影響や意味を探求しつつ，その人が生活
を再構築し日常性回復に向けた取り組みを支援できる援助方法についてディ
スカッションしながら学習を深める． <化学療法看護 > 様々な有害事象を伴
う化学療法を，より安全にしかも患者が主体的に受けられるよう支援するた
めに必要な専門的な知識・技術について教授し，患者ケアの演習を通してが
ん化学療法看護について実践的に授業をすすめる．

【授業計画】
1. <がんリハビリテーション看護 >2単位 1．がんリハビリテーション看護
の概念 (森)

2. 2．がんリハビリテーションの目標と影響要因 (森)
3.回復・支持的リハビリテーション 3．消化器がん患者の器質的機能的変化
と生活への影響 (森)

4. 4．消化器がん患者の日常性回復のための支援開発 (森)
5. 5．子宮がん患者の日常性回復のための支援 (秋元)
6. 6．子宮がん患者の日常性回復のための支援 (事例検討)(秋元)
7. 7．頭頸部がん患者の日常性回復のための支援開発 (森)
8. 8．乳がん患者の日常性回復のための支援開発 (雄西)
9.緩和的リハビリテーション 9．がん患者に対する緩和的リハビリテーショ
ンとは (藤田)

10. 10．がん患者に対する緩和的リハビリテーションの実際 (藤田)
11.予防的リハビリテーション (井沢)11．予防的リハビリテーションが必要
ながん患者に対するセルフケア支援の開発

12. 12．リンパ浮腫の機序と患者・家族への影響
13. 13．リンパ浮腫に対するケア 2◯(演習)
14. 14．リンパ浮腫に対するケア 3◯(演習)
15. 15．リンパ浮腫ケアに対するがん看護専門看護師の専門性と課題

16. <化学療法看護 >2単位 1．がん化学療法における専門看護師の役割と専
門性 (田中)

17. 2．がん化学療法を受ける患者とその家族への援助開発 (田中)
18. 3．外来化学療法をうける患者のセイフティマネジメント (田中)
19. 4．化学療法の副作用とその対策 / 骨髄抑制 (田中)
20. 5．化学療法の副作用とその対策 / 消化器，皮膚・粘膜 (田墨)
21. 6．化学療法の副作用に対するセルフケア支援 (田墨)
22. 7∼ 14演習 / 化学療法を受けている患者・家族に対する看護，目標と方
法:1)以下の 1◯あるいは 2◯に関する演習計画を作成し，実践する． 1◯化学
療法の有害事象の予防・早期発見・早期対処のためのケア， 2◯化学療法
を受けている患者のセルフケア支援， 2)実践記録と文献レビューから，
患者・家族のQOL改善に繋がる看護モデルあるいは看護指針について作
成し考察する．

23. 15．プレゼンテーション (演習成果を発表し，OCNSのがん化学療法にお
ける役割機能について考察を深める)

【成績評価】授業参加・プレゼンテーション (80%) レポート (20%)
【教科書】指定無し
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216961
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

がん看護学実習 I・II・III 6単位
雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻，森恵子 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】<実習 I> 複雑な健康問題をもつがん患者とその家族に対して，質
の高い卓越した看護を提供するために必要な，高度な知識と臨床判断，技術
力の習熟化を目指す．また．がんチーム医療が十分に機能し活性化するため
の高度実践看護職の役割を学び，必要な問題解決力や調整力，指導力を養う．
<実習 II> がん看護の分野において，専門看護師に期待される役割である実
践・相談・調整・倫理調整・教育・研究について学ぶ．また，これらの役割
を通して看護現場の質向上に繋げるための高度看護専門職業人としての姿勢
や能力開発について探求する． <実習 III> がん看護実習 Iおよび IIの学習を
もとに，自らの関心領域 (サブスペシャリティー)について，より質の高い看
護実践力を養う．また，がん看護専門看護師として，病院および地域におけ
る連携，チーム医療を学ぶ．更に，専門看護師としての役割開発を実践する
チャレンジ精神を養う．

【授業概要】実習 I:複雑な健康問題をもつがん患者・家族に対して，概念や理論，
エビデンスに基づいた知識や実践知に基づいてアセスメントを行い，個別的・
全人的な視点からの看護実践を行う． 実習 II:がん専門看護師の指導を得て，
専門看護師としての実践・相談・調整・倫理調整・教育・研究の役割につい
て学ぶ． 実習 III:実習 Iおよび IIの学習をもとに，自らの関心領域について，
看護介入計画を立案し，実践する．この時，がん専門看護師の 6つの役割に
ついて複数の役割を組み入れた実習とすること． <実習施設 > 1．徳島大学
医学部・歯学部附属病院 2．徳島日赤病院 3．大阪大学医学部附属病院 4．四
国がんセンター *実習 IIは，大阪大学医学部附属病院あるいは四国がんセン
ターで行う．

【履修上の注意】履修条件:臨床経験が 3年以上あること. 実習要項参照のこと
【授業計画】

1.〈実習 I〉自らの重点的課題を明確にして，実習計画を作成・実習
2.〈実習 I〉定期的にカンファレンスを企画する．必要に応じて，医師や他
のコメディカルスタッフに参加依頼する

3.〈実習 II〉1)がん専門看護師のスーパーバイズを受けながら，目標を達
成する

4.〈実習 II〉2)自己の実習目標の明確化
5.〈実習 II〉3)日々の実習に関して，ジャーナルの記述
6.〈実習 II〉4)専門看護師の役割の実際および自己の課題のレポート
7.〈実習 III〉1)自らの関心領域について，がん専門看護師の役割を複数組
み込んだ実習計画を立案

8.〈実習 III〉2)実習のテーマ，アセスメント，援助方法，評価方法など，
計画にして計画立案のこと

9.〈実習 III〉3)他職種との調整や看護スタッフを巻き込んだがん患者のた
めのケア改善プログラム，院内教育などの企画運営実施も含めて良い

【成績評価】ケースレポート，目標の達成状況を自己評価，他者評価を総合して
評価．

【教科書】指定無し
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216963
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

地域生活支援看護学特論 2単位
Advanced community health nursing 多田敏子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】地域看護学の理念や活動の基盤となる理論を学習する．
【授業概要】地域で生活する人々の QOL向上や生き甲斐づくりを支援するため
の第一痔予防から第三次予防までの看護およびケアシステムに関する理論に
ついて学ぶ．

【キーワード】コミュニティ，生活の質，健康増進，ケアシステム
【関連科目】『こころの保健学特論 I』(0.5)，『チーム医療特論』(0.5)，『保健学
特論』(0.5)

【履修上の注意】身近な体験と結びつけながら理論の理解を深めること．
【到達目標】地域看護学の理念および活動の基盤となる理論を理解する．
【授業計画】

1.プライマリヘルスケアの理念
2.プライマリヘルスケアの理念
3.ヘルスプロモーションの理念
4.ヘルスプロモーションの理念
5. Preceed-Procede Model の解説
6. Preceed-Procede Model の解説
7. Preceed-Procede Model の解説
8. Preceed-Procede Model の解説
9. QOL評価

10. QOL評価
11.疫学評価
12.疫学評価
13.行動評価
14.行動評価
15.環境評価
16.環境評価
17.自己効力感と社会学習理論
18.行政評価
19.行政評価
20.地域のエンパワメント
21.地域のエンパワメント
22.地域特性と文化理解ー農村
23.地域特性と文化理解ー農村
24.地域特性と文化理解ー都市
25.地域特性と文化理解ー都市
26.高齢社会の文化理解

27.高齢社会の文化理解
28.授業のまとめ
29.授業のまとめ
30.試験
31.試験返却

【成績評価】授業参加度 (20%)と定期テスト (80%)
【教科書】随時資料配付
【参考書】
�コミュニティアズパートナ，医学書院
�ヘルスプロモーションー PRECEDE-PROCEEDモデルによる活動の展開，
医学書院

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216989
【連絡先】
⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 火曜日17:00ー19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

地域生活支援看護学演習 4単位
Seminar/Practice in community health nursing 多田敏子 ·教授 /保健学専攻，松下恭子 ·准教授 /保健学専攻，谷洋江 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】地域で生活する人々の健康の保持，増進，回復支援に有用な理論や
根拠を探求する.

【授業概要】地域で生活する人々の健康の保持，増進，回復支援に有用な理論や
根拠を演習を通して学ぶ．履修者の研究テーマに対応しながら以下のように
オムニバスで演習をすすめる．多田:主に老人保健の支店から地域の人々の生
活支援に有用な援助方法について国内外の文献や事例から学ぶ．谷岡:メンタ
ルヘルスに支援を必要とする対象について病院におけるケアやリハビリテー
ションに関する援助法を国内外の文献や事例から学ぶ．橋本:主に地域保健の
視点から地域の人々の生活支援に有用な援助法について国内外の文献や事例
から学ぶ．谷:主に母子保健の視点から地域の人々の生活支援に有用な援助法
について国内外の文献や事例から学ぶ．松下:主に在宅ケアの視点から地域の
人々の生活支援に有用な援助法について国内外の文献や事例から学ぶ．

【キーワード】地域保健，メンタルヘルス，母子保健，在宅ケア，高齢者保健
【関連科目】『地域生活支援看護学特論』(0.5)，『保健学特論』(0.5)，『看護研究
方法論』(0.5)

【履修上の注意】研究課題を持って主体的に参加すること．研究課題遂行に関連し
た学習を主体的に行う．

【到達目標】地域看護学の視点から履修者の関心のあるテーマで研究計画書を作
成することができる．

【授業計画】
1.履修者の研究テーマに沿って地域看護学の視点から研究計画書を作成する．
2.文献クリティーク
3.文献クリティーク
4.文献クリティーク
5.文献クリティーク
6.文献クリティーク
7.文献クリティーク
8.文献クリティーク
9.文献クリティーク

10.文献クリティーク
11.研究課題の明確化
12.地域看護研究における研究倫理
13.研究方法
14.データ分析
15.結果のまとめ方
16.試験

【成績評価】レポート，プレゼンテーションの内容及び参加度で評価する．
【参考書】履修者及び教員共に随時準備する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216987
【連絡先】
⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)
⇒谷 (tani@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 木曜日

16:00∼ 17:30 谷教員室)
⇒松下 (保健学科 3階, 088-633-9037, matusita@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 毎週火曜日 16:30∼ 18:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

学校保健学特論 I 2単位
郷木義子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】児童・生徒の健康・保健問題を教育の視点から考察することによっ
て，学校保健の意義や教育実践のあり方を理解する．

【授業概要】児童・生徒の発達に関する理論的基礎をふまえて，現代の児童・生
徒の健康にかかわる課題を取り上げ概説する．また養護教諭の行う「養護」の
概念と養護教諭の専門性について言及する．

【履修上の注意】教員の免許状取得のための必須科目
【授業計画】

1.ガイダンス 学校保健に対する時代の要請
2.学校における教育の目的と目標
3.児童・生徒の発達と教育課程
4.学校におけるヘルスプロモーション
5.健康教育と学校保健
6.養護教諭の職務としての「養護」の概念
7.養護教諭としての専門性
8.養護教諭の「専門的能力」の見方ととらえ方
9.養護教諭養成に置ける専門教育の考え方

10.養護教諭の組織的活動
11.養護教諭の行う実践的研究と研究的実践
12.養護学構築へのアプローチ 1
13.養護学構築へのアプローチ 2
14.学校保健における養護活動の展望と課題
15.まとめ

【成績評価】各テーマに関するプレゼンテーション，レポート，授業への貢献度
を総合的に評価する．

【教科書】使用しない．
【参考書】適宜資料を配付する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216959
【連絡先】
⇒郷木 (gohgi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

学校保健学特論 II 2単位
郷木義子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】学校保健領域における養護実践のあり方を理解し，実践事例におけ
る養護活動の構造を論理的に説明することができる．

【授業概要】学校保健領域において，今後養護教諭が取り組むべき課題を明らか
にし，児童・生徒の健康課題について，実践事例をもとに，望ましい健康教育
の方法について概説する．

【履修上の注意】教員の免許状取得の為の必須科目
【授業計画】

1.教育，養護，看護，福祉における支援論と専門性論
2.子どもが生活する環境
3.健康支援におけるインフォームドコンセント，プライバシーの保護
4.保健室の機能と子どもの健康支援
5.教育活動としての健康相談活動の意義と構造
6.健康相談活動に発展する児童・生徒の行動と社会現象
7.健康相談活動の評価
8.実践事例検討の方法と意義
9.実践事例の検討 1

10.実践事例の検討 2
11.実践事例の検討 3
12.実践事例から見える養護教諭の専門性と必要な資質，能力
13.養護活動の場面と養護教諭
14.実践事例のなぜ?から研究課題へ
15.まとめ

【成績評価】各テーマに関するプレゼンテーション，レポート，授業への貢献度
を総合的に評価する

【教科書】なし
【参考書】受講生または教員が適宜資料を配付する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216960
【連絡先】
⇒郷木 (gohgi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

学校保健学演習 2単位
郷木義子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】学校保健領域における事象を，論理的に説明する事ができる．また
そのための関連領域の理論，検証方法について理解する．

【授業概要】関心のあるテーマを選択し，それに関連した研究方法や論文評価方
法についての学習を深める．授業は文献クリティークと事例演習を中心に，プ
レゼンテーションやディスカッションを行いながら進める．

【履修上の注意】教員の免許状取得の為の必須科目
【授業計画】

1.学校保健領域における事象と養護活動との関連について ー その 1
2.学校保健領域における事象と養護活動との関連について ー その 2
3.学校保健領域における事象と養護活動との関連について ー その 3
4.研究計画の作成
5.研究計画の作成
6.研究計画の作成
7.文献レビュー
8.文献レビュー
9.文献レビュー

10.文献レビュー結果プレゼンテーション
11.フィールドワーク
12.フィールドワーク
13.フィールドワーク
14.フィールドワーク
15.フィールドワーク結果プレゼンテーション

【成績評価】研究計画，プレゼンテーション，授業への貢献度等を総合的に評価
する

【教科書】なし
【参考書】受講生，教員が適宜参考資料を配布する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216958
【連絡先】
⇒郷木 (gohgi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

支援看護学特別研究 10単位
Advanced Course for Nursing Research 田村綾子 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，川西千恵美 ·教授 /保健学専攻

岸田佐智 ·教授 /保健学専攻，葉久真理 ·教授 /保健学専攻，谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，郷木義子 ·教授 /保健学専攻，雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】各支援看護学領域の特論，演習で学習した内容を基盤に，研究を指
導し，論文作成を行う．

【授業概要】川西:実践されている看護技術や看護介入の問題点を明らかにし，エ
ビデンスレベルの高い看護技術を探究する研究を指導する．關戸:看護専門職
者の生涯学習支援，看護学生に対する教育方法と評価に関する研究を指導す
る．雄西:病気や治療でストレスを体験する人々の苦痛緩和やストレス対処を
促進し QOL向上につながる看護に関する研究を指導する．多田:在宅高齢者
や療養者のQOLの追求や効果的な支援システムの開発に関連する研究を指導
する． 岸田:女性の健康に関する看護上の問題について研究の指導を行う．

【キーワード】看護学，研究倫理
【履修上の注意】問題意識を持ち主体的に取り組むこと．
【到達目標】各研究課題を探究し，修士論文を作成する．
【授業計画】

1.全週 / 修士論文作成の指導 (各修士論文指導担当教員)
【教科書】教科書は使用しない．
【参考書】適宜，紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217028
【連絡先】
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: メールで連絡を取って下さい．調整します．)
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)

⇒田村 (088-633-9036, tamura@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: (水)17:00˜18:00 この時間以外には必要時，電話かメールで連絡くだ
さい．)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒岸田 (088-633-9032, skishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月 17:00-19:00)

⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒郷木 (gohgi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

支援看護学特別課題研究 4単位
Thesis 雄西智惠美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】既習のがん看護や研究方法に関する学習を基盤として，がん看護の
質向上に貢献できる臨床知見を見いだすために，自立して研究を行う能力を
養う．

【授業概要】研究課題の明確化，研究計画書の作成，倫理審査申請，データ収集・
分析，論文の作成過程を，定期的な指導を通して進める．

【キーワード】看護研究，がん看護
【関連科目】『看護研究方法論』(0.5)，『がん看護学演習』(0.5)

【到達目標】自らの関心領域において，研究課題を明確化し，研究目的に適した研
究方法を用いてデータ収集・分析を行い，論文としてまとめることができる．

【成績評価】研究のプロセスと研究成果，作成された論文から総合的に評価
【教科書】指定なし
【参考書】随時紹介
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217029
【連絡先】
⇒雄西 (088-633-9026, conishi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 木曜日，17:00˜)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

こころの保健学特論 I 2単位
Lecture on COCORO health science(1) 二宮恒夫 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】子どものこころの問題は，家庭や学校における人間関係性の病理に
基因し，こころの発達の歪みととらえることができる．従って，パターナリ
ズムによる疾病モデルによる治療ではなく，発達モデルによるアイデンティ
ティの確立に向けた支援が必要であることを理解する．

【授業概要】こころの問題の身体 ·心理 ·精神症状や行動の年齢別特徴をとりあ
げ，アイデンティティ確立に向けた適切な支援方法について講義する．また，
このような症状の要因になる対人関係の問題や，その改善のための方法につ
いてセミナー形式で討議する．

【キーワード】こころの問題，対人関係性の病理，アイデンティティの確立，発
達モデルによる支援，虐待の世代間連鎖

【履修上の注意】こころの問題に関して探究心をもって受講してほしい．
【到達目標】虐待，摂食障害，不登校 (ひきこもり)，広汎性発達障害などの事例
における身体 ·心理 ·精神症状，ならびに行動上の問題が，家庭や学校におけ
る人間関係性の病理に基因するものであることを理解する．こころの問題を
有する子どもだけを治療の対象者と考えるのではなく，子どもと相互関係に
ある人のかかわり方にも注意し，こころの問題を関係性の障害の視点からと
らえ直す．関係性の変化がこころの問題の改善につながることを理解する．

【授業計画】
1.しつけ，教育という関係性に潜む病理
2.子どもの家族，学校生活における孤立 ·孤独感
3.子どもの要因，親の要因，社会の要因
4.こころの問題と軽度発達障害
5.こころの問題の年齢別特徴 (概略)
6.こころの問題の身体症状
7.乳幼児期のこころの問題の心理 ·精神症状
8.学童期のこころの問題の心理 ·精神症状
9.思春期のこころの問題の心理 ·精神症状

10.思春期の問題行動とこころの問題
11.アイデンティティ確立に向けた子どもの挑戦と支援
12.関係性の改善に向けた発達モデルによる支援
13.関係性障害の悪循環を防ぐ支援の実際
14.虐待の世代間伝達
15.関係性の病理の改善のため，関係性の再構築への支援
16.試験

【成績評価】筆記の小テスト，セミナーのための予習の準備状況，レポートを総
合して評価する．

【参考書】多数あり，二宮教員室にある図書をその都度紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217001
【連絡先】
⇒ ninomiya@medsci.tokushima-u.ac.jp (オフィスアワー: 看護学講座教員研
究室(二宮)(保健学B棟3階)，昼食時および17時∼ 18時)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

こころの保健学特論 II 2単位
Lecture on COCORO health science (2 ) 友竹正人 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】こころの病気の支援方法と研究方法を学ぶ．
【授業概要】こころの病気を有する人およびその家族に対する支援方法について，
講義，テキストの解説，文献の解説により教授する．また，研究方法につい
ては，研究論文を解説する．

【キーワード】こころの病気，支援，研究方法
【到達目標】統合失調症，気分障害，摂食障害などのこころの病気の支援方法と
研究方法について学ぶ

【授業計画】
1.こころの病気について理解を深める (1)
2.こころの病気について理解を深める (2)
3.こころの病気について理解を深める (3)
4.こころの病気について理解を深める (4)
5.こころの病気について理解を深める (5)
6.心理的な支援について学ぶ (1)
7.心理的な支援について学ぶ (2)
8.心理的な支援について学ぶ (3)
9.心理的な支援について学ぶ (4)

10.心理的な支援について学ぶ (5)
11.文献を用いて研究方法を学ぶ (1)
12.文献を用いて研究方法を学ぶ (2)
13.文献を用いて研究方法を学ぶ (3)
14.文献を用いて研究方法を学ぶ (4)
15.文献を用いて研究方法を学ぶ (5)
16.試験 / 面接による理解度チェック

【成績評価】予習の準備状況，講義中の討論内容，出席，理解度チェックの面接
などを総合して評価する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217002
【連絡先】
⇒ (友竹の連絡先) tomotake@medsci.tokushima-u.ac.jp
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

こころの保健学演習 4単位
Seminar on COCORO health science 二宮恒夫 ·教授 /保健学専攻，友竹正人 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】(二宮担当内容)支援は，お互いの信頼関係のもとに成り立つ．その
ための手段は，倫理とマナーを基本にした言葉でありコミュニケーション技能
である．院内および地域とのケースカンファレンス，研究会，事例をもとにし
たロールプレイをとおして子ども，家族，支援者などとのコミュニケーション
技能を高める．(友竹の担当内容)精神保健領域で必要な心理的アプローチに
ついて専門書や文献を通じて学習することを目的とする．具体的には認知行
動療法や動機付け面接などの理論や応用について学習したり，精神保健領域
と関連の深い精神疾患の心理的ケアや支援方法について学習する予定である．

【授業概要】(二宮担当内容)事例を想定して，ロールプレイをとおして支援方法を
学ぶ．院内および地域において実施されている支援のためのケースカンファ
レンスや研究会に参加し，実践の場を知る．(友竹の担当内容)精神保健領域
におけるケアや支援に役立つ心理的アプローチについて，専門書や文献を用
いて学習するとともに，実践的なスキルを身につけるために事例検討なども
行う．

【キーワード】信頼，傾聴，トラウマ，ロールプレイ
【履修上の注意】演習は実践そのものであると考え取り組んでほしい．
【到達目標】

1. (二宮担当内容)こころの問題の要因になっている核心部分に触れるような
会話の流れを作ることができる．核心部分が明らかになったとき，そのこ
とが改善できる対応ができる．家族，学校あるいは地域の支援者と話し合
いを持つことができる．お互いの専門性を活かせるコミュニケーションの
場を設定できる．

2. (友竹の担当内容)心理的ケアや支援に必要な理論を習得し，実践に応用で
きるようになること．

【授業計画】
1. 1)最初の出会いの時の対応-安心，安定の気持ちを抱かせるためには-
2. 2)傾聴の方法 (受容 ·共感的傾聴，反復的傾聴，具体的傾聴)
3. 3)子ども，あるいは親との単独面接，子どもと親との同時面接，家族面
接の基本

4. 4)子どもの宇宙 (岩波書店)を読み，面接に活かす．
5. 5∼ 10)初回から回復までの実際の面接 虐待，摂食障害，自傷行為，不登
校などを想定して，アイデンティティの確立をめざした発達モデルによ
る心理技法についてロールプレイをとおして学ぶ． 5∼ 10)初回から回復
までの実際の面接 虐待，摂食障害，自傷行為，不登校などを想定して，

アイデンティティの確立をめざした発達モデルによる心理技法について
ロールプレイをとおして学ぶ． 5∼ 10)初回から回復までの実際の面接

6. 11∼ 15)保健 ·福祉 ·教育機関など地域において実施されている支援のた
めのカンファレンスに参加する．

7. 16)試験
【成績評価】予習の準備状況，ロールプレイの評価，レポートを総合して評価する．
【教科書】なし
【参考書】看護学講座教員研究室 (二宮)にある図書をその都度紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216999
【連絡先】
⇒ (友竹の連絡先)tomotake@medsci.tokushima-u.ac.jp (オフィスアワー: 看
護学講座教員研究室(二宮)(保健学B棟3階)，昼食時および17時∼ 18時)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

こころの保健学特別研究 10単位
Research on COCORO health science 二宮恒夫 ·教授 /保健学専攻，友竹正人 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】(二宮の担当内容)子どものこころの問題の発症予防のため，こころ
の問題の発症要因，主として対人関係性の問題 (虐待など)について研究する．
(友竹の担当内容)こころの問題の発症メカニズムを主として心理学的手法を
用いて研究する．

【授業概要】(二宮の担当内容)研究テーマに応じて，適切な研究のフィールドと
連携し，データを集積し，文献検索を重ね，新たな知見を見出すべく研究を
深める．(友竹の担当内容)発達理論や認知行動理論などの基礎理論に立脚し，
主として心理学的手法を用いて，うつ病，摂食障害，社交不安障害，不適応な
どのこころの病気や不調について研究する．

【キーワード】心身症，子どもの虐待，軽度発達障害，地域ネットワーク，対人
関係性障害

【履修上の注意】データの十分な収集と適切な分析，文献の検索を十分に行うこと．
【到達目標】

1. (二宮の担当内容)子どものこころの問題の発症予防に貢献する．
2. (友竹の担当内容)こころの問題の発症メカニズムの解明と有効な支援法の
開発に貢献する．

【授業計画】
1.大学院生の希望する研究テーマ，研究の進め方，準備について入念な打
ち合わせを行う．

2.研究を行うにあたって，倫理的な問題への配慮を検討する．
3.以後，自主的に研究活動を行う．
4.適時，研究の進行状況を話し合う．
5.論文作成について話し合う．

【成績評価】研究の目的・対象・方法は整合性があるかどうか，倫理的な問題は
ないかどうか，結果に対する考察がなされているかどうか，結論は正しいか
どうか，研究の貢献度などを評価する．

【参考書】図書，雑誌，資料などを参考にする．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217000
【連絡先】
⇒ (友竹の連絡先)tomotake@medsci.tokushima-u.ac.jp (オフィスアワー: 看
護学講座教員研究室(二宮)(保健学B棟3階)，昼食時あるいは17時∼ 18時)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

保健学専攻—医用情報科学領域授業概要
•全専攻系共通カリキュラム科目
生命倫理概論 . . .片桐・北村・寺尾・中條・水口 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 51
臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・福森・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52
社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 . . .有澤・伊藤・上村・山内・谷岡・德村・日野出・森口・楊

河 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53
英語論文作成法 . . .冨田・梶・福井・中屋・岡崎・長篠・福井・カルビ / 1 年 (後期) . . . . . . . . 54
心身健康と環境ストレス . . .武田・大森・高浜・勢井・六反・親泊・寺尾・宮本・中屋・山西・阪

上・保坂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 55
生命科学の研究手法 . . .福井・水口・中屋・羽地・福井・瀬田・伊藤・松本・片岡・山﨑・岡崎・

二川・山本・片桐・永田・吉永 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 56

•各専攻系間の共通カリキュラム科目
ヒューマンサイエンス (形態と機能) . . .六反・河合・増田 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . 57
微生物 ·免疫学実習 . . .三宅・足立・安友・小野・桑原・内山・前川・弘田 / 1 年 (後期) . . . . . 58
臨床医科学概論 . . .梶・伊東・添木・土井・坂東・中條・河野・武田・齋藤 / 1 年 (後期) . . . . . 59

•保健学専攻共通科目
チーム医療特論 . . .上野・谷岡・西田・森 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60
保健学特論 . . .前澤・香川・多田・久保・細井 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 61

•保健学専攻専門科目
先端放射線影響学 . . .前澤 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
先端放射線影響学演習 . . .前澤 / 1 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 63
医用電子情報システム論 . . .長篠 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64
医用電子情報システム論演習 . . .長篠 / 1 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 65
先端医用画像情報学 . . .近藤 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66
先端医用画像情報学演習 . . .近藤 / 1 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67
先端医用画像機器工学 . . .吉永・藤本 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 68
先端医用画像機器工学演習 . . .吉永・藤本 / 1 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69
臨床画像物理学 . . .西原・生島 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70

臨床放射線腫瘍学 . . .生島 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 71

臨床放射線腫瘍学演習 . . .生島 / 1 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

臨床画像解析学 . . .上野・井村 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73
臨床画像解析学演習 . . .上野・井村 / 1 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 74

代謝 ·機能画像情報解析学 . . .原田 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

代謝 ·機能画像情報解析学演習 . . .原田 / 1 年 (通年) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 76

放射線治療品質管理学特論 . . .生島・八木・西原・阪間・富永 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 77

放射線治療品質管理学特論演習 . . .生島・八木・西原・阪間・富永 . . . . . . . . . . . . . . . . 78

医用情報科学特別研究 . . .医用情報科学領域特別研究担当教員 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 79
分子情報画像解析学 . . .久保 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 80

分子情報画像解析学演習 . . .久保 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 81
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

生命倫理概論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Introduction to Biological Ethics 片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218234
【連絡先】

⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒北村 (口腔顎顔面形態学分野教授室, 088-633-7319, kitamura@dent.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 前後期:金曜日 12時 ∼ 13時)
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中條 (088-633-7366, nakajo@dentclin.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7212, minakuti@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，山本真由美 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
境泉洋 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，福森崇貴 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部

三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 (1) / パーソナリティの査定法 (福森)
3.心理療法・カウンセリングとは (福森)
4.心理療法の基礎 (1) / 精神分析 (福森)
5.臨床心理学の測定方法 (2) / 知能，発達の査定法 (山本)
6.心理療法の基礎 (2) / 分析心理学，クライエント中心療法 (山本)
7.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
8.行動理論と行動療法 (境)
9.認知療法 / うつ病 (境)

10.認知行動療法 / 不安障害 (境)
11.臨床心理的地域援助の基礎と実際 / ひきこもりに焦点を当てて (境)
12.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
13.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
14.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】対面講義，e-learningとも受講とレポート提出を以て出席扱い．対面
講義の場合，授業内の 15分間で書く「出席・質問票・ミニレポート」の提出
を以て，e-learningの場合，視聴記録 (受講)とMLSオンラインのレポート提
出を以て出席とみなす．どちらのレポート課題とも「講義内容をA4一枚でま
とめる」．出席が三分の二以上の受講生が評価対象者

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218235
【連絡先】

⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218231
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

英語論文作成法 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター

長篠博文 ·教授 /保健学専攻，福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，カルビブカサ ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

7.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
8.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

9.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
10.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
11.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

12.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

13.研究の区切りとしての論文作成 I (担当者: 福井裕行)
14. II

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218236
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

心身健康と環境ストレス 2単位
Psychosomatic health and environmental stress 武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，大森哲郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

高浜洋介 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，勢井宏義 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
親泊政一 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，宮本賢一 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山西倫太郎 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，阪上浩 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
保坂利男 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】心身の健康におよぼす社会や家庭をはじめとする日常生活で生ずる
ストレスの影響について学習させる．心身の発育・発達を制御する栄養や睡
眠，ストレスによる遺伝子発現調節をはじめとするシステム生物学的解析，健
常者のストレス応答および病的ストレス応答と子どもの成長，等に関する知
識，活用法，評価技術，等を学習し理解する．

【授業概要】種々の環境ストレスが子どもの身体および精神の発育・発達に影響
をおよぼすことが明らかになっている．これらに関して，システム生物学，臨
床神経学，栄養科学，ストレスゲノミクス，遺伝学，精神医学等の専門分野で
得られている最新情報や評価方法を教授する．それぞれの専門に基づいた講
義をオムニバス方式で行い健康増進法および疾患治療法を考えさせることに
よって学生の潜在能力を活性化する．

【キーワード】心身健康，環境，ストレス
【到達目標】ストレス評価法を修得する．
【授業計画】

1.不安とうつ病 (大森 哲郎) (担当者: 岡崎紀明)
2.環境からからだをまもる免疫システムの形成 (高浜 洋介) (担当者: 岡崎
紀明)

3.睡眠の調節機構 (勢井 宏義) (担当者: 梶 龍兒)
4.健康と疾患での小胞ストレス (親泊 政一) (担当者: 六反 一仁)
5.ストレスゲノミクス (六反 一仁) (担当者: 六反 一仁)
6.日本での機能性食品の概念と開発 (寺尾 純二) (担当者: 勢井 宏義)
7.食品や食事スタイルを通したストレス制御はなぜ必要か． (寺尾 純二)

(担当者: 勢井 宏義)
8.加齢とミネラル栄養 (宮本 賢一) (担当者: 後藤 恵)
9.カロリー制限と骨代謝 (宮本 賢一) (担当者: 後藤 恵)

10.ストレスに対応するための朝食と噛むこと (武田 英二) (担当者: 中馬 寛)
11.食物とストレス関連ホルモン (武田 英二) (担当者: 坂口 末廣)
12.ストレスによる生理的影響 (中屋 豊) (担当者: 武田 英二)
13.腸管免疫とストレス (中屋 豊) (担当者: 大森 哲郎)
14.酸化ストレスと免疫 (山西 倫太郎) (担当者: 田宮 元)

15.肥満および肥満関連疾患での代謝ストレスに対するアディポカイン (阪
上 浩) (担当者: 田宮 元)

16.糖尿病とストレス (保坂 利男) (担当者: 武田 英二)
【成績評価】受験資格 (三分の二以上の出席など)を満たした者のみを対象とした
レポート．

【再試験】再試験無し
【教科書】なし
【参考書】授業時に適宜，紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218232
【連絡先】
⇒武田 (088-633-7093, takeda@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒大森 (臨床研究棟 8F教授室, 088-633-7130, tohmori@clin.med.tokushima-

u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 8:30-17:30)
⇒高浜 (ゲノム機能研究センター 208, 088-633-9452, takahama@genome.to

kushima-u.ac.jp) Mail
⇒勢井 (088-633-7056, sei@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒親泊 (4階 408室, 088-633-9450, oyadomar@genome.tokushima-u.ac.jp)

Mail
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒宮本 (分子栄養学分野, 088-633-7081, miyamoto@nutr.med.tokushima-u.a

c.jp) Mail
⇒中屋 (栄養学科棟 302, 088-633-7090, yutaka-nakaya@nutr.med.tokushima

-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 火曜日 11時から 14時の間)
⇒山西 (088-633-9366, rintaro@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒阪上 (303, 088-633-7091, hsakaue@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒保坂 .
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

生命科学の研究手法 2単位
Basic methods in life sciences 福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，水口博之 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，羽地達次 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，瀬田和子 ·非常勤講師
伊藤孝司 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，松本高広 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片岡佳子 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

山﨑哲男 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，二川健 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
山本浩範 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，永田俊彦 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】大学院に進学した直後の院生に生命科学に関する基礎的な実験方法
を理解させる．

【授業概要】実験動物の取り扱い方，細胞と器官の培養方法とその応用，蛋白質
の取り扱い方とその解析方法，遺伝子解析の方法とその応用，抗体を用いた
研究方法とその蛋白質，免疫組織細胞化学に対する応用，数理モデルによる
生体機能発現機構の解明等生命科学の基礎的な研究技法を講義する．

【キーワード】生命科学，実験手法
【履修上の注意】受講生は必ず出席すること．
【到達目標】現在行われている生命科学研究方法の基礎を大学院進学直後に理解
し，研究生活にスムーズに入れるようにする．

【授業計画】
1.大学院に入学直後に現在用いられている研究手法を集中的に講義する．
第 1回目は授業ガイダンスと生命科学の研究手法総論 (羽地，研究部長)

2.実験動物を利用した研究 (松本)
3.細胞と器官の培養 (羽地)
4.細胞培養の応用 (宮本)
5.蛋白研究 1(福井清)
6.蛋白研究 2(藤原)
7.抗体を用いた生化学的研究方法 (二川，山本)
8.抗体を用いた研究の臨床応用 (中屋)
9.免疫学研究の基礎 (安友)

10.免疫学研究の最近の進歩 (安友)
11.遺伝子解析 1(福井裕)
12.遺伝子解析 2(伊藤)
13.遺伝子解析 3(高濱)
14.遺伝子解析 4(高濱)
15.数理モデルによる生命機能の解析 (吉永)

【成績評価】Webによるレポート，出席状況，受講態度等により総合的に判定
する．

【再試験】しない

【教科書】指定しないが，講義の都度プリント等資料を配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218233
【連絡先】
⇒福井 (hfukui@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7264, guchi003@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中屋 (栄養学科棟 302, 088-633-7090, yutaka-nakaya@nutr.med.tokushima

-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 火曜日 11時から 14時の間)
⇒羽地 (088-633-7321, tat-hane@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒福井 (401号室, 088-633-7429, kiyo@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 午前 8時 30分から午後 5時 30分)

⇒瀬田 .
⇒伊藤 (薬科学教育部附属医薬創製教育研究センター 2階・創薬生命工学分
野教授室, 088-633-7290, kitoh@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週月曜 午後 5時 ∼ 7時)

⇒松本 .
⇒片岡 (kataoka@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒山﨑 (医学臨床 B棟 5階 医薬品病態生化学研究室, 088-633-7886, yamaza

kt@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 特に定めない)
⇒岡崎 (414号室, 088-633-9158, tokazaki@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒山本 (088-633-7235, yamamoto@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒永田 (088-633-7343, nagata@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok

ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

ヒューマンサイエンス (形態と機能) 2単位 (選択) 1年 (前期)

Human Science (Basic human science from structure to function) 六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，河合智子 ·講師
増田清士 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】生体を構成する組織や器官の構造と働きを理解するため，基本的な
生体物質と細胞についての講義をし，細胞レベルから見たからだの働きにつ
いて理解させる．

【授業概要】細胞の基本構造と機能，遺伝子からタンパク質を合成する仕組み，
細胞の情報伝達，細胞の増殖 ·分化 ·死の分子機構，受精，発生について講義
を行い，メデイカルサイエンス研究を行うための基礎細胞生物学についての
講義を行う．

【授業計画】
1.授業ガイダンス
2. DNAと染色体
3. DNAの複製，修復，組み替え
4. DNAからタンパク質へ
5.遺伝子発現の調節
6.膜の構造
7.膜輸送
8.ミトコンドリア
9.細胞内輸送

10.細胞の情報伝達
11.細胞骨格
12.細胞周期と細胞死
13.細胞分裂
14.遺伝学
15.細胞のストレス応答
16.総括授業

【成績評価】出席状況，筆記試験，又はレポート等により評価する．
【教科書】エッセンシャル細胞生物学
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217008
【連絡先】
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこない
ます))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

微生物 ·免疫学実習 2単位 (選択) 1年 (後期)

A Training of Microbiology and Immunology 三宅洋一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，足立昭夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
安友康二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，桑原知巳 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

内山恒夫 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，前川洋一 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，弘田克彦 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】微生物の取り扱いの基本，及び免疫学的実験法の基本を学ぶ
【授業概要】細菌 ·ウイルス ·寄生虫などを対象に，病原微生物の基本的な取り扱
い方法，同定法，培養法について実験を行う．また，宿主に誘導される免疫
反応を測定する．これらの実習を通じて，各実験法並びに実験科学の基本を
教育する．

【履修上の注意】1．病原微生物実習室で行うので，それ専用の自分の白衣とスリッ
パ (上履き)を持参のこと (桑原知巳)． 2．白衣と筆記用具を持参のこと (三宅
洋一郎 ·弘田克彦)．

【授業計画】
1. (1˜4)細菌学実験の基本操作と常在菌や病原菌の分離 (桑原知巳) / 培地の
作製と培養，滅菌 ·消毒法，無菌操作などの基本的手技を学び，常在菌や
病原菌の分離 ·同定を行い，身近な細菌の性状を理解する．

2. (5, 6)分子ウイルス学的解析法 1(足立昭夫)バイオハザードや分子遺伝学
等，現代ウイルス学の基礎知識を習得するとともに基本的技能について
学ぶ．

3. (7, 8)分子ウイルス学的解析法 2(内山恒夫)ウイルスの同定法やウイルス
感染の解析法に関する知識を習得し，その基本的手技について学習する．

4. (9,10)リンパ球活性化機構 (安友康二)リンパ球の分離方法の基本的手技
と，その活性化測定方法を学ぶ．

5. (11)マラリア原虫の診断 (前川洋一)マラリア原虫の分類とその鑑別方法
を学ぶ．

6. (12˜14)口腔常在菌とバイオフィルム (三宅洋一郎 ·弘田克彦)口腔常在菌
の分離培養 ·同定などに関する基本的手技と，細菌バイオフィルムの作成
法及びそれを用いた各種の実験法を学ぶ．

7. (15)細菌感染症の分子遺伝学的検出法 (小野恒子)菌種特異的遺伝子マー
カーを用いた細菌の検出と定量法について学ぶ．

【成績評価】出席率と実習レポートによる．
【再試験】(再試験)実習なので再試験はしない． 出席率が 60%に満たない学生
は，受講しなかった実習を，次学年後期に追加して受けること．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217022
【連絡先】
⇒三宅 (088-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 8:00∼ 8:45(e-mailでも対応します))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床医科学概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217052
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

チーム医療特論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Multidisciplinary approaches 上野淳二 ·教授 /保健学専攻，谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，西田敏信 ·准教授 /保健学専攻，森恵子 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】保健，医療，福祉を含めた統合的サービスを提供するために，患者
の持つ問題に対してどのようにアプローチする必要があるかを検討するため
の基礎となる知識を習得させる．

【授業概要】疾患を有する患者に対して多職種が専門的立場からアプローチし，
問題解決の方法を模索する必要がある．そこで患者を含めた医療チーム形成，
コミュニケーションの重要性につき講述する．

【キーワード】チームアプローチ，学際的協力，学際的チーム
【履修上の注意】講義の一部を集中講義でまもめて行うことがある．
【到達目標】他の専門職種への理解を深める．コミュニケーションの重要性を理
解する．自らの職種の役割，責任を自覚する．

【授業計画】
1.学際的連携によるチームケア研究の動向 (谷岡)
2.学際的連携によるチームケア研究の効果測定 (谷岡)
3.学際的連携モデル (谷岡)
4.学際的連携を成功させるために必要な教育 (谷岡)
5.学際的連携を成功させるための臨床教育とその方向性 (谷岡)
6.学際的連携モデルの実践例 (谷岡)
7.学際的連携の課題 (谷岡)
8.チーム医療と臨床検査-1(西田)
9.チーム医療と臨床検査-2(西田)

10.チーム医療における画像検査の関わり (選考中)
11.脳卒中におけるチーム医療と画像診断 (選考中)
12.画像診断および IVRにおけるアプローチ-1(上野)
13.画像診断および IVRにおけるアプローチ-2(上野)
14.ガン看護とチーム医療 (森)
15.ガン看護とチーム医療 (森)

【成績評価】授業態度，レポート
【教科書】眞野元四郎ほか編著:『続:精神障害者のためのヘルスケアシステム;学
際的なチームケアモデルと実践のガイドライン』，ふくろう出版，2003

【参考書】鷹野和美:『チーム医療論』，医歯薬出版株式会社，2004
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217007
【連絡先】

⇒上野 (088-633-9020, ueno@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週金曜日 16:30-17:30)

⇒原田 (masafumi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
午後 5時から 7時)

⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 金曜18:00-19:00)

⇒西田 (088-633-9060, nishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒森 (0886337613, keimori@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

保健学特論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Health Sciences 前澤博 ·教授 /保健学専攻，香川典子 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，久保均 ·准教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】高度医療専門職者として必要な保健についての考え方および医療
サービスの提供について理解する．

【授業概要】今日，健康に対する人々の価値観やニーズの多様化を考慮した保健
の考え方やサービス提供のあり方を探求することが求められている．本講義
ではこれらの問題を各分野の専門家が多角的に講義を行う．

【キーワード】保健科学
【到達目標】保健科学の理念や研究課題について理解する．
【授業計画】

1.保健学の理念を解説する (多田)
2.ヘルスプロモーションについて解説する (多田)
3.地域で生活する高齢者を例に健康問題や課題を解説する (多田)
4.医療における画像診断技術について解説する (久保)
5.医療における放射線治療技術について解説する (久保)
6.分子イメージングについて解説する (久保)
7.放射線生物作用のメカニズムおよび遺伝子との関わりについて解説する

(前澤)
8.放射線の生物影響について解説する (前澤)
9.医療放射線と健康との関わりについて解説する (前澤)

10.医療と臨床検査について解説する (細井)
11.輸血検査の基礎的知識と輸血医療について解説する (細井)
12.免疫学および血液学検査の基礎知識および遺伝子診断法とその臨床意義
について解説する (細井)

13.病的状態における組織や細胞の形態学的変化について解説する (香川)
14.病理検査 (組織診，細胞診)の果たす役割，意義について解説する (香川)
15.分子生物学的手法を用いた新しい病理検査について解説する (香川)
16.試験

【成績評価】試験，レポート，出席状況
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217009
【連絡先】
⇒前澤 (088-633-9052, hmaezawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 月曜日18:00∼ 19:00)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒香川 (088-633-9065, kagawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒久保 (088-633-9059, kubo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒細井 (633-9062, hosoi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
火曜日(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

先端放射線影響学 2単位 (選択) 1年
Advanced Radiation Biology 前澤博 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】放射線医療技術者として知るべき医療放射線環境および低線量を含
む放射線の生体への影響について，最近の知見を踏まえ認識を深める. また，
放射線治療の基礎となる腫瘍・組織への放射線影響について理解を深める．

【授業概要】最新の知見，考察にもとづく放射線作用のメカニズム，放射線の線
質依存的作用，生物効果からみた局所的線量付与の重要性，低線量放射線影
響，放射線治療のための放射線生物学的基礎および有害事象，さらに生物影
響研究・治療に必要な最近の放射線照射技術などについて学ぶ.

【到達目標】放射線生物作用の基礎的現象 ·理論，最近の放射線影響研究の成果
とその生物学的意味，および放射線治療に関する放射線生物学的基礎事項に
ついて説明し，議論できる．

【授業計画】
1.医療および生活環境における放射線量とリスク.低線量影響研究の必要性.
2.放射線生物作用の初期機構
3.放射線作用の解析のための基礎理論
4.放射線生物作用の修飾因子
5.放射線細胞致死の機構
6.放射線影響と遺伝子
7.放射線突然変異，染色体異常
8.放射線生物作用の線質依存性 (荷電粒子，オージェ効果など)
9.放射線早期・晩期反応

10.腫瘍と放射線
11.新しい放射線照射法と生物医学研究
12.放射線生物影響研究の最近の成果 (1)
13.放射線生物影響研究の最近の成果 (2)
14.放射線生物影響のまとめ
15.放射線生物量影響研究の今後の課題
16.レポート課題のまとめ，解説

【成績評価】レポート課題
【参考書】Radiobiology for the Radiologist, E.J.Hall
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217016
【連絡先】
⇒前澤 (088-633-9052, hmaezawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日18:00-19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

先端放射線影響学演習 4単位 (選択) 1年 (通年)

Exercise in Advanced Radiation Biology 前澤博 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】放射線影響学の最近の知見を理解し，また発表能力を養う.
【授業概要】先端放射線影響学に関する論文を読み，発表，討論をおこなう.
【キーワード】放射線作用初期機構，低線量放射線影響，マイクロビーム，荷電
粒子，放射線治療，放射線障害

【到達目標】英文論文を読み，理解し，問題点をまとめ，発表討論できる.
【授業計画】

1.先端放射線影響学に関する英語論文を読み，発表，討論をおこなう.
【成績評価】発表，討論
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217017
【連絡先】
⇒前澤 (088-633-9052, hmaezawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日18:00-19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

医用電子情報システム論 2単位 (選択) 1年
Electronic and Information Systems for Medicine 長篠博文 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】医療における診断機器や治療機器に用いられる電子回路システム，
情報システムを十分に活用し，また新しいシステムを開発するために必要な
知識と基礎的能力を修得する．

【授業概要】高度化する先端的医療機器に用いられる電子情報システムの原理に
ついて，学部における講義で扱った基礎的事項を踏まえて，ハードウェア ·ソ
フトウェアの両面にわたって教授する．計測システム，演算システムを中心
にその解析 ·設計法を修得させ，コンピュータシステムによるシミュレーショ
ンを用いて体験的に理解させる．また，生体の高度な機能に学んだ各種の知
的情報処理手法について紹介し，その医学応用を例示して詳説する．

【到達目標】医用電子情報システムを理解する
【授業計画】

1.アナログ電子回路の応用 (1)
2.アナログ電子回路の応用 (2)
3.ディジタル電子回路の応用 (1)
4.ディジタル電子回路の応用 (2)
5.ディジタル電子回路の応用 (3)
6. NI Multismによる電気電子回路設計の基礎
7. NI Multismを用いたアナログ回路設計 (1)
8. NI Multismを用いたアナログ回路設計 (2)
9. NI Multismを用いたアナログ回路計測システム

10. NI Multismを用いたディジタル回路設計 (1)
11. NI Multismを用いたディジタル回路設計 (2)
12. NI Multismを用いたディジタル回路計測システム
13.ニューラルネットワークの基礎 (1)
14.ニューラルネットワークの基礎 (2)
15.ニューラルネットワークを用いた生体時系列信号解析
16.まとめ

【成績評価】授業への参加状況とレポートにより評価する．
【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216954
【連絡先】
⇒長篠 (A312, 088-633-9025, nagasino@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 毎週水曜16∼ 17時，19時∼ 20時 保健学科A棟3階長篠教員
研究室)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

医用電子情報システム論演習 4単位 (選択) 1年 (通年)

Exercise in Electronic and Information Systems for Medicine 長篠博文 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】医用電子情報システム論で修得する内容の実例を学ぶ．
【授業概要】医用電子情報システム論に関する論文を読み，発表 ·討論を行う．
【関連科目】『医用電子情報システム論』(0.5)

【成績評価】授業における発表 ·討論により評価する．
【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216955
【連絡先】
⇒長篠 (A312, 088-633-9025, nagasino@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 毎週水曜日16:30-17:30, 19:00-20:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

先端医用画像情報学 2単位 (選択) 1年
Advanced Medical Image Information Science 近藤正 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】近年，医療現場では医用画像のディジタル化 (フイルムレス化)が急
ピッチで進んでおり，MDCTやMRIから得られた 3次元医用画像の臨床応
用も進んでいる．また，3次元の医用画像データをコンピュータにより解析
して診断情報を抽出するコンピュータ支援画像診断技術に期待が集まってい
る．本講義では，医用画像情報学分野の先端技術であるコンピュータ支援診
断 (CAD)や医用画像認識技術について講義を行い，これらの知識と技術の習
得を目的とする．

【授業概要】本講義では，コンピュータ支援画像診断 (CAD)システムを取り上げ
て，人工知能技術の 1つである人工ニューラルネットワーク (人工神経回路網)
を応用した CADシステムや医用画像認識システムについて具体的に解説し，
これらのシステムに使用されている先端的ディジタル画像処理技術について
詳説する．

【キーワード】医療情報学，コンピュータ支援画像診断，ニューラルネットワーク
【到達目標】コンピュータ支援画像診断の技術を理解する．
【授業計画】

1.コンピュータ支援診断 (CAD)システム概論
2.コンピュータ支援診断 (CAD)システム概論
3.コンピュータ支援診断 (CAD)システム概論
4.人工ニューラルネットワーク概論
5.人工ニューラルネットワーク概論 (シグモイド関数階層型ニューラルネッ
トワーク)

6.人工ニューラルネットワーク概論 (学習理論 (誤差逆伝播法))
7.人工ニューラルネットワーク概論 (RBF階層型ニューラルネットワーク)
8.人工ニューラルネットワーク概論 (学習理論 (RBFニューラルネットワー
ク))

9.人工知能技術を応用した CADシステム (文献)
10.人工知能技術を応用した CADシステム (文献)
11.人工知能技術を応用した CADシステム (文献)
12.人工知能技術を応用した CADシステム (文献)
13. CADシステムの構築方法について
14. CADシステムの構築方法について
15. CADシステムの構築方法について
16.まとめ

【成績評価】レポート 50%，出席 50%
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216983
【連絡先】
⇒近藤 (088-633-9024, kondo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

先端医用画像情報学演習 4単位 (選択) 1年 (通年)

Exercise in Advanced Medical Image Information Science 近藤正 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】先端医用画像情報学の最新の研究動向を把握し，発表能力を養う．
【授業概要】先端医用画像情報学に関する論文を読み，発表討論を行う．
【キーワード】医療情報学，ニューラルネットワーク
【到達目標】英文の論文を読み，理解し討論する．
【成績評価】演習における発表と討論により評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216984
【連絡先】
⇒近藤 (088-633-9024, kondo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

先端医用画像機器工学 2単位 (選択) 1年
Advanced Medical Imaging Equipment Engineering 吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，藤本憲市 ·助教 /保健学専攻

【授業目的】医用画像診断機器に用いられる画像再構成および放射線治療機器に
おける強度変調放射線治療 (IMRT)計画などの原理を理解し，機器開発 ·改良
のための基盤となる知識を修得する．

【授業概要】医用画像診断機器および放射線治療機器は数理科学，信号処理，電
子工学の理論を医学分野へ応用した統合システムとして捉えることが必要で
ある．X線 CT，エミッション CT，MRIにおける画像再構成手法および放射
線治療機器における IMRT計画の原理と演算アルゴリズムを基本から最先端
の手法まで系統的に講述する．信号処理過程に非線形力学系理論を適用して，
高速 ·高品質な画像再構成や効果的な治療計画を実現する最新の研究結果も解
説する．

【関連科目】『先端医用画像機器工学演習』(0.5)

【履修上の注意】一部のテーマについては理解を深めるためのウェブ教材を用意し
ており，インターネットを用いた遠隔地からの演習とレポート提出が可能で
ある．

【到達目標】
1. MRI および CT における画像再構成法の数理を理解できる．
2. CT 画像の各種逐次再構成法の特徴を理解できる．
3. IMRT 計画の数理を理解できる．

【授業計画】
1.医用画像診断機器および放射線治療機器における数理科学
2. MRI - ブロッホ方程式による数理モデル
3. MRI - スピンワープ法による画像再構成
4. MRI - RAW データからの再構成の実際
5. CT - 放射または透過に基づく投影と投影切断面定理
6. CT - フィルタ補正逆投影法
7.離散時間非線形力学系の挙動と解析方法
8. CT - 逐次法 (ART)
9. CT - 逐次法 (EM 法)

10. CT - 逐次法 (OS-EM 法)
11. IMRT - 治療計画の目標関数
12. IMRT - 最適化問題
13. IMRT - 最適化勾配法の力学
14. IMRT - 最適化勾配系にみられる分岐現象
15.まとめ
16.試験

【成績評価】試験 80%，課題 20%で評価し，全体で 60%以上あれば合格とする．
【教科書】なし
【WEB頁】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/DAV/lecture/217013/
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217013
【連絡先】
⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok

ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

先端医用画像機器工学演習 4単位 (選択) 1年 (通年)

Exercise in Advanced Medical Imaging Equipment Engineering 吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，藤本憲市 ·助教 /保健学専攻

【授業目的】先端医用画像機器工学で修得する内容の実例を学ぶ．
【授業概要】先端医用画像機器工学に関する論文を読み，発表 ·討論を行う．
【先行科目】『先端医用画像機器工学』(1.0)

【関連科目】『先端医用画像機器工学』(0.5)

【成績評価】授業における発表 ·討論により評価する．
【教科書】なし
【WEB頁】http://weblog.medsci.tokushima-u.ac.jp/miee/
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217014
【連絡先】
⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok

ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床画像物理学 2単位 (選択) 1年
Physics for medical image 西原貞光 ·助教 /保健学専攻，生島仁史 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】大学院保健科学教育部における院生の研究に必要な臨床画像物理学
に関係する項目を教授する．

【授業概要】授業計画に掲げる項目を準備し，受講生の希望する項目を講義する．
また，受講生の希望する項目があれば授業計画にない項目もでも講義する．

【到達目標】臨床画像の画質と被曝線量の関連を理解する
【授業計画】

1.画像の評価 (生島)
2.画質と被曝線量 (生島)
3.被曝線量測定 (生島)
4.画質と X線スペクトル (西原)
5.ディジタルシステムの画像論 (西原)
6.臨床画像に対する主観的 (視覚的)評価 (西原)

【成績評価】レポートにて行うが，参考文献の検索数に重きをおく．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216995
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床放射線腫瘍学 2単位 (選択) 1年
Clinical Oncology 生島仁史 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】放射線腫瘍学で学んだ知識より，一歩進んだ臨床研究に役立つ知識
を教授する．

【履修上の注意】事情により講義に出席出来ない人 (社会人学生)は担当教官に連絡
ください． 場合により考慮します．

【授業計画】
1.がんの疫学・がん診療における臨床試験
2.放射線治療の臨床研究
3.高精度外部放射線治療における技術革新 1
4.高精度外部放射線治療における技術革新 2
5.密封小線源治療における技術革新
6.中枢神経系腫瘍に対する放射線治療技術
7.胸部腫瘍に対する放射線治療技術
8.腹骨盤部部腫瘍に対する放射線治療技術
9.放射線治療における品質保障

10.放射線治療におけるインフォームドコンセント
11.腫瘍救急病態における放射線治療の役割
12.放射線治療とチーム医療
13.遠隔放射線治療支援システム
14.地域医療における放射線治療
15.臨床放射線腫瘍学の総括・前半
16.臨床放射線腫瘍学の総括・後半

【成績評価】出席状況とレポート等により評価する．
【参考書】放射線治療学 井上俊彦編集 南山堂
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216997
【連絡先】
⇒生島 (088-633-9051, ikushima@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床放射線腫瘍学演習 2単位 (選択) 1年 (通年)

Exercise in Clinical Oncology 生島仁史 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】放射線治療の専門的知識を教授する．
【履修上の注意】事情により講義及び演習に出席が困難な人 (社会人学生)は担当教
員に連絡下さい．場合により考慮します．

【授業計画】
1.頭頸部悪性腫瘍の放射線治療
2.肺 ·縦隔腫瘍の放射線治療
3.食道癌の放射線治療
4.乳癌の放射線治療
5.胃 ·小腸 ·結腸癌の放射線治療
6.直腸癌の放射線治療
7.肝 ·胆 ·膵癌の放射線治療
8.子宮頸癌 ·卵巣腫瘍の放射線治療
9.膀胱 ·前立腺癌の放射線治療

10.脳 ·脊髄腫瘍の放射線治療
11.皮膚 ·悪性黒色種の放射線治療
12.骨 ·軟部腫瘍の放射線治療
13.小児腫瘍の放射線治療
14.造血器腫瘍の放射線治療
15.良性疾患の放射線治療
16.放射線治療の総括

【成績評価】出席状況とレポート等により評価する．
【参考書】放射線治療学 井上俊彦編集 南山堂
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216998
【連絡先】
⇒生島 (088-633-9051, ikushima@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床画像解析学 2単位 (選択) 1年
Medical Image Analysis 上野淳二 ·教授 /保健学専攻，井村裕吉 ·講師 /保健学専攻

【授業目的】画像診断情報の提供者として有益な情報を効率よく得ることが重要
である．臨床画像における病態解析に有用な情報の識別方法，検査手法につ
き理解することを目的とする．

【授業概要】臨床画像検査で得られるデータに関して疾患理解に有用な情報の識
別，結果表現の手段に関する講義を行うとともに，病態解析に効果的な検査
手法につき技術的解説を行う．

【先行科目】『社会医学 ·疫学 ·医学統計概論』(1.0)，『英語論文作成法』(1.0)，
『臨床医科学概論』(1.0)

【関連科目】『臨床画像解析学演習』(0.5)，『先端医用画像情報学』(0.5)，『代謝
·機能画像情報解析学』(0.5)

【到達目標】種々の画像影響因子を理解する．各種撮影手法および結果表現手法
を理解する

【授業計画】
1.種々の画像影響因子と画質 (井村)
2.種々の画像影響因子と画質 (井村)
3.種々の画像影響因子と画質 (井村)
4.種々の画像影響因子と画質 (井村)
5.種々の画像影響因子と画質 (井村)
6.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
7.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
8.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
9.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)

10.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
11.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
12.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
13.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
14.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)
15.臓器特異的検査法と画像解析法 (上野)

【成績評価】受講態度，レポートにより評価する
【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216993
【連絡先】
⇒上野 (088-633-9020, ueno@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週金曜日 16:30-17:30)

⇒井村 (088-633-9053, imura@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床画像解析学演習 4単位 (選択) 1年 (通年)

Exercise in Medical Image Analysis 上野淳二 ·教授 /保健学専攻，井村裕吉 ·講師 /保健学専攻

【授業目的】画像診断情報の提供者として有益な情報を効率よく得ることが重要
である．臨床画像における病態解析に有用な情報の識別方法，検査手法につ
き理解することを目的とする．

【授業概要】臨床画像解析学に関する論文を読み発表，討論を行う
【先行科目】『臨床画像解析学』(1.0)，『社会医学 ·疫学 ·医学統計概論』(1.0)，
『臨床医科学概論』(1.0)

【関連科目】『先端医用画像情報学』(0.5)，『代謝 ·機能画像情報解析学』(0.5)，
『分子情報画像解析学』(0.5)

【授業計画】
1.参考論文演習
2.参考論文演習
3.参考論文演習
4.参考論文演習
5.参考論文演習
6.参考論文演習
7.参考論文演習
8.参考論文演習
9.参考論文演習

10.参考論文演習
11.参考論文演習
12.参考論文演習
13.参考論文演習
14.参考論文演習
15.参考論文演習
16.総括授業

【成績評価】受講姿勢，発表内容などにより評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216994
【連絡先】
⇒上野 (088-633-9020, ueno@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週金曜日 16:30-17:30)

⇒井村 (088-633-9053, imura@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

代謝 ·機能画像情報解析学 2単位 (選択) 1年
Metabolism & functional imaging analysis 原田雅史 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】画像診断機器を用いて形態のみならず代謝や機能情報を有効に抽出
し，解析する手法について学習し，その有用性や解決すべき問題点について
明らかにする．今後の開発動向や研究対象について検討し，新たな手法の開
発への糸口を探る．

【授業概要】講義形式 CTやMRI等デジタル画像の原理と最新技術のほかPET-CT
の原理と融合画像について最新の知識を習得する． 造影剤の役割 やモダリ
ティによる相違 について学習し，薬剤負荷や薬剤効果の画像評価について理
解する．代謝物評価や機能的MRの基礎知識と評価方法の問題点を理解し，脳
機能評価の新たな展開について考察する．

【キーワード】MRI，MRS，Xray-CT，PET
【関連科目】『臨床画像解析学』(0.5)，『先端医用画像機器工学』(0.5)

【到達目標】最近の機能検査と代謝評価の方法と機序について説明できる．
【授業計画】

1. CT等デジタル画像の原理と最新技術
2. MRIの原理と最新撮像法
3. PET-CTの原理と融合画像
4.造影剤の役割 -CT, X-ray-
5.造影剤の役割 -CT, X-ray-
6.造影剤のモダリティによる相違 -CT, X-ray-
7.造影剤の役割 2 -MRI-
8.造影剤のモダリティによる相違 2 -MRI
9.薬剤負荷や薬剤効果の画像評価 1 -CT, X-ray-

10.薬剤負荷や薬剤効果の画像評価 3 -PET-
11.代謝物評価の基礎知識
12. MRを用いた代謝評価 (MRS)の原理
13. MRによる代謝評価の臨床応用
14.機能的MRの基礎知識と評価
15.脳機能評価の新たな展開

【成績評価】レポートで行う．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216985
【連絡先】
⇒原田 (masafumi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日

18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

代謝 ·機能画像情報解析学演習 4単位 (選択) 1年 (通年)

Exercise in Metabolism & Functional Imaging Analysis 原田雅史 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】実際のデータ等を利用して，画像情報から代謝および機能情報を抽
出し，可視化する方法を習得する．

【授業概要】主としてMRIおよび CTのデータを利用し，時間軸における統計学
的処理も含めて検討する．

【授業計画】
1.データの時間軸を含む取得方法についてー CTー
2.データの時間軸を含む取得方法についてーMRI1ー
3.データの時間軸を含む取得方法についてーMRI2ー
4.データの時間軸を含む取得方法についてーMRI3ー
5.造影剤の至適濃度と注入速度等の臨床検討 1
6.造影剤の至適濃度と注入速度等の臨床検討 2
7.造影剤の至適濃度と注入速度等の臨床検討 3
8.時間軸における信号情報の取り扱い 1
9.時間軸における信号情報の取り扱い 2

10.時間軸における信号情報の取り扱い 3
11.化合物の周波数分解による同定方法について 1
12.化合物の周波数分解による同定方法について 2
13.化合物の周波数分解による同定方法について 3
14.代謝物濃度の定量化について 1
15.代謝物濃度の定量化について 2
16.実地修練

【成績評価】レポート等
【教科書】なし
【参考書】授業時に紹介します
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216986
【連絡先】
⇒原田 (masafumi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日

18:00-19:00)
⇒久保 (088-633-9059, kubo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

放射線治療品質管理学特論 2単位
生島仁史 ·教授 /保健学専攻，八木浩史 ·，西原貞光 ·助教 /保健学専攻，阪間稔 ·准教授 /保健学専攻，富永正英 ·助教 /保健学専攻

【授業目的】放射線の特性を理解し，診断用放射線および治療用放射線に関連す
る放射線計測学の基本を習得する．

【授業概要】放射線計測に関する基本的な概念を理解すると共に，放射線治療に
用いられる高エネルギー放射線の精度管理に関する知識を修得する．

【授業計画】
1.放射線の基礎 (八木)
2. X線と物質の相互作用 (八木)
3.粒子線と物質との相互作用 (八木)
4.放射線の単位と関連用語 (八木)
5.放射線測定器の動作原理 (八木)
6.空気電離箱以外の測定器の動作原理 (阪間)
7.照射線量の測定 (西原)
8.吸収線量の測定 (西原)
9.放射線エネルギースペクトルの測定 (阪間)

10.臨床における治療計画 (生島)
11.標準測定法 01についてその 1(八木)
12.標準測定法 01についてその 2(八木)
13.標準測定法 01についてその 3(生島)
14.標準測定法 01についてその 4(生島)
15.標準測定法 01についてその 5(生島)

【成績評価】授業態度，レポートにより評価する．
【教科書】外部放射線治療における吸収線量の標準測定法 (標準測定法 01)
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217030
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

放射線治療品質管理学特論演習
生島仁史 ·教授 /保健学専攻，八木浩史 ·，西原貞光 ·助教 /保健学専攻，阪間稔 ·准教授 /保健学専攻，富永正英 ·助教 /保健学専攻

【授業目的】臨床の状態にシミュレートした場で，放射線計測学特論で得た知識
を駆使し，その内容をさらに深く把握することを目的とする．

【授業概要】放射線治療の現場で高エネルギー放射線を精度良く制御できるよう
になること．

【授業計画】
1.放射線計測の基礎 (八木)
2.放射線スペクトルの計測 (阪間)
3.深部線量の定義その 1(八木)
4.深部線量の定義その 2(八木)
5.深部線量計算法その 1(八木)
6.深部線量計算法その 2(八木)
7.出力吸収線量測定法 (八木)
8.種々の照射法における等線量曲線に対する影響 (生島)
9.モニタユニット (MU)の計算 (八木)

10.電子線束吸収線量の測定と評価 (八木)
11.治療計画その 1(生島)
12.治療計画その 2(生島)
13.放射線治療計画装置 (西原)
14.リスクマネージメントその 1(西原)
15.リスクマネージメントその 2(西原)

【成績評価】授業態度，レポートにより評価する．
【教科書】「診断画像検査法」放射線治療科学概論
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217031
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

医用情報科学特別研究 12単位 (必修)

Research in Medical Information Science 医用情報科学領域特別研究担当教員

【授業概要】修士論文に関連した研究を行う．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217020
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

分子情報画像解析学 2単位
久保均 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】生体機能あるいは病態の可視化手法および解析手法を学習するが，
臨床で用いられている in vivo用画像診断技術ばかりでなく ex vivo, in vitro
での測定・解析手法なども範囲とする．

【授業概要】可視化および解析対象となる生体機能や病態の理解について学んだ
後，現在用いられている各種画像診断法や測定法の原理およびそれらの最新
動向等について習得する．

【到達目標】生体機能の可視化・解析手法を理解し，応用できる．
【授業計画】

1.生体機能とは (1)
2.生体機能とは (2)
3.生体機能とは (3)
4.病態とは (1)
5.病態とは (2)
6.画像診断技術 (1)
7.画像診断技術 (2)
8.画像診断技術 (3)
9.画像診断技術 (4)

10.画像診断技術 (5)
11.画像診断技術 (6)
12.画像解析技術 (1)
13.画像解析技術 (2)
14.画像解析技術 (3)
15.まとめ

【成績評価】受講態度およびレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義時に紹介します．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216991
【連絡先】
⇒久保 (088-633-9059, kubo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

分子情報画像解析学演習 4単位
久保均 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】分子情報画像解析に関する最新の知見を習得すると共に，実際の解
析手法を体得する．

【授業概要】分子情報画像解析学に関する論文を読み討論を行うと共に，実際の
データを用いた種々の解析手法の検討を行う．

【関連科目】『分子情報画像解析学』(0.5)

【成績評価】レポート等により行う．
【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216992
【連絡先】
⇒久保 (088-633-9059, kubo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

保健学専攻—医用検査学領域授業概要
•全専攻系共通カリキュラム科目
生命倫理概論 . . .片桐・北村・寺尾・中條・水口 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83
臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・福森・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 84
社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 . . .有澤・伊藤・上村・山内・谷岡・德村・日野出・森口・楊

河 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85
英語論文作成法 . . .冨田・梶・福井・中屋・岡崎・長篠・福井・カルビ / 1 年 (後期) . . . . . . . . 86
心身健康と環境ストレス . . .武田・大森・高浜・勢井・六反・親泊・寺尾・宮本・中屋・山西・阪

上・保坂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 87
生命科学の研究手法 . . .福井・水口・中屋・羽地・福井・瀬田・伊藤・松本・片岡・山﨑・岡崎・

二川・山本・片桐・永田・吉永 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 88

•各専攻系間の共通カリキュラム科目
ヒューマンサイエンス (形態と機能) . . .六反・河合・増田 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . 89
微生物 ·免疫学実習 . . .三宅・足立・安友・小野・桑原・内山・前川・弘田 / 1 年 (後期) . . . . . 90
臨床医科学概論 . . .梶・伊東・添木・土井・坂東・中條・河野・武田・齋藤 / 1 年 (前期) . . . . . 91

•保健学専攻共通科目
チーム医療特論 . . .上野・谷岡・西田・森 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 92
保健学特論 . . .前澤・香川・多田・久保・細井 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 93

•保健学専攻専門科目
生体機能解析学演習 . . .齋藤 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 94
生体機能解析学特論 . . .齋藤 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95
病理解析学演習 . . .香川 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 96
病理解析学特論 . . .香川 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 97
細胞 ·免疫解析学演習 . . .細井 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 98
細胞 ·免疫解析学特論 . . .細井 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 99
感染制御 ·遺伝子検査学演習 . . .小野 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 100
感染制御 ·遺伝子検査学特論 . . .小野 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 101
生殖補助医療学演習 . . .安井・梅野 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 102

生殖補助医療学特論 . . .安井・梅野 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 103

先端医療技術・支援学特別研究 . . .小野・近藤・細井・齋藤・香川 / 2 年 . . . . . . . . . . . 104

腫瘍制御学特論 . . .近藤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 105
腫瘍制御学演習 . . .近藤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 106
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

生命倫理概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to Biological Ethics 片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218234
【連絡先】

⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒北村 (口腔顎顔面形態学分野教授室, 088-633-7319, kitamura@dent.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 前後期:金曜日 12時 ∼ 13時)
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中條 (088-633-7366, nakajo@dentclin.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7212, minakuti@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，山本真由美 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
境泉洋 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，福森崇貴 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部

三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 (1) / パーソナリティの査定法 (福森)
3.心理療法・カウンセリングとは (福森)
4.心理療法の基礎 (1) / 精神分析 (福森)
5.臨床心理学の測定方法 (2) / 知能，発達の査定法 (山本)
6.心理療法の基礎 (2) / 分析心理学，クライエント中心療法 (山本)
7.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
8.行動理論と行動療法 (境)
9.認知療法 / うつ病 (境)

10.認知行動療法 / 不安障害 (境)
11.臨床心理的地域援助の基礎と実際 / ひきこもりに焦点を当てて (境)
12.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
13.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
14.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】対面講義，e-learningとも受講とレポート提出を以て出席扱い．対面
講義の場合，授業内の 15分間で書く「出席・質問票・ミニレポート」の提出
を以て，e-learningの場合，視聴記録 (受講)とMLSオンラインのレポート提
出を以て出席とみなす．どちらのレポート課題とも「講義内容をA4一枚でま
とめる」．出席が三分の二以上の受講生が評価対象者

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218235
【連絡先】

⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218231
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

英語論文作成法 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター

長篠博文 ·教授 /保健学専攻，福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，カルビブカサ ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

7.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
8.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

9.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
10.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
11.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

12.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

13.研究の区切りとしての論文作成 I (担当者: 福井裕行)
14. II

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218236

— 86 —

http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/73029/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/60224/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/15881/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/60130/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/174773/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/10727/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/60642/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/157323/profile-ja.html
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218236


保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

心身健康と環境ストレス 2単位
Psychosomatic health and environmental stress 武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，大森哲郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

高浜洋介 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，勢井宏義 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
親泊政一 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，宮本賢一 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山西倫太郎 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，阪上浩 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
保坂利男 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】心身の健康におよぼす社会や家庭をはじめとする日常生活で生ずる
ストレスの影響について学習させる．心身の発育・発達を制御する栄養や睡
眠，ストレスによる遺伝子発現調節をはじめとするシステム生物学的解析，健
常者のストレス応答および病的ストレス応答と子どもの成長，等に関する知
識，活用法，評価技術，等を学習し理解する．

【授業概要】種々の環境ストレスが子どもの身体および精神の発育・発達に影響
をおよぼすことが明らかになっている．これらに関して，システム生物学，臨
床神経学，栄養科学，ストレスゲノミクス，遺伝学，精神医学等の専門分野で
得られている最新情報や評価方法を教授する．それぞれの専門に基づいた講
義をオムニバス方式で行い健康増進法および疾患治療法を考えさせることに
よって学生の潜在能力を活性化する．

【キーワード】心身健康，環境，ストレス
【到達目標】ストレス評価法を修得する．
【授業計画】

1.不安とうつ病 (大森 哲郎) (担当者: 岡崎紀明)
2.環境からからだをまもる免疫システムの形成 (高浜 洋介) (担当者: 岡崎
紀明)

3.睡眠の調節機構 (勢井 宏義) (担当者: 梶 龍兒)
4.健康と疾患での小胞ストレス (親泊 政一) (担当者: 六反 一仁)
5.ストレスゲノミクス (六反 一仁) (担当者: 六反 一仁)
6.日本での機能性食品の概念と開発 (寺尾 純二) (担当者: 勢井 宏義)
7.食品や食事スタイルを通したストレス制御はなぜ必要か． (寺尾 純二)

(担当者: 勢井 宏義)
8.加齢とミネラル栄養 (宮本 賢一) (担当者: 後藤 恵)
9.カロリー制限と骨代謝 (宮本 賢一) (担当者: 後藤 恵)

10.ストレスに対応するための朝食と噛むこと (武田 英二) (担当者: 中馬 寛)
11.食物とストレス関連ホルモン (武田 英二) (担当者: 坂口 末廣)
12.ストレスによる生理的影響 (中屋 豊) (担当者: 武田 英二)
13.腸管免疫とストレス (中屋 豊) (担当者: 大森 哲郎)
14.酸化ストレスと免疫 (山西 倫太郎) (担当者: 田宮 元)

15.肥満および肥満関連疾患での代謝ストレスに対するアディポカイン (阪
上 浩) (担当者: 田宮 元)

16.糖尿病とストレス (保坂 利男) (担当者: 武田 英二)
【成績評価】受験資格 (三分の二以上の出席など)を満たした者のみを対象とした
レポート．

【再試験】再試験無し
【教科書】なし
【参考書】授業時に適宜，紹介する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218232
【連絡先】
⇒武田 (088-633-7093, takeda@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒大森 (臨床研究棟 8F教授室, 088-633-7130, tohmori@clin.med.tokushima-

u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 8:30-17:30)
⇒高浜 (ゲノム機能研究センター 208, 088-633-9452, takahama@genome.to

kushima-u.ac.jp) Mail
⇒勢井 (088-633-7056, sei@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒親泊 (4階 408室, 088-633-9450, oyadomar@genome.tokushima-u.ac.jp)

Mail
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒宮本 (分子栄養学分野, 088-633-7081, miyamoto@nutr.med.tokushima-u.a

c.jp) Mail
⇒中屋 (栄養学科棟 302, 088-633-7090, yutaka-nakaya@nutr.med.tokushima

-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 火曜日 11時から 14時の間)
⇒山西 (088-633-9366, rintaro@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒阪上 (303, 088-633-7091, hsakaue@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒保坂 .
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

生命科学の研究手法 2単位
Basic methods in life sciences 福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，水口博之 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，羽地達次 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，瀬田和子 ·非常勤講師
伊藤孝司 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，松本高広 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片岡佳子 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

山﨑哲男 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，二川健 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
山本浩範 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，永田俊彦 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】大学院に進学した直後の院生に生命科学に関する基礎的な実験方法
を理解させる．

【授業概要】実験動物の取り扱い方，細胞と器官の培養方法とその応用，蛋白質
の取り扱い方とその解析方法，遺伝子解析の方法とその応用，抗体を用いた
研究方法とその蛋白質，免疫組織細胞化学に対する応用，数理モデルによる
生体機能発現機構の解明等生命科学の基礎的な研究技法を講義する．

【キーワード】生命科学，実験手法
【履修上の注意】受講生は必ず出席すること．
【到達目標】現在行われている生命科学研究方法の基礎を大学院進学直後に理解
し，研究生活にスムーズに入れるようにする．

【授業計画】
1.大学院に入学直後に現在用いられている研究手法を集中的に講義する．
第 1回目は授業ガイダンスと生命科学の研究手法総論 (羽地，研究部長)

2.実験動物を利用した研究 (松本)
3.細胞と器官の培養 (羽地)
4.細胞培養の応用 (宮本)
5.蛋白研究 1(福井清)
6.蛋白研究 2(藤原)
7.抗体を用いた生化学的研究方法 (二川，山本)
8.抗体を用いた研究の臨床応用 (中屋)
9.免疫学研究の基礎 (安友)

10.免疫学研究の最近の進歩 (安友)
11.遺伝子解析 1(福井裕)
12.遺伝子解析 2(伊藤)
13.遺伝子解析 3(高濱)
14.遺伝子解析 4(高濱)
15.数理モデルによる生命機能の解析 (吉永)

【成績評価】Webによるレポート，出席状況，受講態度等により総合的に判定
する．

【再試験】しない

【教科書】指定しないが，講義の都度プリント等資料を配布する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218233
【連絡先】
⇒福井 (hfukui@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7264, guchi003@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中屋 (栄養学科棟 302, 088-633-7090, yutaka-nakaya@nutr.med.tokushima

-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 火曜日 11時から 14時の間)
⇒羽地 (088-633-7321, tat-hane@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒福井 (401号室, 088-633-7429, kiyo@ier.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 午前 8時 30分から午後 5時 30分)

⇒瀬田 .
⇒伊藤 (薬科学教育部附属医薬創製教育研究センター 2階・創薬生命工学分
野教授室, 088-633-7290, kitoh@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週月曜 午後 5時 ∼ 7時)

⇒松本 .
⇒片岡 (kataoka@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒山﨑 (医学臨床 B棟 5階 医薬品病態生化学研究室, 088-633-7886, yamaza

kt@ph.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 特に定めない)
⇒岡崎 (414号室, 088-633-9158, tokazaki@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒二川 (nikawa@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒山本 (088-633-7235, yamamoto@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒永田 (088-633-7343, nagata@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok

ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

ヒューマンサイエンス (形態と機能) 2単位 (選択) 1年 (前期)

Human Science (Basic human science from structure to function) 六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，河合智子 ·講師
増田清士 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】生体を構成する組織や器官の構造と働きを理解するため，基本的な
生体物質と細胞についての講義をし，細胞レベルから見たからだの働きにつ
いて理解させる．

【授業概要】細胞の基本構造と機能，遺伝子からタンパク質を合成する仕組み，
細胞の情報伝達，細胞の増殖 ·分化 ·死の分子機構，受精，発生について講義
を行い，メデイカルサイエンス研究を行うための基礎細胞生物学についての
講義を行う．

【授業計画】
1.授業ガイダンス
2. DNAと染色体
3. DNAの複製，修復，組み替え
4. DNAからタンパク質へ
5.遺伝子発現の調節
6.膜の構造
7.膜輸送
8.ミトコンドリア
9.細胞内輸送

10.細胞の情報伝達
11.細胞骨格
12.細胞周期と細胞死
13.細胞分裂
14.遺伝学
15.細胞のストレス応答
16.総括授業

【成績評価】出席状況，筆記試験，又はレポート等により評価する．
【教科書】エッセンシャル細胞生物学
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217008
【連絡先】
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこない
ます))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

微生物 ·免疫学実習 2単位 (選択) 1年 (後期)

A Training of Microbiology and Immunology 三宅洋一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，足立昭夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
安友康二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，桑原知巳 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

内山恒夫 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，前川洋一 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，弘田克彦 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】微生物の取り扱いの基本，及び免疫学的実験法の基本を学ぶ
【授業概要】細菌 ·ウイルス ·寄生虫などを対象に，病原微生物の基本的な取り扱
い方法，同定法，培養法について実験を行う．また，宿主に誘導される免疫
反応を測定する．これらの実習を通じて，各実験法並びに実験科学の基本を
教育する．

【履修上の注意】1．病原微生物実習室で行うので，それ専用の自分の白衣とスリッ
パ (上履き)を持参のこと (桑原知巳)． 2．白衣と筆記用具を持参のこと (三宅
洋一郎 ·弘田克彦)．

【授業計画】
1. (1˜4)細菌学実験の基本操作と常在菌や病原菌の分離 (桑原知巳) / 培地の
作製と培養，滅菌 ·消毒法，無菌操作などの基本的手技を学び，常在菌や
病原菌の分離 ·同定を行い，身近な細菌の性状を理解する．

2. (5, 6)分子ウイルス学的解析法 1(足立昭夫)バイオハザードや分子遺伝学
等，現代ウイルス学の基礎知識を習得するとともに基本的技能について
学ぶ．

3. (7, 8)分子ウイルス学的解析法 2(内山恒夫)ウイルスの同定法やウイルス
感染の解析法に関する知識を習得し，その基本的手技について学習する．

4. (9,10)リンパ球活性化機構 (安友康二)リンパ球の分離方法の基本的手技
と，その活性化測定方法を学ぶ．

5. (11)マラリア原虫の診断 (前川洋一)マラリア原虫の分類とその鑑別方法
を学ぶ．

6. (12˜14)口腔常在菌とバイオフィルム (三宅洋一郎 ·弘田克彦)口腔常在菌
の分離培養 ·同定などに関する基本的手技と，細菌バイオフィルムの作成
法及びそれを用いた各種の実験法を学ぶ．

7. (15)細菌感染症の分子遺伝学的検出法 (小野恒子)菌種特異的遺伝子マー
カーを用いた細菌の検出と定量法について学ぶ．

【成績評価】出席率と実習レポートによる．
【再試験】(再試験)実習なので再試験はしない． 出席率が 60%に満たない学生
は，受講しなかった実習を，次学年後期に追加して受けること．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217022
【連絡先】
⇒三宅 (088-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 8:00∼ 8:45(e-mailでも対応します))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

臨床医科学概論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217052
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

チーム医療特論 2単位 (選択) 1年
Multidisciplinary approaches 上野淳二 ·教授 /保健学専攻，谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，西田敏信 ·准教授 /保健学専攻，森恵子 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】保健，医療，福祉を含めた統合的サービスを提供するために，患者
の持つ問題に対してどのようにアプローチする必要があるかを検討するため
の基礎となる知識を習得させる．

【授業概要】疾患を有する患者に対して多職種が専門的立場からアプローチし，
問題解決の方法を模索する必要がある．そこで患者を含めた医療チーム形成，
コミュニケーションの重要性につき講述する．

【キーワード】チームアプローチ，学際的協力，学際的チーム
【履修上の注意】講義の一部を集中講義でまもめて行うことがある．
【到達目標】他の専門職種への理解を深める．コミュニケーションの重要性を理
解する．自らの職種の役割，責任を自覚する．

【授業計画】
1.学際的連携によるチームケア研究の動向 (谷岡)
2.学際的連携によるチームケア研究の効果測定 (谷岡)
3.学際的連携モデル (谷岡)
4.学際的連携を成功させるために必要な教育 (谷岡)
5.学際的連携を成功させるための臨床教育とその方向性 (谷岡)
6.学際的連携モデルの実践例 (谷岡)
7.学際的連携の課題 (谷岡)
8.チーム医療と臨床検査-1(西田)
9.チーム医療と臨床検査-2(西田)

10.チーム医療における画像検査の関わり (選考中)
11.脳卒中におけるチーム医療と画像診断 (選考中)
12.画像診断および IVRにおけるアプローチ-1(上野)
13.画像診断および IVRにおけるアプローチ-2(上野)
14.ガン看護とチーム医療 (森)
15.ガン看護とチーム医療 (森)

【成績評価】授業態度，レポート
【教科書】眞野元四郎ほか編著:『続:精神障害者のためのヘルスケアシステム;学
際的なチームケアモデルと実践のガイドライン』，ふくろう出版，2003

【参考書】鷹野和美:『チーム医療論』，医歯薬出版株式会社，2004
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217007
【連絡先】

⇒上野 (088-633-9020, ueno@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週金曜日 16:30-17:30)

⇒原田 (masafumi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 金曜日
午後 5時から 7時)

⇒谷岡 (088-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 金曜18:00-19:00)

⇒西田 (088-633-9060, nishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒森 (0886337613, keimori@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

保健学特論 2単位 (選択) 1年
Health Sciences 前澤博 ·教授 /保健学専攻，香川典子 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，久保均 ·准教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】高度医療専門職者として必要な保健についての考え方および医療
サービスの提供について理解する．

【授業概要】今日，健康に対する人々の価値観やニーズの多様化を考慮した保健
の考え方やサービス提供のあり方を探求することが求められている．本講義
ではこれらの問題を各分野の専門家が多角的に講義を行う．

【キーワード】保健科学
【到達目標】保健科学の理念や研究課題について理解する．
【授業計画】

1.保健学の理念を解説する (多田)
2.ヘルスプロモーションについて解説する (多田)
3.地域で生活する高齢者を例に健康問題や課題を解説する (多田)
4.医療における画像診断技術について解説する (久保)
5.医療における放射線治療技術について解説する (久保)
6.分子イメージングについて解説する (久保)
7.放射線生物作用のメカニズムおよび遺伝子との関わりについて解説する

(前澤)
8.放射線の生物影響について解説する (前澤)
9.医療放射線と健康との関わりについて解説する (前澤)

10.医療と臨床検査について解説する (細井)
11.輸血検査の基礎的知識と輸血医療について解説する (細井)
12.免疫学および血液学検査の基礎知識および遺伝子診断法とその臨床意義
について解説する (細井)

13.病的状態における組織や細胞の形態学的変化について解説する (香川)
14.病理検査 (組織診，細胞診)の果たす役割，意義について解説する (香川)
15.分子生物学的手法を用いた新しい病理検査について解説する (香川)
16.試験

【成績評価】試験，レポート，出席状況
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217009
【連絡先】
⇒前澤 (088-633-9052, hmaezawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 月曜日18:00∼ 19:00)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒香川 (088-633-9065, kagawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒久保 (088-633-9059, kubo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒細井 (633-9062, hosoi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
火曜日(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

生体機能解析学演習 4単位 (選択) 1年
Seminar in Chronomedicine 齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】生体リズムや概日周期に関する文献講読や議論を通じて，各種臨床
病態における自律神経の関与について考察すると共に，ホルター心電図のデー
タを利用して，周波数解析等による心拍変動解析を実践し，不整脈の日内リ
ズムや種々の疾患に対するストレスや自律神経の影響を検討する．

【授業概要】演習
【到達目標】ホルター心電図を利用した周波数解析等による心拍変動解析より，
不整脈の日内リズムや種々の疾患に対するストレスや自律神経の影響を検討
できる医療技術者の育成をめざす．

【授業計画】
1.ホルター心電図の記録法，解析法
2.心拍変動解析演習 (時系列解析)
3.心拍変動解析演習 (周波数解析)
4.心拍変動解析演習 (べきスペクトルの解析)
5.心拍変動解析演習 (ローレンツプロット解析，ほか)
6.心拍変動のサーカディアンリズム
7.各種病態と心拍変動，サーカディアンリズム (文献講読)
8.レポート

【成績評価】レポート，演習態度等により評価する．
【参考書】
�齋藤 憲，大塚邦明ほか:ホルター心電図 (医学出版社)
�大塚邦明:時間医学とヤヌス医学 (メディカルレビュー社)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217032
【連絡先】
⇒齋藤 (088-633-9064, saito@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 火曜日午後(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

生体機能解析学特論 2単位 (選択) 1年
Lecture in Chronomedicine 齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】循環器領域の電気生理学的検査法について解説を行うと共に，心電
図等の生理学的検査に潜む生体リズムの解析や評価より，種々の臨床病態の
成因について論議する．また，ホルター心電図等を利用した心拍変動解析や
血圧変動解析に関する内外の知見より，種々の疾患の病因となるストレスや
自律神経の影響を論議する．

【授業概要】講義
【到達目標】心臓電気生理学的検査法やホルター心電図による心拍変動解析など
により，種々の疾患の病因となるストレスや自律神経の影響を議論できる医
療技術者を養成する．

【授業計画】
1.心臓の電気生理学的基礎
2.生体リズムの概要
3.ホルター心電図による概日周期の解析
4.心拍変動解析法 (時系列解析)
5.心拍変動解析法 (周波数解析)
6.心拍変動解析法 (べきスペクトルの解析)
7.高血圧症と血圧変動
8.心臓突然死の時間周期
9.不整脈の発生と日内リズム

10.レポート
【成績評価】レポート，出席等により総合的に評価する．
【参考書】
�齋藤 憲，大塚邦明ほか:ホルター心電図 (医学出版社)
�大塚邦明:時間医学とヤヌス医学 (メディカルレビュー社)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217033
【連絡先】
⇒齋藤 (088-633-9064, saito@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 火曜日午後(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

病理解析学演習 4単位 (選択) 1年
seminar in patholgy 香川典子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】病理形態学的研究の基礎知識を得ると共に，新しい病理組織学的検
査法の評価や病理解析における意義を知ることを目的とする．

【授業概要】免疫組織化学や分子生物学的手法を用いた人体病理に関する論文を
講読し，研究の基礎的知識を得るとともに，新しい病理組織学的検査法の評
価や病態解析における意義について教授して，研究計画の立て方を学ぶ

【到達目標】病理形態学的研究の基礎知識を得ると共に，新しい病理組織学的検
査法の評価や病理解析における意義を知ることを目標とする．

【授業計画】
1.病理形態学的検査法の意義，特徴
2.種々の病理形態学的検査法
3.病理形態学的検査と他の検査
4.腫瘍の病理形態学 (1)
5.腫瘍の病理形態学 (2)
6.腫瘍の病理形態学 (3)
7.腫瘍の病理形態学 (4)
8.腫瘍の病理形態学 (5)
9.新しい病理形態学的検査法

10.英語論文抄読 (1)
11.英語論文抄読 (2)
12.英語論文抄読 (3)
13.英語論文抄読 (4)
14.英語論文抄読 (5)
15.英語論文抄読 (6)
16.発表・検討会

【成績評価】授業に対する姿勢，出席状況，レポート，発表・検討会での成果を
総合的に評価する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217043
【連絡先】
⇒香川 (088-633-9065, kagawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

病理解析学特論 2単位
histopathology and pathological technology 香川典子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】病気の原因と発生機序について細胞レベル，組織レベル，個体レベ
ルの変化と関連させて理解できることを目的とする．

【授業概要】病気の原因と発生機序について細胞レベル，組織レベル，個体レベ
ルの変化と関連させて理解できることを目的とした講義を行う．さらに病理
組織学的検索の方法として，免疫組織化学や分子生物学的手法を用いた形態
学的同定法も取りあげる．

【到達目標】病気の原因と発生機序について細胞レベル，組織レベル，個体レベ
ルの変化と関連させて理解できることを目標とする．

【授業計画】
1.肉眼変化と組織学的変化
2.組織学的変化と超微形態的変化
3.種々の細胞障害
4.炎症における細胞や組織の変化
5.修復機転における細胞や組織の変化
6.環境や栄養による細胞や組織の変化
7.感染症における細胞や組織の変化
8.代謝異常における細胞や組織の変化
9.免疫組織化学の基礎

10.免疫組織化学の応用
11.免疫組織化学における注意点
12. In situ hybridization
13.その他の特殊技術
14.病理形態学の限界
15.将来の病理形態学
16.定期試験

【成績評価】出席状況，受講態度，レポート，定期試験などを総合的に判断する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217044
【連絡先】
⇒香川 (088-633-9065, kagawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

細胞 ·免疫解析学演習 4単位 (選択) 1年
Seminar in Cells and Immunity analytics 細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】細胞 ·免疫解析学の専門的知識および基本的な解析法を理解し，さ
らに研究の進め方や発表 ·討論能力を養う．

【授業概要】輸血や骨髄移植時の適合性に関与する血液型糖鎖抗原の発現と，免
疫細胞の分化・機能の解析に必要な検査技術に関する文献を講読し，発表 ·討
論を行う．

【到達目標】細胞 ·免疫解析学の専門的知識および基本的な解析法を理解し，さ
らに研究の進め方や発表 ·討論能力を養う．

【授業計画】
1.細胞膜上の血液型糖鎖抗原の発現に関する英語論文抄読 (4回)
2.免疫細胞の分化・機能解析に関する英語論文抄読 (4回)
3.免疫生物学「原書第 5 版」輪読 (8回)

【成績評価】授業における発表 ·討論等により評価する．
【教科書】参考書:免疫生物学「原書第 5 版」, 監修:笹月健彦, 南江堂
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217049
【連絡先】
⇒細井 (633-9062, hosoi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
火曜日(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

細胞 ·免疫解析学特論 2単位 (選択) 1年
Topics in Cells and Immunity analytics 細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】臨床 ·研究で活用できる細胞 ·免疫解析学の専門的知識 ·免疫学的解
析法や遺伝子診断法の基礎的技術を理解させる．

【授業概要】生体における免疫システムである自己 ·非自己認識に関与する細胞
表面抗原の変化や血液細胞の分化 ·機能を解明するための各種解析技術および
その意義について，特に輸血や移植免疫反応において重要である血液型糖鎖
抗原や免疫細胞の解析から講義する．

【到達目標】臨床 ·研究で活用できる細胞 ·免疫解析学の専門的知識 ·免疫学的解
析法や遺伝子診断法の基礎的技術を理解する．

【授業計画】
1.免疫学の基本概念 (1)
2.免疫学の基本概念 (2)
3.生体防御と自然免疫
4.血液細胞の分化 ·機能
5.輸血および移植における免疫反応 (1)
6.輸血および移植における免疫反応 (2)
7.血液型糖鎖抗原 (1)
8.血液型糖鎖抗原 (2)
9.血液型糖鎖抗原の解析法

10.免疫細胞の機能発現 (1)
11.免疫細胞の機能発現 (2)
12.免疫細胞の機能解析法
13.細胞工学の基礎 (1)
14.細胞工学の基礎 (2)
15.細胞工学の基礎 (3)
16.まとめ

【成績評価】レポートおよび受講態度等から総合的に評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217050
【連絡先】
⇒細井 (633-9062, hosoi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
火曜日(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

感染制御 ·遺伝子検査学演習 4単位 (選択) 1年
Exercise in Molecular Medical Microbiology and Infectious Deseases 小野恒子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】医学 ·医用検査学領域における感染制御と遺伝子検査の全体像を把
握する．

【授業概要】病原細菌の発症のメカニズムと遺伝子検査法に関する学術論文を読
み，特論の内容理解と病原微生物の研究のための基礎知識を学ぶ．

【到達目標】細菌の病原性に関する欧文の研究論文を読み，感染制御 ·遺伝子検
査について理解する．

【授業計画】
1. Molecular Cloning輪読 1
2. Molecular Cloning輪読 2
3. Molecular Cloning輪読 3
4. Molecular Biology of the Gene輪読 1
5. Molecular Biology of the Gene輪読 2
6. Molecular Biology of the Gene輪読 3
7.英語論文抄読 1
8.英語論文抄読 2
9.英語論文抄読 3

10.英語論文抄読 4
11.英語論文抄読 5
12.英語論文抄読 6
13.英語論文抄読 7
14. Presentation1
15. Presentation2

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217023
【連絡先】
⇒小野 (088-633-9061, ono@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

感染制御 ·遺伝子検査学特論 2単位 (選択) 1年
Molecular Analysis in Medical Microbiology and Infectious Diseases 小野恒子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】感染症の発症のメカニズムを理解し，疾病の予防と診断法の開発 ·
研究法について学ぶ．

【授業概要】病原微生物の病原性発現のメカニズムの分子遺伝学的解析法と感染
制御に関する研究について理解する．

【到達目標】主要な病原細菌の遺伝子検査法の原理と病原遺伝子発現機構につい
て理解し，新しい臨床検査技術開発のための知識を修得する．

【授業計画】
1.細菌遺伝子検査序論
2.菌種特異的遺伝子解析について 1
3.菌種特異的遺伝子解析について 2
4.菌種特異的遺伝子解析について 3
5.菌種特異的遺伝子解析について 4
6.感染制御序論
7.病原性に関与する遺伝子発現とその制御 1
8.病原性に関与する遺伝子発現とその制御 2
9.病原性に関与する遺伝子発現とその制御 3

10.病原性に関与する遺伝子発現とその制御 4
11.細菌の抗菌薬感受性に関する分子遺伝学的アプローチ 1
12.細菌の抗菌薬感受性に関する分子遺伝学的アプローチ 2
13.細菌の抗菌薬感受性に関する分子遺伝学的アプローチ 3
14.細菌の抗菌薬感受性に関する分子遺伝学的アプローチ 4
15.まとめ

【成績評価】レポートおよび受講態度等を総合的に評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217024
【連絡先】
⇒小野 (088-633-9061, ono@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

生殖補助医療学演習 4単位 (選択) 1年
Exercise in Artificial Reproductive Technology 安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，梅野真由美 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】生殖補助医療等に関する最新の論文を読み，科学的な思考法を理解
し，仮説の立て方や研究計画の立案さらにデータの分析の実際を具体的に修
得する．

【授業概要】生殖補助医療ならびに不妊症学に関する最新の論文を読ませ，仮説
の立て方，研究計画の立案およびその実証法などを理解する．

【先行科目】『生殖補助医療学特論』(1.0)

【到達目標】仮説を立て，研究計画を立案できる
【授業計画】

1.研究テーマに関する英語論文を購読する
2.研究計画を立案する

【成績評価】立案した研究計画書を評価する
【参考書】Fertility and Sterility, Human Reproduction, Biology of Reproduction
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217034
【連絡先】
⇒安井 (yasui@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒梅野 (088-633-9067, umeno@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

生殖補助医療学特論 2単位 (選択) 1年
Artificial Reproductive Technology 安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，梅野真由美 ·准教授 /保健学専攻

【授業目的】精子，卵子ならびに胚の形態，特性および形成発育過程を理解する
とともに，生殖補助医療を実施するために必要な培養法，凍結保存法，顕微
授精法に関する基礎知識を修得する．

【到達目標】精子，卵子ならびに胚の形態，特性および形成発育過程を述べるこ
とができる．生殖補助医療を実施するために必要な培養法，凍結保存法，顕
微授精法に関する基礎知識を理解している．

【授業計画】
1.卵子の形態と特質
2.卵子の形成過程と細胞周期
3.精子の形態と受精能獲得
4.受精過程
5.胚の初期発生
6.全能性と分化
7.精子の培養法
8.採卵法と成熟卵の形態
9.体外受精法

10.精子と卵の凍結保存
11.胚の凍結保存法
12.顕微授精法
13.卵の体外成熟培養
14.卵の人工的活性化
15.無精子症に関する遺伝子検査
16.試験

【成績評価】口頭試問
【再試験】再試験を実施する
【教科書】生命の誕生に向けて 生殖補助医療 胚培養の理論と実際 日本哺乳動物
卵子学会編 近代出版

【参考書】新しい生殖医療技術のガイドライン 日本不妊学会編 金原出版
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217035
【連絡先】
⇒安井 (yasui@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒梅野 (088-633-9067, umeno@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

先端医療技術・支援学特別研究 12単位 (必修) 2年
Research in Advanced Medical Technology 小野恒子 ·教授 /保健学専攻，近藤和也 ·教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻，齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

香川典子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】高度化した疾病の診断や病態解析を行う高度専門家教育を目的と
する．

【授業概要】高度専門化教育のために，生理機能解析学，病理解析学，細胞・免
疫解析学，感染制御・遺伝子検査学，生殖補助医療学等の研究手法を用いて
新しい検査法や解析法の開発と研究に関する指導を行う．

【到達目標】高度化した疾病の診断や病態解析を行う高度専門家教育を目標と
する．

【授業計画】
1.生理学的手法を用いた生体機能の解析から，種々の疾患の病態解明や心
血管事故予防につながる研究・指導を行う，(斎藤)

2.感染症の分子遺伝学的手法による迅速診断法およびバイオフィルムの抗
菌薬抵抗性獲得機構に関する研究・指導を行う．(小野)

3.手術や剖検で得られた材料をもとに病理組織学的，免疫組織化学的検討
を行い，病態解析に関する研究・指導を行う．(香川)

4.生殖補助医療の臨床成績を向上するために，臨床応用可能な卵のたいがい
成熟培養法や卵の活性化法の開発に関わる基礎研究・指導を行う．(山野)

5.輸血・免疫反応において重要な血液型糖鎖抗原の発現機構および免疫細
胞の細胞内Ca2+シグナル伝達機構とその機能発現について研究・指導を
行う．(細井)

6.種々の臨床検査情報に基づく基準範囲に関する研究を行う．また ITを用
いるマルチメディア教材の開発に関する研究・指導を行う．(西田)

7. 1)吸入発癌物質の発癌過程を解明するため，クロム工場の労働者の肺癌
や前癌病変のがん関連遺伝子やDNA修復遺伝子の解析，2)肺癌のリンパ
節転移の機序を解明するため，肺癌細胞株を同所性に移植した SCIDマウ
スモデルを作成し，癌のリンパ管新生やリンパ行性転移因子の同定・解
析，3)胸腺腫の悪性度を評価する指標の同定・解析，などについて研究・
指導を行う．(近藤)

【成績評価】研究に対する姿勢や態度，発表を総合的に評価する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217015
【連絡先】
⇒齋藤 (088-633-9064, saito@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 火曜日午後(15:00-1700))

⇒西田 (088-633-9060, nishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒香川 (088-633-9065, kagawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail

⇒小野 (088-633-9061, ono@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒細井 (633-9062, hosoi@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
火曜日(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

腫瘍制御学特論 2単位
近藤和也 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】悪性腫瘍の生物学的特性 (発癌・浸潤・転移など)の基本的知識を教授
【授業概要】悪性腫瘍の生物学的特性 (発癌・浸潤・転移など)の基本的知識を教
授および論文を講読する．さらに，その知識に基づいた悪性腫瘍の新しい診
断及び治療法の開発を目指した教育を行う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216977
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士前期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

腫瘍制御学演習 4単位
近藤和也 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】悪性腫瘍の新しい診断及び治療法の開発のために，分子生物学的手
法を理解し，学ぶ．

【授業概要】悪性腫瘍の発癌・浸潤・転移のメカニズムを理解し，悪性腫瘍の新
しい診断及び治療法の開発のために，論文の講読と研究計画の立案および実
証の方法について指導する．

【キーワード】悪性腫瘍，発がん，分子生物学，診断法，治療法
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216976
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第2章

博士後期課程



保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

保健学専攻—看護学領域授業概要
•全専攻系共通カリキュラム科目
生命倫理概論 . . .片桐・北村・寺尾・中條・水口 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 109

臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・福森・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 110

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 . . .有澤・伊藤・上村・山内・谷岡・德村・日野出・森口・楊

河 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 111

英語論文作成法 . . .冨田・梶・福井・中屋・岡崎・長篠・福井・カルビ / 1 年 (後期) . . . . . . . 112

•各専攻系間の共通カリキュラム科目
ヒューマンサイエンス (形態と機能) . . .六反・河合・増田 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . 113

微生物 ·免疫学実習 . . .三宅・足立・安友・小野・桑原・内山・前川・弘田 / 1 年 (後期) . . . .114

臨床医科学概論 . . .梶・伊東・添木・土井・坂東・中條・河野・武田・齋藤 / 1 年 (前期) . . . . 115

•保健学専攻共通科目
先端保健医療学 . . .多田・友竹・上野・安井 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 116

•保健学専攻専門科目
看護学研究方法論 . . .葉久・多田・關戸・田村・川西 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 117

臨床試験学 . . .近藤・楊河 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 118

医用情報解析学 . . .長篠・吉永・近藤 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 119
分子解析法 . . .小野・細井 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 120

生涯健康支援看護学特講 . . .川西・關戸・多田・田村 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 121

生涯健康支援看護学特講演習 . . .川西・關戸・多田・田村 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 122

生涯健康支援看護学特別研究 . . .川西・關戸・多田・田村 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 123

成育医療学特講 . . .前田・山内・二宮・安井・友竹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 124

成育医療学特講演習 . . .前田・山内・二宮・友竹・安井 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 125
成育医療学特別研究 . . .安井・友竹 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 126
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

生命倫理概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to Biological Ethics 片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218234
【連絡先】

⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒北村 (口腔顎顔面形態学分野教授室, 088-633-7319, kitamura@dent.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 前後期:金曜日 12時 ∼ 13時)
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中條 (088-633-7366, nakajo@dentclin.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7212, minakuti@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，山本真由美 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
境泉洋 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，福森崇貴 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部

三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 (1) / パーソナリティの査定法 (福森)
3.心理療法・カウンセリングとは (福森)
4.心理療法の基礎 (1) / 精神分析 (福森)
5.臨床心理学の測定方法 (2) / 知能，発達の査定法 (山本)
6.心理療法の基礎 (2) / 分析心理学，クライエント中心療法 (山本)
7.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
8.行動理論と行動療法 (境)
9.認知療法 / うつ病 (境)

10.認知行動療法 / 不安障害 (境)
11.臨床心理的地域援助の基礎と実際 / ひきこもりに焦点を当てて (境)
12.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
13.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
14.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】対面講義，e-learningとも受講とレポート提出を以て出席扱い．対面
講義の場合，授業内の 15分間で書く「出席・質問票・ミニレポート」の提出
を以て，e-learningの場合，視聴記録 (受講)とMLSオンラインのレポート提
出を以て出席とみなす．どちらのレポート課題とも「講義内容をA4一枚でま
とめる」．出席が三分の二以上の受講生が評価対象者

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218235
【連絡先】

⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218231
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

英語論文作成法 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター

長篠博文 ·教授 /保健学専攻，福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，カルビブカサ ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

7.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
8.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

9.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
10.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
11.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

12.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

13.研究の区切りとしての論文作成 I (担当者: 福井裕行)
14. II

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218236
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

ヒューマンサイエンス (形態と機能) 2単位 (選択) 1年 (前期)

Human Science (Basic human science from structure to function) 六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，河合智子 ·講師
増田清士 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】生体を構成する組織や器官の構造と働きを理解するため，基本的な
生体物質と細胞についての講義をし，細胞レベルから見たからだの働きにつ
いて理解させる．

【授業概要】細胞の基本構造と機能，遺伝子からタンパク質を合成する仕組み，
細胞の情報伝達，細胞の増殖 ·分化 ·死の分子機構，受精，発生について講義
を行い，メデイカルサイエンス研究を行うための基礎細胞生物学についての
講義を行う．

【授業計画】
1.授業ガイダンス
2. DNAと染色体
3. DNAの複製，修復，組み替え
4. DNAからタンパク質へ
5.遺伝子発現の調節
6.膜の構造
7.膜輸送
8.ミトコンドリア
9.細胞内輸送

10.細胞の情報伝達
11.細胞骨格
12.細胞周期と細胞死
13.細胞分裂
14.遺伝学
15.細胞のストレス応答
16.総括授業

【成績評価】出席状況，筆記試験，又はレポート等により評価する．
【教科書】エッセンシャル細胞生物学
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217008
【連絡先】
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこない
ます))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

微生物 ·免疫学実習 2単位 (選択) 1年 (後期)

A Training of Microbiology and Immunology 三宅洋一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，足立昭夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
安友康二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，桑原知巳 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

内山恒夫 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，前川洋一 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，弘田克彦 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】微生物の取り扱いの基本，及び免疫学的実験法の基本を学ぶ
【授業概要】細菌 ·ウイルス ·寄生虫などを対象に，病原微生物の基本的な取り扱
い方法，同定法，培養法について実験を行う．また，宿主に誘導される免疫
反応を測定する．これらの実習を通じて，各実験法並びに実験科学の基本を
教育する．

【履修上の注意】1．病原微生物実習室で行うので，それ専用の自分の白衣とスリッ
パ (上履き)を持参のこと (桑原知巳)． 2．白衣と筆記用具を持参のこと (三宅
洋一郎 ·弘田克彦)．

【授業計画】
1. (1˜4)細菌学実験の基本操作と常在菌や病原菌の分離 (桑原知巳) / 培地の
作製と培養，滅菌 ·消毒法，無菌操作などの基本的手技を学び，常在菌や
病原菌の分離 ·同定を行い，身近な細菌の性状を理解する．

2. (5, 6)分子ウイルス学的解析法 1(足立昭夫)バイオハザードや分子遺伝学
等，現代ウイルス学の基礎知識を習得するとともに基本的技能について
学ぶ．

3. (7, 8)分子ウイルス学的解析法 2(内山恒夫)ウイルスの同定法やウイルス
感染の解析法に関する知識を習得し，その基本的手技について学習する．

4. (9,10)リンパ球活性化機構 (安友康二)リンパ球の分離方法の基本的手技
と，その活性化測定方法を学ぶ．

5. (11)マラリア原虫の診断 (前川洋一)マラリア原虫の分類とその鑑別方法
を学ぶ．

6. (12˜14)口腔常在菌とバイオフィルム (三宅洋一郎 ·弘田克彦)口腔常在菌
の分離培養 ·同定などに関する基本的手技と，細菌バイオフィルムの作成
法及びそれを用いた各種の実験法を学ぶ．

7. (15)細菌感染症の分子遺伝学的検出法 (小野恒子)菌種特異的遺伝子マー
カーを用いた細菌の検出と定量法について学ぶ．

【成績評価】出席率と実習レポートによる．
【再試験】(再試験)実習なので再試験はしない． 出席率が 60%に満たない学生
は，受講しなかった実習を，次学年後期に追加して受けること．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217022
【連絡先】
⇒三宅 (088-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 8:00∼ 8:45(e-mailでも対応します))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

臨床医科学概論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217052
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

先端保健医療学 2単位 (選択) 1年
Advance health sciences 多田敏子 ·教授 /保健学専攻，友竹正人 ·教授 /保健学専攻，上野淳二 ·教授 /保健学専攻，安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】本科目を受講することにより保健医療学の課題を理解し，将来展望
を考える．

【授業概要】保健学専攻の 2領域の先端的なトピックス及びそれぞれの領域では
区分しにくい学際性の強い総合的な領域のトピックスに関し，講義を行う．ま
た内外の著名な講師を招いて講演を行う．

【キーワード】健康，保健医療学，先端医療
【履修上の注意】積極的に課題をもって臨むこと
【到達目標】保健医療学における課題を理解する
【授業計画】

1.こころの病気の分子保健医療学について (友竹正人)
2.こころの病気の分子薬理学について (友竹正人)
3.医療における情報化について (上野淳二)
4.医療における情報化について (上野淳二)
5.更年期における医療学 (安井敏之)
6.生殖医療における医療学 (安井敏之)
7. 1次予防を中心とした健康課題について解説する (多田)
8. QOL評価の課題を解説する (多田)
9.研究検討 1(友竹正人)

10.研究検討 2(上野淳二)
11.研究検討 3(新任教員)
12.研究検討 4(多田敏子)
13.討論 1
14.討論 2
15.まとめ

【成績評価】講義時に出した課題のレポート (多田)
【参考書】随時紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217010
【連絡先】
⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 毎週火曜日16:00以降)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

看護学研究方法論 2単位
Nursing scientific research methodology 葉久真理 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，田村綾子 ·教授 /保健学専攻

川西千恵美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】看護学研究方法を探究する．
【キーワード】看護学，研究
【関連科目】『生涯健康支援看護学特講』(0.5)，『生涯健康支援看護学特講演習』

(0.5)，『生涯健康支援看護学特別研究』(0.5)
【授業計画】

1.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

2.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

3.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

4.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

5.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

6.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
7.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
8.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
9.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

10.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

11.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

12.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
13.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
14.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
15.看護学研究における介入研究を中心に理論の活用について教授する (川西)
16.看護学研究における介入研究を中心に理論の活用について教授する (川西)

【成績評価】レポートや授業中の参加度による
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217045
【連絡先】
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: メールで連絡下さい．調整します．)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

臨床試験学
近藤和也 ·教授 /保健学専攻，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】「臨床試験」の目的，内容について及びCRC(臨床試験コーディネー
ター)の仕事について教授する．

【授業概要】新しい「薬」を開発するためには，「薬の候補物質」について動物で
効果や毒性を調べるだけでなく，人での効き目 (有効性)や副作用 (安全性)を
確認する必要がある．人での有効性や安全性について調べる試験を一般に「臨
床試験」と呼んでいる．「臨床試験」の目的，内容について教授する． Clinical
Research Coordinator CRC(臨床試験コーディネーター)とは，臨床試験が適正
かつ円滑に実施できるようサポートする専門で，主に看護師，薬剤師，検査
技師で構成されておる．CRCの仕事についても教授する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217055
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

医用情報解析学
長篠博文 ·教授 /保健学専攻，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，近藤正 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】保健学研究における多様な観点から生体情報の解析原理・方法を学
び，研究方法の新しいアイデアを想起する能力や幅広い問題解決能力を養う．
▼制御理論の概念，制御システムの基本的解析方法から高度な解析手法まで
総括的に講述し，その生体信号の計測・情報処理への応用について解説する．
(長篠) ▼サーカディアンリズムおよびシナプス結合神経振動子系の数理モデ
ルにみられる振動応答の解析方法を講述する．非線形力学系の定性的分岐理
論を基盤とした解析を動的力学系モデルに適用し，生体リズムの周期的振動
やカオス現象などの発現メカニズムが理解できることを解説する．(吉永) ▼
医用画像データの解析を目的とした人工ニューラルネットワーク理論や人工
知能技術について解説し，これらの技術を用いた各種臓器の三次元医用画像
解析について解説する．(近藤)

【関連科目】『医用情報工学特講』(0.5)
【授業計画】

1.状態方程式と伝達関数 (長篠)
2.神経回路モデルの状態方程式とその解析 (長篠)
3.安定性と安定判別法 (長篠)
4.システムの安定化 (1)(長篠)
5.システムの安定化 (2)(長篠)
6.非線形力学系と生体モデル (吉永)
7.連続時間力学系理論 (1) (吉永)
8.連続時間力学系理論 (2) (吉永)
9.連続時間力学系の解析手法 (吉永)

10.生体モデルの解析 (吉永)
11. 3次元医用画像処理 (1)(近藤)
12. 3次元医用画像処理 (2)(近藤)
13.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (1)(近藤)
14.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (2)(近藤)
15.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (3)(近藤)
16.まとめ

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217021
【連絡先】
⇒長篠 (A312, 088-633-9025, nagasino@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 毎週水曜16∼ 17時，19時∼ 20時 保健学科A棟3階長篠教員
研究室)

⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok
ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)

⇒近藤 (088-633-9024, kondo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

分子解析法
小野恒子 ·教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】先進的な保健医療技術の研究開発に必須である個々の遺伝子・蛋白
の解析および網羅的なゲノム及びプロテオミクス解析等の手法を習得させる．

【授業計画】
1. (小野担当) 遺伝子・タンパク質及びRNAの微量定量法および遺伝子変異
の検出法を習得させ，感染症や遺伝子多型に基づく疾患の診断に役立つ
手法を教授する．

2. (細井担当)細胞機能をmRNA発現による遺伝子解析およびフローサイト
メーターを用いた細胞表面抗原の解析から解説し，遺伝子・蛋白レベル
での解析法を教授する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217018
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

生涯健康支援看護学特講 2単位
Theory of throughout the life healthy support nursing 川西千恵美 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻

田村綾子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】生涯にわたる健康生活を支援するために必要な基盤となる理論や看
護方略の開発や評価について探究する．

【授業概要】生涯にわたる健康生活を支援するために必要な基盤となる理論や看
護技術の科学的根拠及び対象者の保健行動を支援するための学習支援方略の
開発や評価，支援する看護師の育成方法の開発や評価について探究する．さ
らに，脳・神経系疾患や手術により健康を障害された人に対する回復支援方
法及び地域における健康生活を支援するヘルスケアシステムの構築や実践の
評価方法の開発・検証・実践の方法論を探究する．

【キーワード】看護学，健康，生活の質
【先行科目】『看護学研究方法論』(1.0)

【関連科目】『生涯健康支援看護学特別研究』(0.5)，『生涯健康支援看護学特講
演習』(0.5)，『先端保健医療学』(0.5)

【履修上の注意】課題をもって参加すること
【到達目標】各自の研究課題に関連付けることができる
【授業計画】

1.生涯にわたる健康生活を支援するために必要な基盤となる理論や看護技
術の科学的根拠を教授する (川西)

2.生涯にわたる健康生活を支援するために必要な基盤となる理論や看護技
術の科学的根拠を教授する (川西)

3.生涯にわたる健康生活を支援するために必要な基盤となる理論や看護技
術の科学的根拠を教授する (川西)

4.生涯にわたる健康生活を支援するために必要な基盤となる理論や看護技
術の科学的根拠を教授する (川西)

5.対象者の保健行動を支援するために基盤となる学習支援方略の開発や評
価，支援する看護師の育成方法の開発や評価について教授する (関戸)

6.対象者の保健行動を支援するために基盤となる学習支援方略の開発や評
価，支援する看護師の育成方法の開発や評価について教授する (関戸)

7.対象者の保健行動を支援するために基盤となる学習支援方略の開発や評
価，支援する看護師の育成方法の開発や評価について教授する (関戸)

8.対象者の保健行動を支援するために基盤となる学習支援方略の開発や評
価，支援する看護師の育成方法の開発や評価について教授する (関戸)

9.地域における健康生活を支援するためのヘルスケアモデルやケアの目標
である QOLについて教授する (多田)

10.地域における健康生活を支援するためのヘルスケアモデルやケアの目標
である QOLについて教授する (多田)

11.地域における健康生活を支援するためのヘルスケアモデルやケアの目標
である QOLについて教授する (多田)

12.地域における健康生活を支援するためのヘルスケアモデルやケアの目標
である QOLについて教授する (多田)

13.地域における健康生活を支援するためのヘルスケアモデルやケアの目標
である QOLについて教授する (多田)

14.中途障害や手術に伴い回復支援が必要な脳・神経系疾患や手術患者の機
能障害予防や回復支援方法の開発・検証・実践の方法論について教授す
る (田村)

15.中途障害や手術に伴い回復支援が必要な脳・神経系疾患や手術患者の機
能障害予防や回復支援方法の開発・検証・実践の方法論について教授す
る (田村)

16.中途障害や手術に伴い回復支援が必要な脳・神経系疾患や手術患者の機
能障害予防や回復支援方法の開発・検証・実践の方法論について教授す
る (田村)

【成績評価】レポートによる
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217037
【連絡先】
⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

生涯健康支援看護学特講演習 2単位
Practice of throughout the life healthy support nursing 川西千恵美 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻

田村綾子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】生涯健康支援看護学特講をふまえて，先行研究を概観し，研究課題
や方法論の理解を深める．

【授業概要】生涯健康支援看護学特講をふまえて，高度に発展，多様化する対象
者の健康に対するニーズに適応でき，QOLの向上に貢献できる理論や看護技
術の活用方法及び保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師
の育成方法について現状を分析し，改善方法を検討する．さらに ，脳・神経
機能障害者や手術後患者の日常生活支援及び地域において生活する人の健康
を支援する制度やシステムに関する先行研究を概観し，研究課題や方法論の
理解を深める．

【キーワード】看護，健康，生活の質
【先行科目】『先端保健医療学』(1.0)，『看護学研究方法論』(1.0)，『生涯健康支
援看護学特講』(1.0)

【関連科目】『生涯健康支援看護学特講』(0.5)，『生涯健康支援看護学特別研究』
(0.5)

【授業計画】
1.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

2.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

3.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

4.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

5.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

6.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

7.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

8.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

9.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

10.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

11.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

12.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

13.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

14.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

15.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

16.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

【成績評価】レポートによる評価
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217039
【連絡先】
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail
⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)
⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

生涯健康支援看護学特別研究 4単位
Research of throughout the life healthy support nursing 川西千恵美 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻

田村綾子 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】生涯健康支援看護学に資する研究を行い，理論や実践方法の探究・
開発につなげる．

【授業概要】健康の維持・増進，疾病の予防や QOLを高めるための支援に資す
る理論や実践技法を探究・開発する．生涯のどの時期においても，その年代
にふさわしい健康な生活を享受できるよう支援するために，その基盤となる
基礎的な研究分野と，支援の実践方法やシステムについて研究する分野から，
生涯健康支援看護学に資する内容に関する研究を指導する．

【キーワード】健康，生活の質，看護
【先行科目】『看護学研究方法論』(1.0)，『生涯健康支援看護学特講』(1.0)，『生
涯健康支援看護学特講演習』(1.0)

【履修上の注意】課題をもって主体的に参加すること
【到達目標】看護学の論文作成
【授業計画】

1.担当教員指導のもとで研究を行う
2.担当教員指導のもとで研究を行う
3.担当教員指導のもとで研究を行う
4.担当教員指導のもとで研究を行う
5.担当教員指導のもとで研究を行う
6.担当教員指導のもとで研究を行う
7.担当教員指導のもとで研究を行う
8.担当教員指導のもとで研究を行う
9.担当教員指導のもとで研究を行う

10.担当教員指導のもとで研究を行う
11.担当教員指導のもとで研究を行う
12.担当教員指導のもとで研究を行う
13.担当教員指導のもとで研究を行う
14.担当教員指導のもとで研究を行う
15.担当教員指導のもとで研究を行う

【成績評価】論文及び口頭発表により評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217036
【連絡先】

⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

成育医療学特講
前田和寿 ·准教授 /病院，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，二宮恒夫 ·教授 /保健学専攻，安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

友竹正人 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】子どもの虐待を理解し，その発症予防や親への支援のための知識を
修得する (二宮)．こころの病気を理解し，心理的なケアや支援の方法に関す
る知識を習得すること (友竹)．

【授業概要】子どもの虐待について，後遺症としての重篤なこころの発達の歪み，
継続的家族支援の困難性などを教授し，予防の重要性を述べる (二宮)．ここ
ろの病気に関する知識と治療やケアの実際について教授する (友竹)．

【キーワード】子どもの虐待 (二宮)
【到達目標】

1.子どもの虐待のこころの発達への後遺症を理解し，改善するための心理療
法を理解する．また，親に対する適切な支援，ならびに家族の再統合に向
けた支援方法を理解する (二宮)．

2.こころの病気について適切に理解し，その対応方針を考えることができる
ようになること (友竹)．

【授業計画】
1.子どもの虐待の生涯にわたるこころの発達への影響 (二宮)
2.虐待後遺症の心理療法 (二宮)
3.親とその家族への対応 (二宮)
4.虐待への社会的支援体制の現状と課題 (二宮)
5.教育，保健，福祉機関との連携支援のあり方 (二宮)
6.虐待の 1次予防体制の強化と充実 (二宮)

【成績評価】小テストにて評価する (二宮)．授業での議論内容を中心に総合的に
評価する (友竹)．

【教科書】適時プリントにて教授する (二宮)．
【参考書】研究室の虐待に関する図書，学会雑誌を参考にしてほしい (二宮)．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217026
【連絡先】
⇒ ninomiya@medsci.tokushima-u.ac.jp (オフィスアワー: 二宮教員研究室(
保健学科3階)，昼食時あるいは17時∼ 18時)

⇒ (友竹の連絡先)tomotake@medsci.tokushima-u.ac.jp
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

成育医療学特講演習
前田和寿 ·准教授 /病院，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，二宮恒夫 ·教授 /保健学専攻，友竹正人 ·教授 /保健学専攻

安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】子どもの虐待の社会的支援体制，支援方法を学習する (二宮)．ここ
ろの病気に関する知識の習得と正しい対応方法について学習すること (友竹)．

【授業概要】子どもの虐待に関し，施設訪問，家庭訪問，事例検討会への参加な
どにより，社会的支援体制，支援方法を学ぶ (二宮)．こころの病気について事
例検討なども行いながら，正しい知識と対応方法を学ぶ (友竹)．

【キーワード】子どもの虐待 (二宮)
【先行科目】『成育医療学特講』(1.0)

【到達目標】
1.子どもの虐待の社会的支援体制，支援方法を修得する (二宮)．
2.こころの病気を適切に理解し，正しい対応方針を習得すること (友竹)．

【授業計画】
1.施設訪問による被虐待児の日常行動の観察 (二宮)
2.家庭訪問による親支援への同伴 (二宮)
3.親のカウンセリングに同席 (二宮)
4.事例検討会への参加 (二宮)
5.医療・保健・福祉関係者との連携支援のための会への参加 (二宮)
6.虐待 1次予防とその連携システムの実態を知る (二宮)

【成績評価】小テストと日頃の演習態度にて評価する (二宮)．演習での議論など
を通じて総合的な評価を行う (友竹)．

【教科書】適時資料を提供する (二宮)．
【参考書】研究室の参考図書を利用してほしい (二宮)．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217027
【連絡先】
⇒ ninomiya@medsci.tokushima-u.ac.jp (オフィスアワー: 看護学講座教員研
究室(二宮)(保健学B棟3階)，昼食時あるいは17時∼ 18時)

⇒ (友竹の連絡先)tomotake@medsci.tokushima-u.ac.jp
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 看護学領域

成育医療学特別研究 4単位
安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，友竹正人 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】(友竹の担当内容)こころの病気や不調のメカニズムについて，発達
理論や認知行動理論などの基礎理論に立脚しながら，主として心理学的手法を
用いた研究を行い，病態の解明と有効な治療法や支援法の確立を目指すこと．
(安井の担当内容)更年期にみられる諸症状に対して，予防や治療および支援
によって，その後の生活の QOLに与える影響を明らかにすることを目指す

【授業概要】(友竹の担当内容)うつ病，摂食障害，不安障害，適応障害，発達障
害などのこころの病気や不調について，主として心理学的手法を用いて研究
し，病態の解明を目指す． (安井の担当内容)更年期にみられる更年期症状や
エストロゲン欠乏症状に対して，どのような予防や治療および支援がトータ
ルヘルスケアとして重要かを研究する．同時に女性の一生における更年期の
意味を研究する．

【到達目標】
1. (友竹の担当内容)心の病気や不調のメカニズムの解明と有効な治療法や支
援法の開発に貢献すること．

2. (安井の担当内容)更年期にみられる諸症状に対して，予防や治療および支
援によって，その後の生活の QOLに与える影響を検討すること

【授業計画】
1. 1．研究テーマについて入念な打ち合わせを行う，2．研究にあたって倫
理的な問題を検討する，3．研究開始後は自主的に研究活動を行う，4．適
宜，研究の進行状況について話し合う，5．論文作成について話し合う．

【成績評価】以下の項目について評価を行う．1．研究計画の整合性，2．倫理性，
3．考察の論理性，4．結論の妥当性，5．研究の貢献度．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217025
【連絡先】
⇒ (友竹の連絡先)tomotake@medsci.tokushima-u.ac.jp
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

保健学専攻—医用情報科学領域授業概要
•全専攻系共通カリキュラム科目
生命倫理概論 . . .片桐・北村・寺尾・中條・水口 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 128

臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・福森・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 129

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 . . .有澤・伊藤・上村・山内・谷岡・德村・日野出・森口・楊

河 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 130

英語論文作成法 . . .冨田・梶・福井・中屋・岡崎・長篠・福井・カルビ / 1 年 (後期) . . . . . . . 131

•各専攻系間の共通カリキュラム科目
ヒューマンサイエンス (形態と機能) . . .六反・河合・増田 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . 132

微生物 ·免疫学実習 . . .三宅・足立・安友・小野・桑原・内山・前川・弘田 / 1 年 (後期) . . . .133

臨床医科学概論 . . .梶・伊東・添木・土井・坂東・中條・河野・武田・齋藤 / 1 年 (後期) . . . . 134

•保健学専攻共通科目
先端保健医療学 . . .多田・友竹・上野・安井 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135

•保健学専攻専門科目
看護学研究方法論 . . .葉久・多田・關戸・田村・川西 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 136

臨床試験学 . . .近藤・楊河 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 137

医用情報解析学 . . .長篠・吉永・近藤 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 138
分子解析法 . . .小野・細井 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 139

医用情報工学特講 . . .長篠・吉永・近藤 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 140

医用情報工学特講演習 . . .長篠・吉永・近藤 / 1 年 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

生命倫理概論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Introduction to Biological Ethics 片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218234
【連絡先】

⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒北村 (口腔顎顔面形態学分野教授室, 088-633-7319, kitamura@dent.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 前後期:金曜日 12時 ∼ 13時)
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中條 (088-633-7366, nakajo@dentclin.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7212, minakuti@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，山本真由美 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
境泉洋 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，福森崇貴 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部

三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 (1) / パーソナリティの査定法 (福森)
3.心理療法・カウンセリングとは (福森)
4.心理療法の基礎 (1) / 精神分析 (福森)
5.臨床心理学の測定方法 (2) / 知能，発達の査定法 (山本)
6.心理療法の基礎 (2) / 分析心理学，クライエント中心療法 (山本)
7.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
8.行動理論と行動療法 (境)
9.認知療法 / うつ病 (境)

10.認知行動療法 / 不安障害 (境)
11.臨床心理的地域援助の基礎と実際 / ひきこもりに焦点を当てて (境)
12.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
13.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
14.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】対面講義，e-learningとも受講とレポート提出を以て出席扱い．対面
講義の場合，授業内の 15分間で書く「出席・質問票・ミニレポート」の提出
を以て，e-learningの場合，視聴記録 (受講)とMLSオンラインのレポート提
出を以て出席とみなす．どちらのレポート課題とも「講義内容をA4一枚でま
とめる」．出席が三分の二以上の受講生が評価対象者

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218235
【連絡先】

⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218231
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

英語論文作成法 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター

長篠博文 ·教授 /保健学専攻，福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，カルビブカサ ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

7.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
8.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

9.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
10.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
11.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

12.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

13.研究の区切りとしての論文作成 I (担当者: 福井裕行)
14. II

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218236
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

ヒューマンサイエンス (形態と機能) 2単位 (選択) 1年 (前期)

Human Science (Basic human science from structure to function) 六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，河合智子 ·講師
増田清士 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】生体を構成する組織や器官の構造と働きを理解するため，基本的な
生体物質と細胞についての講義をし，細胞レベルから見たからだの働きにつ
いて理解させる．

【授業概要】細胞の基本構造と機能，遺伝子からタンパク質を合成する仕組み，
細胞の情報伝達，細胞の増殖 ·分化 ·死の分子機構，受精，発生について講義
を行い，メデイカルサイエンス研究を行うための基礎細胞生物学についての
講義を行う．

【授業計画】
1.授業ガイダンス
2. DNAと染色体
3. DNAの複製，修復，組み替え
4. DNAからタンパク質へ
5.遺伝子発現の調節
6.膜の構造
7.膜輸送
8.ミトコンドリア
9.細胞内輸送

10.細胞の情報伝達
11.細胞骨格
12.細胞周期と細胞死
13.細胞分裂
14.遺伝学
15.細胞のストレス応答
16.総括授業

【成績評価】出席状況，筆記試験，又はレポート等により評価する．
【教科書】エッセンシャル細胞生物学
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217008
【連絡先】
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこない
ます))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

微生物 ·免疫学実習 2単位 (選択) 1年 (後期)

A Training of Microbiology and Immunology 三宅洋一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，足立昭夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
安友康二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，桑原知巳 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

内山恒夫 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，前川洋一 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，弘田克彦 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】微生物の取り扱いの基本，及び免疫学的実験法の基本を学ぶ
【授業概要】細菌 ·ウイルス ·寄生虫などを対象に，病原微生物の基本的な取り扱
い方法，同定法，培養法について実験を行う．また，宿主に誘導される免疫
反応を測定する．これらの実習を通じて，各実験法並びに実験科学の基本を
教育する．

【履修上の注意】1．病原微生物実習室で行うので，それ専用の自分の白衣とスリッ
パ (上履き)を持参のこと (桑原知巳)． 2．白衣と筆記用具を持参のこと (三宅
洋一郎 ·弘田克彦)．

【授業計画】
1. (1˜4)細菌学実験の基本操作と常在菌や病原菌の分離 (桑原知巳) / 培地の
作製と培養，滅菌 ·消毒法，無菌操作などの基本的手技を学び，常在菌や
病原菌の分離 ·同定を行い，身近な細菌の性状を理解する．

2. (5, 6)分子ウイルス学的解析法 1(足立昭夫)バイオハザードや分子遺伝学
等，現代ウイルス学の基礎知識を習得するとともに基本的技能について
学ぶ．

3. (7, 8)分子ウイルス学的解析法 2(内山恒夫)ウイルスの同定法やウイルス
感染の解析法に関する知識を習得し，その基本的手技について学習する．

4. (9,10)リンパ球活性化機構 (安友康二)リンパ球の分離方法の基本的手技
と，その活性化測定方法を学ぶ．

5. (11)マラリア原虫の診断 (前川洋一)マラリア原虫の分類とその鑑別方法
を学ぶ．

6. (12˜14)口腔常在菌とバイオフィルム (三宅洋一郎 ·弘田克彦)口腔常在菌
の分離培養 ·同定などに関する基本的手技と，細菌バイオフィルムの作成
法及びそれを用いた各種の実験法を学ぶ．

7. (15)細菌感染症の分子遺伝学的検出法 (小野恒子)菌種特異的遺伝子マー
カーを用いた細菌の検出と定量法について学ぶ．

【成績評価】出席率と実習レポートによる．
【再試験】(再試験)実習なので再試験はしない． 出席率が 60%に満たない学生
は，受講しなかった実習を，次学年後期に追加して受けること．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217022
【連絡先】
⇒三宅 (088-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 8:00∼ 8:45(e-mailでも対応します))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床医科学概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217052
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

先端保健医療学 2単位 (必修) 1年 (前期)

Advance health sciences 多田敏子 ·教授 /保健学専攻，友竹正人 ·教授 /保健学専攻，上野淳二 ·教授 /保健学専攻，安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】本科目を受講することにより保健医療学の課題を理解し，将来展望
を考える．

【授業概要】保健学専攻の 2領域の先端的なトピックス及びそれぞれの領域では
区分しにくい学際性の強い総合的な領域のトピックスに関し，講義を行う．ま
た内外の著名な講師を招いて講演を行う．

【キーワード】健康，保健医療学，先端医療
【履修上の注意】積極的に課題をもって臨むこと
【到達目標】保健医療学における課題を理解する
【授業計画】

1.こころの病気の分子保健医療学について (友竹正人)
2.こころの病気の分子薬理学について (友竹正人)
3.医療における情報化について (上野淳二)
4.医療における情報化について (上野淳二)
5.更年期における医療学 (安井敏之)
6.生殖医療における医療学 (安井敏之)
7. 1次予防を中心とした健康課題について解説する (多田)
8. QOL評価の課題を解説する (多田)
9.研究検討 1(友竹正人)

10.研究検討 2(上野淳二)
11.研究検討 3(新任教員)
12.研究検討 4(多田敏子)
13.討論 1
14.討論 2
15.まとめ

【成績評価】講義時に出した課題のレポート (多田)
【参考書】随時紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217010
【連絡先】
⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 毎週火曜日16:00以降)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

看護学研究方法論 2単位 (選択) 1年
Nursing scientific research methodology 葉久真理 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，田村綾子 ·教授 /保健学専攻

川西千恵美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】看護学研究方法を探究する．
【キーワード】看護学，研究
【関連科目】『生涯健康支援看護学特講』(0.5)，『生涯健康支援看護学特講演習』

(0.5)，『生涯健康支援看護学特別研究』(0.5)
【授業計画】

1.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

2.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

3.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

4.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

5.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

6.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
7.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
8.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
9.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

10.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

11.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

12.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
13.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
14.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
15.看護学研究における介入研究を中心に理論の活用について教授する (川西)
16.看護学研究における介入研究を中心に理論の活用について教授する (川西)

【成績評価】レポートや授業中の参加度による
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217045
【連絡先】
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: メールで連絡下さい．調整します．)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床試験学 (選択) 1年
近藤和也 ·教授 /保健学専攻，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】「臨床試験」の目的，内容について及びCRC(臨床試験コーディネー
ター)の仕事について教授する．

【授業概要】新しい「薬」を開発するためには，「薬の候補物質」について動物で
効果や毒性を調べるだけでなく，人での効き目 (有効性)や副作用 (安全性)を
確認する必要がある．人での有効性や安全性について調べる試験を一般に「臨
床試験」と呼んでいる．「臨床試験」の目的，内容について教授する． Clinical
Research Coordinator CRC(臨床試験コーディネーター)とは，臨床試験が適正
かつ円滑に実施できるようサポートする専門で，主に看護師，薬剤師，検査
技師で構成されておる．CRCの仕事についても教授する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217055
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

医用情報解析学 (選択) 1年
長篠博文 ·教授 /保健学専攻，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，近藤正 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】保健学研究における多様な観点から生体情報の解析原理・方法を学
び，研究方法の新しいアイデアを想起する能力や幅広い問題解決能力を養う．
▼制御理論の概念，制御システムの基本的解析方法から高度な解析手法まで
総括的に講述し，その生体信号の計測・情報処理への応用について解説する．
(長篠) ▼サーカディアンリズムおよびシナプス結合神経振動子系の数理モデ
ルにみられる振動応答の解析方法を講述する．非線形力学系の定性的分岐理
論を基盤とした解析を動的力学系モデルに適用し，生体リズムの周期的振動
やカオス現象などの発現メカニズムが理解できることを解説する．(吉永) ▼
医用画像データの解析を目的とした人工ニューラルネットワーク理論や人工
知能技術について解説し，これらの技術を用いた各種臓器の三次元医用画像
解析について解説する．(近藤)

【関連科目】『医用情報工学特講』(0.5)
【授業計画】

1.状態方程式と伝達関数 (長篠)
2.神経回路モデルの状態方程式とその解析 (長篠)
3.安定性と安定判別法 (長篠)
4.システムの安定化 (1)(長篠)
5.システムの安定化 (2)(長篠)
6.非線形力学系と生体モデル (吉永)
7.連続時間力学系理論 (1) (吉永)
8.連続時間力学系理論 (2) (吉永)
9.連続時間力学系の解析手法 (吉永)

10.生体モデルの解析 (吉永)
11. 3次元医用画像処理 (1)(近藤)
12. 3次元医用画像処理 (2)(近藤)
13.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (1)(近藤)
14.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (2)(近藤)
15.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (3)(近藤)
16.まとめ

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217021
【連絡先】
⇒長篠 (A312, 088-633-9025, nagasino@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 毎週水曜16∼ 17時，19時∼ 20時 保健学科A棟3階長篠教員
研究室)

⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok
ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)

⇒近藤 (088-633-9024, kondo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

分子解析法 (選択) 1年
小野恒子 ·教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】先進的な保健医療技術の研究開発に必須である個々の遺伝子・蛋白
の解析および網羅的なゲノム及びプロテオミクス解析等の手法を習得させる．

【授業計画】
1. (小野担当) 遺伝子・タンパク質及びRNAの微量定量法および遺伝子変異
の検出法を習得させ，感染症や遺伝子多型に基づく疾患の診断に役立つ
手法を教授する．

2. (細井担当)細胞機能をmRNA発現による遺伝子解析およびフローサイト
メーターを用いた細胞表面抗原の解析から解説し，遺伝子・蛋白レベル
での解析法を教授する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217018
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

医用情報工学特講 (選択) 1年
Advanced Lecture on Medical Information Engineering 長篠博文 ·教授 /保健学専攻，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，近藤正 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】生体信号の計測・解析用電子情報システム，医用画像診断機器，お
よび医用画像処理システムの開発・改良を目的として，数理科学，信号処理，
非線形科学の理論と先端応用技術をソフトウェア・ハードウェアの両面にわ
たって教授する．脳波解析，コンピュータ支援画像診断，画像再構成，画像領
域分割・認識などを人工神経回路網や離散時間力学系，結合神経振動子など非
線形動的力学系にみられる挙動の医学応用としてとらえ，数理に基づいた医
用情報工学を修得させる．▼医用電子情報システム，特に計測システム，演算
システムを中心にそのグラフィカル開発システムを用いた設計・解析法を修
得させ，コンピュータシステムによるシミュレーションを用いて体験的に理
解させる．更に，生体の高度な機能に学んだ各種の知的情報処理手法につい
て紹介し，脳波の計測・処理・解析への適用を中心に詳説する．(長篠) ▼医
用画像診断機器における画像再構成の数理および非線形力学系の基礎理論を
講述した後，離散時間力学系で記述される逐次的画像再構成，および非線形振
動子の動的時系列パタンに基づく画像領域分割の原理，演算アルゴリズムな
どを基本から最先端の手法まで系統的に教授する．(吉永) ▼マルチスライス
CTやMRIから得られる三次元医用画像を対象にして，最新の人工ニューラ
ルネットワーク (神経回路網)理論や人工知能技術を応用した三次元医用画像
解析システムやコンピュータ支援画像診断 (CAD)システムについて解説し，
これらのシステムに応用されている先端的なディジタル医用画像情報処理技
術について詳説する．(近藤)

【先行科目】『医用情報解析学』(1.0)

【関連科目】『医用情報工学特講演習』(0.5)
【授業計画】

1. LABViewを用いた信号解析システムの開発
2.ニューラルネットワークを用いた脳波時系列データの解析 (1)
3.ニューラルネットワークを用いた脳波時系列データの解析 (2)
4.ニューラルネットワークを用いた EEG信号源の推定 (1)
5.ニューラルネットワークを用いた EEG信号源の推定 (2)
6.医用画像診断・治療機器の原理に用いられる非線形力学系 (1)
7.医用画像診断・治療機器の原理に用いられる非線形力学系 (2)
8.離散時間力学系理論 (1)
9.離散時間力学系理論 (2)

10.離散時間力学系の解析と医用画像診断・治療機器への応用
11.コンピュータ支援診断のためのニューラルネットワークアルゴリズム (1)
12.コンピュータ支援診断のためのニューラルネットワークアルゴリズム (2)

13.人工ニューラルネットワークを用いたコンピュータ支援診断システム (1)
14.人工ニューラルネットワークを用いたコンピュータ支援診断システム (2)
15.人工ニューラルネットワークを用いたコンピュータ支援診断システム (3)
16.まとめ

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216952
【連絡先】
⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok

ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)
⇒長篠 (A312, 088-633-9025, nagasino@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 毎週水曜16∼ 17時，19時∼ 20時 保健学科A棟3階長篠教員
研究室)

⇒近藤 (088-633-9024, kondo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

医用情報工学特講演習 (選択) 1年
Advanced Seminar on Medical Information Engineering 長篠博文 ·教授 /保健学専攻，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，近藤正 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】医用情報工学分野における先端的計測・処理・解析手法，画像再構
成，コンピュータ支援診断，画像領域分割などに関する課題と最近の動向を
把握し，研究を遂行するため，国内外の関連文献の精読・討議を通して問題
を明確にし，研究の計画立案，理論構築方法，実験方法，問題解決方法を修
得させる．▼医用電子情報システムとその生体信号処理・解析への応用，特
に脳波解析に関する課題を扱う．(長篠) ▼医用 X線 CTおよびエミッション
CT装置の画像再構成，および一般的な医用画像における領域分割などに関す
る課題を扱う．(吉永) ▼コンピュータ支援画像診断 (CAD)や三次元医用画像
解析，医用画像認識などに関する課題を扱う．(近藤)

【先行科目】『医用情報工学特講』(1.0)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216953
【連絡先】
⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok

ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)
⇒長篠 (A312, 088-633-9025, nagasino@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 毎週水曜16∼ 17時，19時∼ 20時 保健学科A棟3階長篠教員
研究室)

⇒近藤 (088-633-9024, kondo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床画像診断・解析学特講 2単位 (選択) 1年
前澤博 ·教授 /保健学専攻，画像情報医学分野長 ·教授，上野淳二 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】各種生体情報を収集する方法とその解析法を学び，各種病態に応用
する能力や，その際の問題解決 能力を養うことを目的とする．

【授業概要】放射線生物作用のメカニズムと 低線量生物影響につき教授するとと
もに，診断領域で扱う形態情報，代 謝や機能を含めた各種生体情報を収集す
る方法と，その解析法につき教 授する．

【到達目標】生体情報の収集方法とその解析法を学び，各種病態に応用する能力，
問題解決 能力を養う

【授業計画】
1.放射線生物作用のメカニズムと 低線量生物影響 (前澤)
2.放射線生物作用のメカニズムと 低線量生物影響 (前澤)
3.放射線生物作用のメカニズムと 低線量生物影響 (前澤)
4.放射線生物作用のメカニズムと 低線量生物影響 (前澤)
5.放射線生物作用のメカニズムと 低線量生物影響 (前澤)
6.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
7.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
8.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
9.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)

10.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
11.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
12.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
13.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
14.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)
15.診断領域での各種生体情報を収集とその解析法 (画像情報医学分野長，上野)

【成績評価】授業態度およびレポートにより評価する
【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217053
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

臨床画像診断・解析学特講演習 2単位 (選択) 1年
前澤博 ·教授 /保健学専攻，画像情報医学分野長 ·教授，上野淳二 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】放射線生命科学，臨床画像 診断・解析学に関する課題とその動向を
把握し，研究テーマを見いだす ために，国内外の文献を調査し，その意義と
研究への適応について探求 させる．さらに研究の方法や成果のまとめ方など
の演習を行う．

【成績評価】授業態度およびレポートにより評価する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217054
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用情報科学領域

医用情報科学特別研究 (選択) 毎年 (通年)

長篠博文 ·教授 /保健学専攻，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，近藤正 ·教授 /保健学専攻，前澤博 ·教授 /保健学専攻，上野淳二 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】各種生体情報の収集・解析・表現方法を統合的に探求し，医用基盤
技術開発や臨床応用の観点から先端的研究を推進する能力を修得させる．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217019
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

保健学専攻—医用検査学領域授業概要
•全専攻系共通カリキュラム科目
生命倫理概論 . . .片桐・北村・寺尾・中條・水口 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 146

臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・福森・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 . . .有澤・伊藤・上村・山内・谷岡・德村・日野出・森口・楊

河 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148

英語論文作成法 . . .冨田・梶・福井・中屋・岡崎・長篠・福井・カルビ / 1 年 (後期) . . . . . . . 149

•各専攻系間の共通カリキュラム科目
ヒューマンサイエンス (形態と機能) . . .六反・河合・増田 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . 150
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臨床医科学概論 . . .梶・伊東・添木・土井・坂東・中條・河野・武田・齋藤 / 1 年 (前期) . . . . 152

•保健学専攻共通科目
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•保健学専攻専門科目
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病態制御保健学特講 . . .齋藤・小野・香川・近藤・細井 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

生命倫理概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to Biological Ethics 片桐豊雅 ·教授 /疾患ゲノム研究センター，北村清一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
寺尾純二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，中條信義 ·教授，水口和生 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】バイオサイエンスおよび医療に従事する者は，人権，生命倫理に十
分な配慮を行い，個人情報保護，実験動物愛護にも同じく目を向けなければ
ならない．本授業は生命倫理に関わる基本的知識を修得することを目的とし
ている．

【授業概要】生命倫理学，臨床倫理学，社会倫理，個人情報保護，実験動物愛護
などの問題に日頃接することの多い講師が，経験に基づいた講義をオムニバ
ス方式で行う．

【履修上の注意】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席
として取り扱う．

【授業計画】
1.「ヒトゲノム ·遺伝子解析に関する倫理指針」について (担当者: 板倉
光夫)

2.「実験動物管理と情報処理にまつわる倫理学」 (担当者: 太田 房雄)
3.「キャンパスハラスメントを通して「医療従事者の倫理」を考える」 (担
当者: 北村 清一郎)

4.「法規や制度に関する基本的考え方—法医学の立場から」 (担当者: 久保
真一)

5.「大学における人権問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
6.「組織検体取り扱い上の倫理的問題」 (担当者: 佐野 壽昭)
7.「食品の機能性 ·安全性の評価と社会倫理」 (担当者: 寺尾 純二)
8.「尊厳死や安楽死など生命倫理について」 (担当者: 中條 信義)
9.「遺伝医学の視点」 (担当者: 中堀 豊)

10.「先天異常，(or神経疾患，家族性腫瘍)の遺伝カウンセリング」 (担当
者: 中堀 豊)

11.「動物実験倫理」 (担当者: 松本 耕三)
12.「臨床治験に関する倫理」 (担当者: 水口 和生)
13.「ヒト胚の倫理学的な地位」 (担当者: 山野 修司)
14.「臓器移植の倫理的問題 (仮題)」 (担当者: 井藤 久雄 ·予定)
15. (未定)

【成績評価】出席状況 (厳格にする予定)を踏まえ，さらに小テストないし面接試
験で評価することを検討している．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218234
【連絡先】

⇒片桐 (tkatagi@genome.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒北村 (口腔顎顔面形態学分野教授室, 088-633-7319, kitamura@dent.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 前後期:金曜日 12時 ∼ 13時)
⇒寺尾 (088-633-7087, terao@nutr.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒中條 (088-633-7366, nakajo@dentclin.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒水口 (088-633-7212, minakuti@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

臨床心理学 2単位 (選択) 1年 (前期)

Clinical Psychology 佐藤健二 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，山本真由美 ·教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部
境泉洋 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部，福森崇貴 ·准教授 /大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部

三留雅人 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題の概説
【授業概要】心と身体は密接につながっている．したがって「心の問題」の理解
と制御を扱う臨床心理学の基礎の習得は，精神医学・心身医学のみならず，ヘ
ルスバイオサイエンスを基盤とする医学，歯学，薬学，栄養学，保健学領域に
おいて重要である．そこで，本講義では，臨床心理学の定義，対象，方法 (代
表的な心理検査，心理療法)について，初学者を考慮して，その基礎と今日的
課題を概説する．心理療法に関しては，医学領域などでエビデンスを示す認
知行動療法について詳述する．

【履修上の注意】e-learning対応．
【到達目標】臨床心理学の基礎的理論・技法および今日的課題を説明できる
【授業計画】

1.臨床心理学の定義と対象 (佐藤)
2.臨床心理学の測定方法 (1) / パーソナリティの査定法 (福森)
3.心理療法・カウンセリングとは (福森)
4.心理療法の基礎 (1) / 精神分析 (福森)
5.臨床心理学の測定方法 (2) / 知能，発達の査定法 (山本)
6.心理療法の基礎 (2) / 分析心理学，クライエント中心療法 (山本)
7.発達障害と特別支援教育の現状と課題 (山本)
8.行動理論と行動療法 (境)
9.認知療法 / うつ病 (境)

10.認知行動療法 / 不安障害 (境)
11.臨床心理的地域援助の基礎と実際 / ひきこもりに焦点を当てて (境)
12.外傷後ストレス障害の認知行動療法 (佐藤)
13.摂食障害の認知行動療法 (佐藤)
14.体重減量・糖尿病の認知行動療法 (佐藤)

【成績評価】対面講義，e-learningとも受講とレポート提出を以て出席扱い．対面
講義の場合，授業内の 15分間で書く「出席・質問票・ミニレポート」の提出
を以て，e-learningの場合，視聴記録 (受講)とMLSオンラインのレポート提
出を以て出席とみなす．どちらのレポート課題とも「講義内容をA4一枚でま
とめる」．出席が三分の二以上の受講生が評価対象者

【再試験】再試験無し
【教科書】教科書は使用しない．参考書などは，適宜，授業時に紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218235
【連絡先】

⇒三留 (mitome@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 三留:水曜日
の12:00∼ 13:00(e-mail により調整可能))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to social medicine, epidemiology and biostatistics 有澤孝吉 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
伊藤博夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，上村浩一 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，山内あい子 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

谷岡哲也 ·教授 /保健学専攻，德村彰 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，日野出大輔 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
森口博基 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】社会医学・薬学，歯学等に関して，以下のような諸問題を多方面か
ら概説する． 1. 医療の効果の科学的な分析において必要な医学統計学の基
本について概説する． 2. 医療における ITの役割と病院マネジメントについ
て概説する． 3. 精神保健福祉に関する事象を明らかにするための分析手法
を概説する． 4. 口腔の健康を保持増進し，口腔疾患を予防するために必要な
疫学・統計の知識を概説する． 5. 医薬品の情報管理と安全対策はどうあるべ
きかを理解し，その具対策を概説する． 6. 薬害とは何か，どうして発生した
か，どうすれば防止できるか等について概説する． 7. 論文作成のための調査
デザイン，統計解析について概説する．

【授業概要】1) 臨床試験の意義と実際について，科学的なデザイン，倫理的に必
要な事項，日本での臨床試験の現状などの面から概説する． 2) 大学病院に
おける ITの活用事例や病院経営におけるマネジメントの方法について概説す
る． 3) 精神保健福祉における事象の特徴を統計学的に明らかにするための方
法論について，先行研究も踏まえて説明する． 4) 口腔疾患について，発生要
因の追求や疾病対策の効果判定に関する事例をまじえながら教授し，科学的
根拠に基づいた口腔疾患の予防法を概説する． 5) 患者の権利として要求され
る医療 (医薬品)情報開示・提供に際しての情報管理の在り方や医薬品の安全
対策とリスクマネージメントの具体論等を概説する． 6) 多くの薬害事例につ
いて，それらの発生要因や背景を考察し，薬害を如何に防止するかを考える．
7) データの種類および取り扱い，統計的検定の意味など，統計解析の基本に
ついて概説する．また，SPSSを用いたデータ解析の実習を行う．

【履修上の注意】講義は e-learning化しているので，e-learning学習も出席として取
り扱う．

【到達目標】社会医学 ·薬学 ·歯学等に関して，授業目的に示した講義内容の理解
が深まることを目標にする．

【授業計画】
1.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

2.論文作成のためのデータの基本的な取り扱いと統計解析について (担当
者: 上村 浩一)

3.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)

4.学位論文作成のための疫学，統計解析の実際 (SPSS) (担当者: 有澤 孝吉)
5.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
6.臨床試験の意義と実際について (担当者: 楊河 宏章)
7.病院における ITの役割 I (担当者: 森口 博基)
8.病院における ITの役割 II (担当者: 森口 博基)
9.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 上野 修一)

10.精神保健福祉に関する問題の統計学的分析手法 (担当者: 谷岡 哲也)
11.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 伊藤 博夫)
12.齲蝕・歯周病の疫学，口腔疾患と全身の健康 (担当者: 日野出 大輔)
13.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
14.医薬品の情報管理，医薬品の安全対策 (担当者: 木原 勝)
15.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

16.薬害とは何か，なぜ起こるのか，どうすれば薬害を防げるか (担当者: 徳
村 彰)

【成績評価】講義中に提示した課題についてレポートを提出する．各講師の先生
の出席点・評点を総合的に考慮して決定する．

【再試験】再試験は基本的には行わない．
【教科書】各講師の指定した教材を使用する．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218231
【連絡先】
⇒有澤 (088-633-7071, arisawa@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: e-mailにてアポイントメントを取り，面談してください．)

【備考】講師の先生によって講義をする場所が異なるので注意すること．
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

英語論文作成法 2単位 (選択) 1年 (後期)

Introduction to How to Write Up Scientific Manuscript in English 冨田修平 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，福井清 ·教授 /疾患酵素学研究センター，中屋豊 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，岡崎拓 ·教授 /疾患ゲノム研究センター

長篠博文 ·教授 /保健学専攻，福井裕行 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，カルビブカサ ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】21世紀に医学，歯学，薬学，栄養学，保健学の各分野で活躍する人
材は英語が堪能であることが要求される．本授業ではこれらの領域で用いら
れる独特の英語表現法に関わる基本的知識を修得することを目的とする．

【授業概要】研究成果を国際的な学術雑誌に発表したり，海外の学会やシンポジ
ウムで発表や講演をしたりすることは，研究者養成を目的とする大学院教育
において必須の履修目標である．そこで，本授業では医学英語論文，用紙の
の作成方法について系統的な講義をビデオ並びにマルチメディア教材等を積
極的に活用しながら行う．更に，医科学用英語の聴き取り及び英語による討
論の訓練を行い，発表技術の向上を目指す．

【履修上の注意】 1)授業は後期のみに開講される．時間帯は原則的に火曜日の午
後であるが，講師の事情等により変更されることがある． 2)講義の一部は
e-learning化されているので，e-learning学習も出席として取り扱う． 3)20分
以上の遅刻は出席と見なさない．

【授業計画】
1.生物医学雑誌投稿に要求される条件 (I) (担当者: 福井 清)
2.生物医学雑誌投稿に要求される条件について (II) (担当者: 福井 清)
3.研究，論文，学会発表の進め方 (I) (担当者: 市原 明)
4.研究，論文，学会発表の進め方 (II) (担当者: 市原 明)
5.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (I) (担当者:
長篠 博文)

6.論文投稿申込書，経歴書，研究計画書，履歴書などの書き方 (II) (担当者:
長篠 博文)

7.学会口演要旨作成上の留意点について実例をまじえて (担当者: 冨田修平)
8.論文作成に役立つコンピュータの利用法ー実例を示した結果，考察の書
き方ー (担当者: 中屋 豊)

9.英語による PowerPoint presentationについての要点 (担当者: 梶 龍兒)
10.英語論文の特性と日本語論文との比較 (担当者: 林 良夫)
11.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

12.口頭による英語発表と短報の書き方に関する基本を講義する I (担当者:
岡崎 拓)

13.研究の区切りとしての論文作成 I (担当者: 福井裕行)
14. II

【成績評価】講義への出席，随時の試験，受講態度を総合して行う．2/3以上の出
席がなければ不合格とする．再試験はない．

【教科書】なし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218236
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

ヒューマンサイエンス (形態と機能) 2単位 (選択) 1年 (前期)

Human Science (Basic human science from structure to function) 六反一仁 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，河合智子 ·講師
増田清士 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】生体を構成する組織や器官の構造と働きを理解するため，基本的な
生体物質と細胞についての講義をし，細胞レベルから見たからだの働きにつ
いて理解させる．

【授業概要】細胞の基本構造と機能，遺伝子からタンパク質を合成する仕組み，
細胞の情報伝達，細胞の増殖 ·分化 ·死の分子機構，受精，発生について講義
を行い，メデイカルサイエンス研究を行うための基礎細胞生物学についての
講義を行う．

【授業計画】
1.授業ガイダンス
2. DNAと染色体
3. DNAの複製，修復，組み替え
4. DNAからタンパク質へ
5.遺伝子発現の調節
6.膜の構造
7.膜輸送
8.ミトコンドリア
9.細胞内輸送

10.細胞の情報伝達
11.細胞骨格
12.細胞周期と細胞死
13.細胞分裂
14.遺伝学
15.細胞のストレス応答
16.総括授業

【成績評価】出席状況，筆記試験，又はレポート等により評価する．
【教科書】エッセンシャル細胞生物学
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217008
【連絡先】
⇒六反 (088-633-9007, rokutan@basic.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィ
スアワー: 水曜日の16:00∼ 18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこない
ます))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

微生物 ·免疫学実習 2単位 (選択) 1年 (後期)

A Training of Microbiology and Immunology 三宅洋一郎 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，足立昭夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
安友康二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，桑原知巳 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

内山恒夫 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，前川洋一 ·准教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，弘田克彦 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】微生物の取り扱いの基本，及び免疫学的実験法の基本を学ぶ
【授業概要】細菌 ·ウイルス ·寄生虫などを対象に，病原微生物の基本的な取り扱
い方法，同定法，培養法について実験を行う．また，宿主に誘導される免疫
反応を測定する．これらの実習を通じて，各実験法並びに実験科学の基本を
教育する．

【履修上の注意】1．病原微生物実習室で行うので，それ専用の自分の白衣とスリッ
パ (上履き)を持参のこと (桑原知巳)． 2．白衣と筆記用具を持参のこと (三宅
洋一郎 ·弘田克彦)．

【授業計画】
1. (1˜4)細菌学実験の基本操作と常在菌や病原菌の分離 (桑原知巳) / 培地の
作製と培養，滅菌 ·消毒法，無菌操作などの基本的手技を学び，常在菌や
病原菌の分離 ·同定を行い，身近な細菌の性状を理解する．

2. (5, 6)分子ウイルス学的解析法 1(足立昭夫)バイオハザードや分子遺伝学
等，現代ウイルス学の基礎知識を習得するとともに基本的技能について
学ぶ．

3. (7, 8)分子ウイルス学的解析法 2(内山恒夫)ウイルスの同定法やウイルス
感染の解析法に関する知識を習得し，その基本的手技について学習する．

4. (9,10)リンパ球活性化機構 (安友康二)リンパ球の分離方法の基本的手技
と，その活性化測定方法を学ぶ．

5. (11)マラリア原虫の診断 (前川洋一)マラリア原虫の分類とその鑑別方法
を学ぶ．

6. (12˜14)口腔常在菌とバイオフィルム (三宅洋一郎 ·弘田克彦)口腔常在菌
の分離培養 ·同定などに関する基本的手技と，細菌バイオフィルムの作成
法及びそれを用いた各種の実験法を学ぶ．

7. (15)細菌感染症の分子遺伝学的検出法 (小野恒子)菌種特異的遺伝子マー
カーを用いた細菌の検出と定量法について学ぶ．

【成績評価】出席率と実習レポートによる．
【再試験】(再試験)実習なので再試験はしない． 出席率が 60%に満たない学生
は，受講しなかった実習を，次学年後期に追加して受けること．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217022
【連絡先】
⇒三宅 (088-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 8:00∼ 8:45(e-mailでも対応します))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

臨床医科学概論 2単位 (選択) 1年 (前期)

Introduction to Clinical Medicine 梶龍兒 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，伊東進 ·教授，添木武 ·講師 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
土井俊夫 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，坂東永一 ·教授，中條信義 ·教授，河野文昭 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

武田英二 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，齋藤憲 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】臨床医学の基礎知識について概説する．
【授業概要】講義
【到達目標】循環器，呼吸器，消化器，腎臓，神経 ·筋，内分泌 ·代謝，血液の各
臨床領域における代表的な疾病につき，発生機序および原因となる遺伝子な
どの異常，そして各々の疾患の病態生理を理解させ，最新の診断および治療
法の理論と実践を学ばせる．

【授業計画】
1.消化器疾患の診断と治療 (担当 / 伊東 進)
2.循環器疾患の診断と治療 (担当 / 添木 武)
3.臨床医科学概論・神経系総論 1・2・3(担当 / 梶 龍兒)
4.腎臓病 1・2(担当 / 土井俊夫)
5.顎口腔機能入門 1・2(担当 / 坂東永一)
6.麻酔薬と精神機能 1・2(担当 / 中條信義)
7.顎顔面領域の手術後のリハビリテーション 1・2(担当 / 河野文昭)
8.医食同源 (担当 / 武田英二)
9.食の病理 (担当 / 武田英二)

10.循環器疾患の病態解析と時間医学 (担当 / 齋藤 憲)
【成績評価】出席状況と小テストまたはレポート等により評価する．
【教科書】なし
【参考書】講義の一部は e-learning 化しているので，e-learning 学習も出席とし
て取り扱う．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217052
【連絡先】
⇒梶 (rkaji@clin.med.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 水曜日の16:0

0-18:00 (e-mail により時間調節を適宜おこないます: rkaji@clin.med.tokus
hima-u.ac.jp)．他の教員についても， e-mail にて時間調節の上，面談して
下さい．)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

先端保健医療学 2単位 (選択) 1年
Advance health sciences 多田敏子 ·教授 /保健学専攻，友竹正人 ·教授 /保健学専攻，上野淳二 ·教授 /保健学専攻，安井敏之 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】本科目を受講することにより保健医療学の課題を理解し，将来展望
を考える．

【授業概要】保健学専攻の 2領域の先端的なトピックス及びそれぞれの領域では
区分しにくい学際性の強い総合的な領域のトピックスに関し，講義を行う．ま
た内外の著名な講師を招いて講演を行う．

【キーワード】健康，保健医療学，先端医療
【履修上の注意】積極的に課題をもって臨むこと
【到達目標】保健医療学における課題を理解する
【授業計画】

1.こころの病気の分子保健医療学について (友竹正人)
2.こころの病気の分子薬理学について (友竹正人)
3.医療における情報化について (上野淳二)
4.医療における情報化について (上野淳二)
5.更年期における医療学 (安井敏之)
6.生殖医療における医療学 (安井敏之)
7. 1次予防を中心とした健康課題について解説する (多田)
8. QOL評価の課題を解説する (多田)
9.研究検討 1(友竹正人)

10.研究検討 2(上野淳二)
11.研究検討 3(新任教員)
12.研究検討 4(多田敏子)
13.討論 1
14.討論 2
15.まとめ

【成績評価】講義時に出した課題のレポート (多田)
【参考書】随時紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217010
【連絡先】
⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: 毎週火曜日16:00以降)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

看護学研究方法論 2単位
Nursing scientific research methodology 葉久真理 ·教授 /保健学専攻，多田敏子 ·教授 /保健学専攻，關戸啓子 ·教授 /保健学専攻，田村綾子 ·教授 /保健学専攻

川西千恵美 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】看護学研究方法を探究する．
【キーワード】看護学，研究
【関連科目】『生涯健康支援看護学特講』(0.5)，『生涯健康支援看護学特講演習』

(0.5)，『生涯健康支援看護学特別研究』(0.5)
【授業計画】

1.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

2.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

3.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

4.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

5.研究課題にそった概念枠組みの構成，研究目的と研究方法の妥当性およ
びデータ分析の手法について教授する (葉久)

6.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
7.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
8.文献レビューの構成，視点について教授する (多田)
9.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

10.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

11.看護学研究における調査研究を中心にデータの測定誤差や信頼性，妥当
性の検証について教授する (関戸)

12.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
13.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
14.看護学研究における実験研究を中心に仮設の設定について教授する (田村)
15.看護学研究における介入研究を中心に理論の活用について教授する (川西)
16.看護学研究における介入研究を中心に理論の活用について教授する (川西)

【成績評価】レポートや授業中の参加度による
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217045
【連絡先】
⇒川西 (保健学科 3階, 088-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (オフィスアワー: メールで連絡下さい．調整します．)

⇒多田 (保健学科棟 3階, 088-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)
Mail (オフィスアワー: 火曜日 16:00-18:00)

⇒關戸 (088-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

臨床試験学
近藤和也 ·教授 /保健学専攻，楊河宏章 ·准教授 /病院

【授業目的】「臨床試験」の目的，内容について及びCRC(臨床試験コーディネー
ター)の仕事について教授する．

【授業概要】新しい「薬」を開発するためには，「薬の候補物質」について動物で
効果や毒性を調べるだけでなく，人での効き目 (有効性)や副作用 (安全性)を
確認する必要がある．人での有効性や安全性について調べる試験を一般に「臨
床試験」と呼んでいる．「臨床試験」の目的，内容について教授する． Clinical
Research Coordinator CRC(臨床試験コーディネーター)とは，臨床試験が適正
かつ円滑に実施できるようサポートする専門で，主に看護師，薬剤師，検査
技師で構成されておる．CRCの仕事についても教授する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217055
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

医用情報解析学
長篠博文 ·教授 /保健学専攻，吉永哲哉 ·教授 /保健学専攻，近藤正 ·教授 /保健学専攻

【授業概要】保健学研究における多様な観点から生体情報の解析原理・方法を学
び，研究方法の新しいアイデアを想起する能力や幅広い問題解決能力を養う．
▼制御理論の概念，制御システムの基本的解析方法から高度な解析手法まで
総括的に講述し，その生体信号の計測・情報処理への応用について解説する．
(長篠) ▼サーカディアンリズムおよびシナプス結合神経振動子系の数理モデ
ルにみられる振動応答の解析方法を講述する．非線形力学系の定性的分岐理
論を基盤とした解析を動的力学系モデルに適用し，生体リズムの周期的振動
やカオス現象などの発現メカニズムが理解できることを解説する．(吉永) ▼
医用画像データの解析を目的とした人工ニューラルネットワーク理論や人工
知能技術について解説し，これらの技術を用いた各種臓器の三次元医用画像
解析について解説する．(近藤)

【関連科目】『医用情報工学特講』(0.5)
【授業計画】

1.状態方程式と伝達関数 (長篠)
2.神経回路モデルの状態方程式とその解析 (長篠)
3.安定性と安定判別法 (長篠)
4.システムの安定化 (1)(長篠)
5.システムの安定化 (2)(長篠)
6.非線形力学系と生体モデル (吉永)
7.連続時間力学系理論 (1) (吉永)
8.連続時間力学系理論 (2) (吉永)
9.連続時間力学系の解析手法 (吉永)

10.生体モデルの解析 (吉永)
11. 3次元医用画像処理 (1)(近藤)
12. 3次元医用画像処理 (2)(近藤)
13.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (1)(近藤)
14.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (2)(近藤)
15.人工ニューラルネットワークを用いた 3次元医用画像解析 (3)(近藤)
16.まとめ

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217021
【連絡先】
⇒長篠 (A312, 088-633-9025, nagasino@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オ
フィスアワー: 毎週水曜16∼ 17時，19時∼ 20時 保健学科A棟3階長篠教員
研究室)

⇒吉永 (保健学 B棟教員研究室 (吉永), 088-633-9050, yosinaga@medsci.tok
ushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 毎週金曜日 18:00∼ 19:00)

⇒近藤 (088-633-9024, kondo@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

分子解析法
小野恒子 ·教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】先進的な保健医療技術の研究開発に必須である個々の遺伝子・蛋白
の解析および網羅的なゲノム及びプロテオミクス解析等の手法を習得させる．

【授業計画】
1. (小野担当) 遺伝子・タンパク質及びRNAの微量定量法および遺伝子変異
の検出法を習得させ，感染症や遺伝子多型に基づく疾患の診断に役立つ
手法を教授する．

2. (細井担当)細胞機能をmRNA発現による遺伝子解析およびフローサイト
メーターを用いた細胞表面抗原の解析から解説し，遺伝子・蛋白レベル
での解析法を教授する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217018
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

病態制御保健学特講
齋藤憲 ·教授 /保健学専攻，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，香川典子 ·教授 /保健学専攻，近藤和也 ·教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】各種疾患の発症機序の生理学的，細胞生物学的，分子遺伝学的，免
疫組織学的，病理学的な解析手法を学び，疾患の病因・病態を解明すること
の意義について教授する．

【授業計画】
1.齋藤担当 / ホルター心電図を用いた心拍変動解析や 1/f リズム解析に対
する内外の知見を紹介し，種々の病態におけるストレスや自律神経の影
響について教授する．

2.小野担当 / 細菌の病原因子と遺伝子発現機構に関する理論と分子遺伝学
的解析法および病原因子をターゲットとした新たな抗菌物質の探索に関
する研究法について教授する．

3.香川担当 / 病気の原因と発生機序について，細胞レベル，組織レベル，個
体レベルの変化と関連させて理解し，病気の予防と治療支援に貢献でき
ることを目的とした講義を行う．さらに，病理組織額的検索の方法とし
て，免疫組織化学や分子生物学的手法を用いた形態学的同定法について
教授する．

4. 1)吸入発癌物質の発癌過程を解明するため，クロム工場の労働者の肺癌
や前癌病変のがん関連遺伝子やDNA修復遺伝子の解析，2)肺癌のリンパ
節転移の機序を解明するため，肺癌細胞株を同所性に移植した SCIDマウ
スモデルを作成し，癌のリンパ管新生やリンパ行性転移因子の同定・解
析，3)胸腺腫の悪性度を評価する指標の同定・解析，などについて研究・
指導を行う．(近藤)

5.細井担当 / 近年，輸血医療は補充療法から，病気そのものを治療するた
めの細胞治療へと発展している．そこで本講義では，輸血・細胞治療に
おける検査・治療効果の判定に必要な細胞・免疫学的解析法の専門知識・
技術およびその意義について理解し，さらに細胞分化と細胞表面抗原お
よび細胞機能の発現について教授する．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217041
【連絡先】
⇒齋藤 (088-633-9064, saito@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 火曜日午後(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

病態制御保健学特講演習
齋藤憲 ·教授 /保健学専攻，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，香川典子 ·教授 /保健学専攻，近藤和也 ·教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】生命科学領域の各種疾患や虚血性心疾患の発症，先端保健医療技術
に関する内外の文献を講読し,研究の進め方について教授し，また疾患の治療
や予防支援技術の研究開発に必要な手法に関する演習を行う．

【授業計画】
1.齋藤担当 / 心拍変動解析の実践を通じて，不整脈の日内リズムや種々の
ストレスや自律神経の影響を探求する課題を取り扱わせ，研究計画の立
て方と自立した研究遂行能力を習得させる．

2.小野担当 / 緑膿菌及びブドウ球菌などのバイオフィルム形成菌による感
染症の発症と予防のメカニズムに関する論文講読及び分子遺伝学的研究
法について解説し，研究計画の立て方と自立した研究遂行能力を習得さ
せる．

3.香川担当 / 免疫組織化学や分子生物学的手法を用いた人体病理に関する
論文を購読し，研究の基礎的知識を修得させるとともに，新しい病理組
織学的検査法の評価や病態解析における意義について教授して研究計画
の立て方を習得させる．

4. 1)吸入発癌物質の発癌過程を解明するため，クロム工場の労働者の肺癌
や前癌病変のがん関連遺伝子やDNA修復遺伝子の解析，2)肺癌のリンパ
節転移の機序を解明するため，肺癌細胞株を同所性に移植した SCIDマウ
スモデルを作成し，癌のリンパ管新生やリンパ行性転移因子の同定・解
析，3)胸腺腫の悪性度を評価する指標の同定・解析，などについて研究・
指導を行う．(近藤)

5.細井担当 / 輸血・細胞治療における検査・治療効果の判定に必要な血液
型糖鎖抗原などの細胞表面抗原や細胞機能解析に関する国内外の最新の
論文を講読し，特講の講義内容の理解を深めるとともに研究の進め方や
発表・討議能力を習得させる．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217042
【連絡先】
⇒齋藤 (088-633-9064, saito@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 火曜日午後(15:00-17:00))
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保健科学教育部 (2011) 〉 博士後期課程 〉 保健学専攻 〉 医用検査学領域

病態制御保健学特別研究
齋藤憲 ·教授 /保健学専攻，小野恒子 ·教授 /保健学専攻，香川典子 ·教授 /保健学専攻，近藤和也 ·教授 /保健学専攻，細井英司 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】疾患の病因・病態について生理学的，分子生物学的，免疫学的，病
理学的，微生物学的など種々の手法を用いて解析し，疾患の予防・治療を支
援する技術開発について研究・指導する．

【授業計画】
1.ホルター心電図を用いた心拍変動解析や 1/fリズム解析等による生体情報
の取得により，種々の疾患や病態におけるストレスやリスク評価を行い，
心血管事故防止につながる研究指導を行う (齋藤)．

2.難治性慢性感染症および院内感染症の原因として重要な緑膿菌及び黄色
ブドウ球菌の抗菌薬抵抗性のメカニズムの分子遺伝学的解析と，抗菌薬
と併用することによってより有効な治療効果をもたらす物質の探索およ
び各種感染症の迅速診断技術の開発研究について指導する．(小野 )

3.筋ジストロフィーでは骨格筋のみならず，諸臓器に病因と直接的・間接的
に関連する病変が見られる．自験筋ジストロフィー剖検例を用いて，諸
臓器の病理組織学的，免疫組織化学的検討を行い，全身病としての筋ジ
ストロフィーの病態解明することにより，本症の診断・治療およびQOL
向上や寿命の延長につながる研究を行う．(香川)

4. 1)吸入発癌物質の発癌過程を解明するため，クロム工場の労働者の肺癌
や前癌病変のがん関連遺伝子やDNA修復遺伝子の解析，2)肺癌のリンパ
節転移の機序を解明するため，肺癌細胞株を同所性に移植した SCIDマウ
スモデルを作成し，癌のリンパ管新生やリンパ行性転移因子の同定・解
析，3)胸腺腫の悪性度を評価する指標の同定・解析，などについて研究・
指導を行う．(近藤)

5.輸血・細胞治療において重要な細胞表面抗原，特に血液型糖鎖抗原の発
現機序の解明および血液細胞の機能解析による各種疾患の診断・治療効
果への応用について研究・指導を行う．(細井)

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217040
【連絡先】
⇒齋藤 (088-633-9064, saito@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 火曜日午後(15:00-17:00))

⇒小野 (088-633-9061, ono@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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保健科学教育部 (2011) 〉 保健学専攻 (博士前期) 看護学領域

保健学専攻 (博士前期) 看護学領域
•全専攻系共通カリキュラム科目

生命倫理概論 . . .片桐・北村・寺尾・中條・水口 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4

臨床心理学 . . .佐藤・山本・境・福森・三留 / 1 年 (前期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5

社会医学 ·疫学 ·医学統計概論 . . .有澤・伊藤・上村・山内・谷岡・德村・日野出・森口・楊河 / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
英語論文作成法 . . .冨田・梶・福井・中屋・岡崎・長篠・福井・カルビ / 1 年 (後期) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7

心身健康と環境ストレス . . .武田・大森・高浜・勢井・六反・親泊・寺尾・宮本・中屋・山西・阪上・保坂 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8
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